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特
集
/
冬
も
期
の
遭
蹄
管
理

嚢
態
と
活
力
の
あ
る
雪
国
づ
く
り道

路
局
企
画
課
道
路
防
災
対
策
室

一

は
じ
め
に

我
が
国
の
雪
国
は
、
国
土
の
約
六
割
を
占
め
る
広
大
な

地
域
で
あ
り
、
し
か
も
、
こ
の
雪
国
が
世
界
で
も
類
を
見

な
い
豪
雪
地
帯
に
あ
る
。
世
界
の
ど
こ
よ
り
も
厳
し
い
自

然
条
件
下
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
地
域
は
、
現
在
、
日
本

の
農
業
生
産
の
約
半
分
を
占
め
、
北
欧
五
カ
国
に
匹
敵
す

る
経
済
活
動
を
行
う
な
ど
、
活
発
な
諸
活
動
を
繰
り
広
げ

て

い
る
。

か
つ
て
、
こ
の
地
域
は
、
冬
、
雪
に
よ
り
交
通
が
遮
断

さ
れ
、
独
立
的
な
生
活
や
経
済
活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

き
た
、
い
わ
ば

｢閉
ざ
さ
れ
た
地
域
｣
で
あ

っ
た
が
、
昭

和
三
〇
年
代
に
入
り
、
冬
期
交
通
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
、
地
域
間
が
相
互
に
結
ば
れ
、
広
域
的
な
交
流
が

始
ま
る
な
ど
、
い
わ
ば

｢開
か
れ
た
地
域
｣
に
変
貌
す
る

中
で
、
文
化
活
動
や
経
済
活
動
の
拠
点
も
逐
次
整
備
さ
れ
、

諸
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

我
が
国
の
冬
期
の
道
路
交
通
の
確
保
に
関
す
る
施
策
は
、

昭
和
三
一
年
に
制
定
さ
れ
た

｢積
雪
寒
冷
特
別
地
域
に
お

け
る
道
路
交
通
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
｣
(以
下

｢雪
寒
法
｣
と
す
る
。)
に
基
づ
く
、
｢雪
寒
五
箇
年
計
画
｣

を
中
心
と
し
て
進
め
て
き
た
。
昭
和
三
二
年
に
策
定
さ
れ

た
第
一
次
五
箇
年
計
画
以
来
約
四
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
実

施
さ
れ
て
き
た
雪
寒
事
業
は
、
雪
国
の
冬
期
の
道
路
交
通

を
確
保
し
、
生
活
と
経
済
を
支
え
、
雪
国
の
現
在
を
築
く

上
で
、
極
め
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

現
在
は
平
成
五
年
度
を
初
年
度
と
す
る

｢第
十
次
雪
寒

五
箇
年
計
画
｣
に
基
づ
き
、
各
事
業
を
実
施
し
、
冬
期
の

安
全
で
円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

一
一
雪
寒
事
業
の
概
要

雪
寒
事
業
は
次
の
よ
う
な
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
を
中
心

に
事
業
を
実
施
し
て
い
る

(図
1
)
。

積
雪
地
域
…
二
月
の
積
雪
の
深
さ
の
最
大
値
の
累
年

平
均
が
五
0
m
以
上
の
地
域

寒
冷
地
域
…

一
月
の
平
均
気
温
の
累
年
平
均
が
摂
氏

零
度
以
下
の
地
域

雪
寒
事
業
は
、
雪
寒
機
械
に
よ
り
道
路
上
を
走
行
し
て

雪
の
排
除
雪
等
を
行
う
｢除
雪
｣、
雪
崩
や
地
吹
雪
を
防
止

す
る
施
設
や
、
消
雪
施
設
、
チ
ェ
ー
ン
着
脱
場
等
の
道
路

鋭

の
附
属
物
を
整
備
す
る
｢防
雪
｣、
流
雪
溝
、
堆
雪
幅
の
整

託

備
、
路
盤
改
良
を
行
う
｢凍
雪
害
の
防
止
｣、
及
び
除
雪
車

道

の
整
備
等
を
行
う

｢除
雪
機
械
の
整
備
｣
か
ら
構
成
さ
れ

6

て
い
る
。
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両地域でカバーされる地域

.可 鬮妻鱗驚が
く寒冷地域の

　
　　 　　　　　

三

第
十
次
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
道
路
交
通
確

保
五
箇
年
計
画

第
十
次
雪
寒
五
箇
年
計
画
に
お
い
て
は
、
次
の
施
策
を

主
要
課
題
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
応
す
る
事
業

○

全
国
的
な
交
流
の
拡
大
に
対
応
で
き
る
幹
線
道
路
の

冬
期
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保

積
雪
的
に
も
道
路
幅
員
が
確
保
で
き
る
よ
う
、
消
雪
…

設
、
流
雪
溝
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
特
に
堆
雪

。産
　

　　　
慶事
　　
の てい

呑お

図 1 雪寒地域

表 1 積雪寒冷特別地域の概要

市 町
村 数 全国比

面 積
(蜜) 全国比

人 口

(千人) 全国比全国比 全国比 全国比

雪 寒 地 域

うち積雪地域

1,326 41.O 232 ,553 61.6 27,551 22 .3

うち積雪地域 1,047 32.4 204 ,971 54 .3 21,721 17 ,6

lうち寒冷地域 982 30 .3 198 ,250 52 .5 21,002 17 ･0

備 考
人口 :全国123,661千人 (平成 2年度国勢調査)

面積 :全国337,737婦

特 、

に 消
堆 雪
雪 施

幅
の
整
備
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

ま
た
、
雪
崩
や
地
吹
雪
に
よ
る
交
通
遮
断
等
を
防
止
す

る
た
め
、
要
対
策
箇
所
の
解
消
を
促
進
す
る
。
さ
ら
に
、

急
坂
路
区
間
の
対
策
と
し
て
チ
ェ
ー
ン
着
脱
が
容
易
で
休

憩
所
等
の
機
能
も
有
す
る
多
機
能
型
チ
ェ
ー
ン
着
脱
場
等

雪寒事業 雪寒道路事業 除 雪 車道除雪
歩道除雪

雪崩対策防 雪
王 艶 鰍 ツト雪崩防止柵等)

(防雪冊 ･スノーシェルター等)

凍雪書防止
′

路盤改良
流雪溝
堆雪幅

除雪機械整備事業

図 2 雪寒事業の体系

道行セ 96 ,11



表 2 第十次積雪寒冷特別地域道路交通確保五箇年計画
(単位 :億円)

区 分
第十次五箇年計画 第九次五箇年計画

事業量 事業費 事業量 事業費

雪

雪

止

計
業

防

事

路

害
械

独

道

雪

機

小

単

寒

除

防

凍

雪

方

雪

除

地

如
如
如
ムロ

鋤
鱒
畑
憊
020

御
難

如
如
m
台

"
M
鉈
能

…
あ

お

ア

あ

80

90

即

婚
20

00

52

ĥ〕
1よ
り0
乙̂

7I
リム

費
計
整調 蹴

捌 榔
合 計 蹴 鰔

(注) 1.第九次計画における地方単独事業を除く事業は、7,400億円である。
2,除雪の事業量は最終計画年度での除雪区間延長である。

や
急
カ
ー
ブ
区
間
に
お
け
る
冬
期
の
安
全
対
策
を
推
進
し
、

冬
期
交
通
の
ネ
ッ
ク
箇
所
の
解
消
を
進
め
る
。

②

人
に
優
し
い
冬
期
歩
行
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保

通
学
路
な
ど
、
日
常
生
活
に
お
い
て
頻
繁
に
利
用
さ
れ

る
路
線
を
中
心
と
し
て
早
急
に
安
全
な
冬
期
歩
行
者
空
間

を
確
保
す
る
た
め
、
歩
道
除
雪
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、

無
散
水
消
雪
施
設
、
流
雪
溝
等
の
整
備
を
促
進
す
る
。

③

情
報
化
の
推
進
と
維
持
管
理
の
充
実
･
強
化

除
雪
の
効
率
化
、
道
路
利
用
者
の
利
便
向
上
に
資
す
る

道
路
気
象
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

消
雪
施
設
等
の
施
設
の
維
持
、
修
繕
、
更
新
を
促
進
す
る
。

(単位 :億円)表 3 事業費

区 分 繃 鬱 率倍

雪

雪

止

備

防

整

鷲

籍
繊
計

寒

除

防

凍

雪

雪

除

純
綿
615

芻
184
484

L

L

293

359

郎
350
181
郊

L

L

ヤー上
りゑ
だ。
1上
りム
ー具

ハU

Û
ハU
Oひ
nV
n=U

1上
1ム
ー島
nU
TIム
ー上

四

平
成
九
年
度
概
算
要
求
方
針

積
雪
寒
冷
の
甚
だ
し
い
地
域
に
お
け
る
冬
期
の
道
路
交

通
を
確
保
す
る
た
め
、
第
十
次
雪
寒
五
箇
年
計
画

(平
成

五
年
度
-
九
年
度
)
に
基
づ
き
、
平
成
九
年
度
は
一
、
四

八
四
億
円

(対
前
年
度
一
･
0

一
)
を
も

っ
て
、
次
の
よ

う
な
事
業
を
推
進
す
る
。

◎

除
雪
事
業

第
十
次
雪
寒
五
箇
年
計
画
に
基
づ
き
、
安
全
で
円
滑
な

冬
期
道
路
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
一
般
国
道
、
道
府
県

道
に
お
け
る
車
道
除
雪
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
冬
期
の

安
全
で
快
適
な
歩
行
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
確
保
す
る
た
め
、
通

学
路
等
に
お
い
て
歩
道
除
雪
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
｢
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
の
発
生
の
防
止
に
関

す
る
法
律
｣
の
制
定
に
よ
り
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
が

禁
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
凍
結
路
面
問
題
へ
の
対
応
が
冬

期
の
道
路
管
理
上
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た

め
適
時
適
切
な
除
雪
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
車
道
の
凍

結
防
止
を
図
る
た
め
、
坂
道
や
急
カ
ー
ブ
等
交
通
に
支
障

を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
箇
所
に
お
い
て
重
点
的
に
凍
結
防

止
剤
の
散
布
を
実
施
し
て
い
る
。

車
道
除
雪
延
長

六
0
、
八
〇
二
虹

(対
前
年
度

四
九
五
如
延
伸
)

(対
前
年
度

七
、
ニ
ニ
○
如

(対
前
年
度

+

歩
道
除
雪
延
長

(対
前
年
度

六
三
四
畑
延
伸
)

②

防
雪
事
業

①

防
災
防
雪
事
業

雪
崩
、
地
吹
雪
等
の
雪
害
に
強
い
道
路
交
通
を
確

保
す
る
た
め
、
平
成
二
年
度
防
災
点
検
結
果
に
基
づ

き
、
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
、
雪
崩
防
止
柵
等
を
整
備
す

る
雪
崩
対
策
、
ス
ノ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
、
防
雪
冊
等
を

整
備
す
る
地
吹
雪
対
策
を
推
進
す
る
。

②

一
般
防
雪
事
業

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
禁
止
後
の
凍
結
路
面
対

策
を
推
進
す
る
た
め
、
交
差
点
部
、
急
坂
路
等
に
お

い
て
、
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
の
消
雪
施
設
の
整

備
を
推
進
す
る
。

気
象
状
況
、
路
面
状
況
等
を
迅
速
に
把
握
し
、
除

雪
の
的
確
な
実
施
に
資
す
る
と
と
も
に
、
道
路
利
用

者
に
対
し
情
報
提
供
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
等

を
図
る
た
め
、
峠
部
等
に
お
い
て
積
雪
深
計
、
凍
結

路
面
感
知
計
等
の
観
測
機
器
を
整
備
す
る
な
ど
気
象

情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
推
進
す
る
。

β 道行セ 96,11



③

凍
雪
春
防
止
事
業

冬
期
道
路
交
通
の
あ
い
路
と
な
る
人
家
連
た
ん
地
区
や

運
搬
排
雪
が
困
難
な
地
域
な
ど
に
お
い
て
、
そ
の
解
消
を

図
る
た
め
、
次
の
事
業
を
推
進
す
る
。

①

流
雪
溝
の
整
備

積
雪
の
多
い
市
街
地
を
中
心
に
、
住
民
協
力
に
よ

り
道
路
上
の
雪
を
投
排
除
す
る
流
雪
溝
の
整
備
を
推

進
す
る
。

②

堆
雪
幅
の
整
備

積
雪
を
堆
雪
す
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
除
雪
の

効
率
化
、
円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保
に
資
す
る
た
め
、

堆
雪
幅
の
整
備
を
推
進
す
る
。

五

次
期
雪
寒
五
箇
年
計
画
策
定
に
向
け
を
取

9

組
み

　

現
在
、
平
成
一
○
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

｢新
た
な

%

道
路
計
画
｣
の
塞
疋
に
向
け
た
検
討
が
各
方
面
で
行
わ
れ

楡

て
い
る
。
雪
寒
事
業
に
つ
い
て
も
、
平
成
一
〇
年
度
を
初

道

年
度
と
す
る
次
期
雪
寒
五
箇
年
計
画
の
策
定
に
向
け
、
安

＼＼ミ" ~ も〆　 　

≦
%

消雪施設整備のイメージ

堆雪帯のない道路

　 　　 　　 　 　　　　 　　　　 　 　 　 　 　
　　

　　 　　 　　車道 車道 路肩 歩遺

堆雪幅を整備した道路

　　　 　 　 　 　 　 　　　

　　　　 　 　 　 　歩道 堆轡幅′
路肩 輪彌

図 4 堆雪幅整備のイメージ



心
と
活
力
の
あ
る
雪
国
づ
く
り
に
必
要
と
な
る
道
路
整
備

の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ゆ

次
期
雪
寒
五
箇
年
計
画
策
定
に
向
け
た
体
制

①

地
域
協
議
会
の
設
置

雪
国
と
い
っ
て
も
地
域
に
よ
っ
て
気
象
や
社
会
･

風
土
等
の
条
件
は
異
な
っ
て
お
り
、
冬
期
の
道
路
交

通
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
た
適
切
な
対
策
や
実
施
方
法
等
を
選
択
し
て
、

事
業
を
効
率
的
、
効
果
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

こ
の
た
め
に
は
、
同
様
な
地
域
･
気
象
等
の
特
性

や
ま
と
ま
り
を
有
す
る
地
域
ご
と
に
、
雪
寒
対
策
の

基
本
と
な
る
目
標
、
除
雪
、
防
雪
施
設
等
の
組
み
合

わ
せ
、
効
果
的
な
対
策
実
施
の
仕
組
み
等
に
つ
い
て
、

基
本
と
な
る
計
画
を
関
係
者
の
協
議
に
基
づ
き
策
定

し
、
連
携
･
協
力
し
て
計
画
的
に
対
策
を
実
施
す
る

こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。

ま
た
、
今
後
、
雪
国
社
会
の
変
化
に
対
応
し
、
さ

ら
に
き
め
の
細
か
い
雪
寒
施
策
を
実
施
す
る
た
め
に

は
、
今
ま
で
以
上
に
地
域
住
民
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
果
た
す
べ
き
役
割
は
重
要
で
あ
り
、
行
政
側
と
し

て
も
地
域
住
民
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
参
加
･
協
力

を
主
体
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
条
件
を
整
え

る
こ
と
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

以
上
か
ら
、
こ
れ
ら
地
域
ご
と
に
、
学
識
経
験
者
、

道
路
管
理
者
、
地
域
づ
く
り
活
動
市
民
リ
ー
ダ
ー
等

で
構
成
さ
れ
る
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
そ
の
協
議

※
上
記
の
活
動
に
並
行
し
て
、
理
解
･
協
力
等
を
得

会
に
お
い
て
、
今
後
の
雪
寒
対
策
の
基
本
と
な
る
事

る
た
め
の
P
R
資
料
の
作
成
や
説
明
会
の
開
催
等

項
に
つ
い
て
検
討
･
協
議
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
協
議
会
は
、
そ
の
地
域
の
雪
寒
対
策
基
本
計
画

を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
道
路
管
理
者

･
地
域
住

民

･
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
連
携
に
よ
る
効
果
的
な
雪

寒
対
策
の
仕
組
み
づ
く
り
と
推
進
方
策
、
こ
れ
に
つ

い
て
の
理
解
･
協
力
等
を
得
る
た
め
の
P
R
活
動
等

を
行
う
も
の
で
あ
る
。

各
地
域
の
｢雪
寒
対
策
基
本
計
画
｣
は
雪
寒
対
策

関
係
者
に
と
っ
て
共
通
の

｢地
域
の
雪
寒
対
策
の
基

本
と
な
る
計
画
｣で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、
｢次
期
雪

寒
五
箇
年
計
画
｣
の
事
業
に
反
映
さ
れ
る
と
と
も
に
、

個
々
の
道
路
管
理
者
等
が
実
施
す
る
雪
寒
対
策
事
業

に
も
反
映
さ
れ
る
も
の
と
な
る
。

②

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

平
成
八
年
三

月
初
旬

各
地
域
に
お
い
て
地
域
協

議
会
の
設
置

平
成
九
年
二
月

各
地
域
協
議
会
ご
と
に
、

｢安
心
と
活
力
あ
る
雪
ぐ

に
づ
く
り
の
基
本
的
方

向
｣
中
間
と
り
ま
と
め

平
成
九
年
六
月
初
旬

各
地
域
協
議
会
ご
と
に

｢雪
寒
対
策
基
本
計
画
｣最

終
と
り
ま
と
め

平
成
九
年
三
一月

地
域
協
議
会
活
動
の
終
了

る
た
め
の
P
R
資
料
の
作
成
や
説
明
会
の
開
催
等

を
、
適
宜
実
施
。

③

地
域
協
議
会
の
設
置
状
況

平
成
八
年
一
〇
月
現
在
に
お
い
て
、
集
計
し
た
結

果
、
全
国
に
五
六
協
議
会
が
設
置
さ
れ
た
。

②

次
期
雪
寒
五
箇
年
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
の
留
意
点

次
期
雪
寒
五
箇
年
計
画
を
策
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

冬
期
の
道
路
交
通
の
確
保
を
効
率
的
か
つ
的
確
に
推
進
し
、

雪
寒
対
策
の
効
果
を
上
げ
る
た
め
、
以
下
の
点
に
留
意
し
、

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

①

地
域
の
雪
寒
対
策
基
本
計
画
の
策
定

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
雪
寒
対
策
を
実
施
す
る
た

め
に
は
、
地
域
ご
と
に
異
な
る
雪
国
の
特
性
や
事
情

に
合
わ
せ
て
、
適
切
な
対
策
や
実
施
方
法
等
を
選
択

す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
に
は
、
同
様
な
特
性
や
ま
と
ま
り
を
有

す
る
地
域
ご
と
に
、
雪
寒
対
策
の
基
本
と
な
る
目
標
、

除
雪
、
防
雪
施
設
等
の
組
み
合
わ
せ
、
効
果
的
な
対

策
実
施
の
し
く
み
等
に
つ
い
て
、
基
本
と
な
る
計
画

を
関
係
者
の
協
議
に
基
づ
き
策
定
し
、
連
携
･
協
力

し
て
計
画
的
に
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
効
果
的
で

あ
る
。

こ
の
場
合
、
住
民
の
主
体
的
な
参
加
･
協
力
に
よ

る
官
民
の
連
携
に
よ
る
除
雪
の
在
り
方
等
に
つ
い
て

も
、
計
画
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

ノ0 道行セ 96,11



②

地
域
の
特
性
や
事
情
に
合
わ
せ
た
適
切
な
対
策
の

地
域
住
民
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
参
加
･
協
力
を
主

実
施

本
勺
に
丁
い
う
る
凰
兄

牛

蓋
>

う

雪
国
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
よ
っ
て

気
象
や
社
会
･
風
土
等
の
条
件
は
異
な
っ
て
お
り
、

冬
期
道
路
交
通
の
確
保
の
た
め
に
は
、
そ
の
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
た
適
切
な
対
策
や
実
施
方
法
等
を
選

択
し
て
、
効
率
的
で
効
果
的
な
事
情
を
実
施
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

③

道
路
管
理
者
間
の
連
携

例
え
ば
、
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
は
、

管
理
者
が
異
な
っ
て
も
同
様
な
除
雪
が
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
道
路
を
利
用
す
る
上
で
は
望
ま
し
く
、
道

路
管
理
者
間
で
連
携
し
て
効
果
的
な
除
雪
作
業
を
進

め
る
な
ど
、
効
果
的
な
対
策
を
実
施
す
る
た
め
の
管

理
者
間
の
連
携
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
o

④

地
域
住
民

･
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
役
割

お
よ
そ
雪
寒
対
策
は
、
除
雪
で
あ
れ
、
防
雪
施
設

に
よ
る
対
策
で
あ
れ
、
道
路
管
理
者
の
み
で
十
全
の

効
果
を
発
揮
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
市
町
村
を
は

じ
め
、
地
域
住
民
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
主
体
的
な

参
加
･
協
力
の
下
に
、
効
率
的
に
実
施
す
る
こ
と
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
今
後
、
雪
国
社
会
の
変
化
に

対
応
し
、
さ
ら
に
き
め
の
細
か
い
雪
寒
対
策
を
実
施

す
る
た
め
に
は
、
今
ま
で
以
上
に
地
域
住
民
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
重
要
で
あ
り
、

体
的
に
行
い
う
る
環
境
条
件
を
整
え
る
よ
う
努
め
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
地
域
住
民
が
中
心
と
な
っ
て

実
施
す
る
除
排
雪
の
充
実
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

⑤

気
象
情
報
･
路
面
情
報
等
の
収
集
･
提
供
機
能
の

強
化冬

期
の
道
路
利
用
に
は
、
道
路
利
用
者
自
ら
の
適

切
な
行
動
判
断
が
特
に
求
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
た
め

に
は
、
気
象
状
況
、
路
面
状
況
、
除
雪
の
実
施
状
況
、

交
通
状
況
等
に
関
す
る
情
報
が
適
時
適
切
に
提
供
さ

れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
降
雪
や
凍
結
は
極
め
て
局
地
性
が
高

く
、
し
か
も
時
々
刻
々
と
変
化
す
る
現
象
で
あ
る
た

め
、
き
め
細
か
い
情
報
収
集
･
提
供
シ
ス
テ
ム
の
整

備
と
と
も
に
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
情
報

提
供
が
望
ま
し
い
o

⑥

技
術
開
発
の
重
要
性

例
え
ば
、
雪
寒
対
策
の
主
要
部
分
を
構
成
す
る
除

雪
に
つ
い
て
は
、
労
働
力
の
不
足
･
技
能
者
の
練
度

の
不
足
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
こ
れ
を
補
う
た
め
の

除
雪
の
効
率
化
･
自
動
化
等
の
技
術
開
発
を
早
急
に

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
今
後
の
労
働
力
不
足
等
の
状
況
の
下
で
は
、
雪

寒
対
策
を
除
雪
な
ど
の
作
業
に
頼
る
こ
と
と
し
て
い
た
の

で
は
、
今
後
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
負
担
に
耐
え
ら
れ

な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
ほ
か
、
雪
寒
対
策
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
く
こ
と
は
困
難
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
こ

の
た
め
、
対
策
の
一
層
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
太

陽
熱
･
地
熱
等
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
融
雪
技

術
の
開
発
を
進
め
る
な
ど
、
環
境
保
全
に
配
慮
し
つ
つ
、

耐
久
性
が
高
く
、
省
力
型
、
消
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
の
新
た
な

雪
寒
技
術
の
開
発
･
導
入
等
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

併
せ
て
、
こ
れ
ら
の
新
た
な
技
術
を
活
用
す
る
効
率
的
な

シ
ス
テ
ム
の
開
発
等
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

六

お
わ
り
に

雪
寒
事
業
は
、
雪
国
が
抱
え
る
特
有
の
課
題
を
解
消
す

る
た
め
に
、
昭
和
三
二
年
度
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
四
〇
年

余
り
が
経
過
し
、
こ
の
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
雪
国
が
抱

え
る
諸
問
題
は
大
い
に
解
消
さ
れ
た
。

社
会
情
勢
の
変
化
、
国
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

な
ど
道
路
交
通
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
す

る
中
で
、
雪
国
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
我
が
国
の
発
展
に
寄

与
し
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
国
や
地

方
公
共
団
体
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
が
一
緒
に
な
っ
て
、

冬
期
の
道
路
交
通
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
い"ら
を
い
い
。
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特
黛
/
無
期
の
道
略
警
踵

冬
期
の
道
路
蘂
週
対
策

東
北
地
方
建
設
局
青
森
工
事
事
務
所
道
路
管
理
第
二
課

一

は
じ
め
に

青
森
工
事
事
務
所
は
国
道
四
号
、
七
号
、
四
五
号
、
一

〇
四
号
の
指
定
区
間
延
長
二
七
九
･
一
蹴
を
四
出
張
所
で

管
理
し
て
い
る
o

雪
に
よ
っ
て
発
展
を
妨
げ
ら
れ
て
い
た
地
域
で
あ
っ
た

が
道
路
が
整
備
さ
れ
自
動
車
に
よ
っ
て
、
人
の
交
流
物
資

の
輸
送
が
活
発
に
な
る
に
つ
れ
鉦
箒
ヨ期
と
同
じ
よ
う
な
生

活
が
営
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地
域
の
人
々
は
当
然
の
こ

と
な
が
ら
道
路
の
安
全
性
、
定
時
性
の
確
保
に
対
し
期
待

を
与
せ
て
い
る
o

ま
た
、
近
年
脱
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
浸
透
に
よ
っ
て
冬

期
路
面
の
維
持
管
理
が
従
前
に
も
増
し
て
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
現

況
で
あ
る
。
以
下
、
当
所
の
冬
期
交
通
対
策
の
概
要
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

二

降
積
雪
状
況

青
森
県
は
、全
県
が
豪
雪
地
帯
に
指
定
さ
れ
て
お
り
全豪

雪
地
域
対
策
特
別
措
置
法
)、
青
森
市
周
辺
を
含
む
、
一
部

地
域
は
特
別
豪
雪
地
帯
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
｢積

雪
寒
冷
地
域
に
お
け
る
道
路
交
通
の
確
保
に
関
す
る
特
別

措
置
法
｣
の
積
雪
寒
冷
の
両
地
域
に
全
域
が
指
定
さ
れ
て

い
る
。

県
内
の
降
積
雪
は
、
山
地
、
半
島
、
湾
な
ど
の
地
形
的

複
雑
さ
な
ど
の
関
係
で
地
域
に
よ
っ
て
か
な
り
の
差
が
あ

る
。
最
深
積
雪

(過
去
三
〇
年
間
の
平
均
値
)
を
県
･
主

要
三
市
の
観
測
地
点
に
つ
い
て
み
る
と
青
森
の
-
-
一二
伽
、

弘
前
八
四

血
、
八
戸
三
四

釦
の
順
と
な

っ
て
い
る
(図
1

･

図
2
)
。

原

‐対

禮
ノ

ム

の

11

6

馴
,

ゑ
姉
、

6

さ

鮠

降雪の深さの年合計値分布図 (単位 :m )

　

　

　

管

の
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図 3 スパイクタイヤ使用禁止地域指定
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三

除
雪
体
制

除
雪
に
つ
い
て
は
、
全
線
が
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
使
用
禁

止
地
域
に
な
っ
て
お
り
、
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
待
機
や

除
雪
巡
回
の
徹
底
を
図
り
、
降
雪
･
凍
結
時
の
出
動
の
迅

速
化
な
ど
除
雪
を
強
化
し
て
い
る

(図
3
･
図
4
)。

6l62 63 元 2 3 4 5 6 7 S6L6263 元 2 3 4 5 6 7 S 6l記ぅ3元 2 3 ･ 5 6 7

図 2 県内各地の年別最深積雪
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図 4 工区別降雪日数 (12月 ~ 3月)



特
に
県
都
青
森
市
は
特
別
豪
雪
地
域
で
あ
る
と
と
も
に

多
車
線
区
間
で
交
通
量
も
多
い
こ
と
か
ら
、
市
街
地
は
年

間
三
…
四
回
の
運
搬
排
雪
を
行
っ
て
い
る

(表
1
･
表

=

除
雪
実
施
体
制

管
内
直
轄
国
道
四
路
線
は
い
ず
れ
も
積
雪
寒
冷
地
域
で

対
象
延
長
二
七
九
･
一
如
を
四
出
張
所
七
工
区
で
除
雪
に

あ
た
っ
て
い
る
。
車
道
系
除
雪
機
械

(ト
ラ
ッ
ク
、
グ
レ

ー
ダ
ー
、
ロ
ー
タ
リ
ー
等
)
三
九
台
、
歩
道
除
雪
機
械
一

六
台
を
配
備
し
、
平
成
七
年
度
の
総
出
動
回
数
は
二
、
七

2 間 多 九 六 1 あ 対
･ ー … + ム ダ た パ等 =

表 1 平成 7年度管内除雪内訳 巷 ;雙 ｣蚤嗄蓬 iぞ 裝恐除
延 長
(k m )

執行額
(百万円)

出動回数
(回)

のべ延長
(K m )

薬剤使用量
(t )

一 般 除 雪 279 .1 214 .4 1,295

歩 道 除 雪 63.8 27 .7 335 1,932

運 搬 排 雪 35.4 64 2
〈6,330〉

63
56 4

凍 結 防 止 52 ,4 129
《2,239》
1,103

15 ,499 l,452 .5

その他

隠然処悶 69 4

計 279 504 .7 17,487 1,452 ,5

日 者 な 備 ロ
つ し l
て 、

い 平 1

る 1

※ 1 〈 〉 ダンプトラックの運搬回数
※ 2 《 》稼働時間

　 　　　 　　　　 　
　　　　　　　し-~いい~ ^ -~ 、^--し ′弍- 、

　　　　 　　　 　 　

れ〉も脇 森 } ゞが J < - 〆ゞ{"てメ メノー…燕府議ぷ,

写真 1 豪雪時の青森市内国道現況

〉友Q いく
　　　　 　 　

写真 3 青森市内運搬除雪状況 襲挾んき“さき選挙もが /さぞぎない鱗ヌ
　 　　　　　

写真 2 青森市内多車線区間の除雪状況

ノイ 道々テセ 96,11



表 2 管内除雪ステーション機械配置計画

出張所 ステーション名 工区名
除雪延長

(km)

うち
排雪延長

(km)

うち凍結
防止剤散布

(如)

除 雪 機 械 設 置 (台)

除で幅ドーザ、

一 (B )
除′雫グレー
タ◆- (G )

高速圧土雪盤
正機 (H G )

除雪トラッ
ク (P .T )

ロータリー
隣を雪円蒐(R )

凍結防止剤
散布車 (Y )

小型除雪車
(S -R )

計

十和田 歩平 十和田 ( 7･1)
79.4

5.1 23‐4 2 1 3 3 5 14

青 森

小 才奏 ノJ･ 澪奏 22.4 5.1 2.2 1 1 1 1 1 3 8

青森東 15.7 5‐7 35 1 4 1 1 1 1 9

青森西 ( 13.2)
17･0

6.5 6.1 3 2 1 1 2 1 10

小 計 ( 132 )
17.3 11.8 1 8 3 3 3 4 5 27

弘 前

大 鰐; 大 鰐 33.1 3.9 6.7 2 1 1 1 1 3 9

大釈迦
大釈迦 ( 9.7)

18.1
9.1 3.1 3 1 1 1 2 8

小 言十
( 9.7)
514

13.O 9.8 5 1 2 2 2 5 17

八 戸一 八 戸 63.4 7.4 4 1 3 1 9

計
( 30 0)
249‐1

35.4 52.4 1 19 5 9 5 12 16 67

表 3 出動基準と施工方法

新 設 除 雪 路 面 酪 正 圧雪及び氷盤処理 拡 幅 除 雪 運 掃殴 打E 也･ 鉄 道 近 接 箇 所
及び立体交差の除雪

歩 道 除 雪

出動基準 ･積雪"架がlocmに達した
場合、またはそれが予
想される場合。

･路面の圧雪が3cmを越
えている場合。

･願爬雪、地吹雪が強く、吹
きだまり~ 吹き出しの
発生が予想される場合

･路面に凹凸が生じ、交通
障害の発生が予想される
場合。

･圧雪が生じ、 3cmを越え
る場合。

･路面が氷盤化し、凹状と
なった場合。

･圧土雪がざらめ雪になると
予想される場合。

･気温の変化や通行車両に
より撹乱されて生じた圧
雪が極端に不･陸を生じ~
交通障害になを恐れのあ
る場合。
･氷盤が生じた場合。

･新雪除雪路面整正により
堆積した雪堤が幅員を狭
め、戸拌要幅員の確保が困
難となった場合 ぐ雪堤高
80cmを目安とする)。

･吹雪による吹き溜まり等
で幅員が狭小となった場

･市街地等で通行幅員の確
保が困難となり、引き続
き降雪が予想される場合。

･人家等の雪落とし等で支
障が生じる場合。

･雪堤が高くなり、拡幅を
行う余地がなくなった場

･鉄道に近接する箇所は
状況に応じて排雪する。
･跨線橋、跨道橋面上は
常に安全な状態を確保
する。

･通勤、通学,路におい
て~ 積雪n采20cm以上
になった場合。

･雪堤により歩行が困
難になった場合。

施工方法 ･除雪トラック単独、 グ
レ【ダー単独、或いは
2台以上組み合わせて
効率的に作業する。

･主要交差点は縦付を考
えて除雪し、支障にな
らないようにする。

･日中の気温が上昇する時
間帯 (10時~ 15時) に行
うのがよく、夜闇路面が
凍結している時は、 2
~ 3時間で薬敵する。

･除雪グレーダー及び除雪
ドーザー工法により除去
する作業にあたっては、
薬故を行い、融解作用を
起こしてから行なう。

･ロータリー除雪車が作業
の主となり、幅員ぎりぎ
りまで完全拡幅を行う。

･原則として~ ロータリー
除雪車積み込みダンプト
ラックで施工。

･捨て場整正は、 ドーザ"-
またはトラクターショベ
ルを標準とする。

･人力除雪を標準とする

･ロータリー除雪車を使
用できる箇所は使用す
る。

･小型除雪車をね野凖と
する。



⑭

歩
道
除
雪
対
策

冬
期
に
お
け
る
安
全
で
快
適
な
歩
行
者
モ
ビ
リ
テ
ィ
を

確
保
す
る
た
め
通
学
路
等
に
係
わ
る
歩
道
に
お
い
て
昭
和

五
二
年
度
よ
り
試
験
的
に
歩
道
除
雪
を
推
進
し
て
い
る
。

し
か
し
近
年
、
歩
行
者
空
間
確
保
の
地
域
ニ
ー
ズ
が
大
き

く
、
今
後
地
元
の
協
力
を
得
な
が
ら
効
率
よ
い
歩
道
除
雪

体
制
を
確
立
す
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
る

(表
4
)。

③

凍
結
防
止
対
策

主
に
急
勾
配
、
急
カ
ー
ブ
、
橋
梁
部
、
ト
ン
ネ
ル
出
入

ロ
部
、
信
号
交
差
点
、
日
陰
部
、
事
故
多
発
箇
所
を
主
体

に
平
成
七
年
度
は
管
内
五
二
･
四
虹
を
出
動
回
数
一
、
一

表 5 平成 8年度標準散布量 (案)

散布目的
散 布 量

摘 要
△ばC以上 △がC ~△8℃ △8℃以下

凍結防止
(事前散布) 20 g /雌 ▼ ー 燃鰺凍結融解
(事後散布) 20 g /姪 鰍

散に
い

的
な緒 "

l.凍結防止 (事前散布)の路面状況は、主として ｢湿潤｣、 ｢シャーベット｣の場合
をいう。

2.凍結融解(事後散布)の路面状況は、主として｢ブラックアイス(氷膜)｣、 ｢圧雪｣、
｢アイスバーン○木本反)｣の場合をいう。

3.アイスバーン (氷板)については、発生させないことが重要である。

○
三
回
、
一
、
四
五
0
t
の
凍
結
防
止
剤
の
散
布
を
行
っ

て
い
る
。
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
規
制
以
降
、
路
面
の

凍
結
防
止
対
策
は
極
め
て
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
き
て
お

り
、
特
に
凍
結
防
止
剤
の
散
布
は
年
々
散
布
延
長
も
増
加

傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
厳
密
に
は
路
面
状
況
別
及
び
気

象
条
件

倉
気
温
)
別
に
散
布
量
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
が
、

現
場
で
の
散
布
作
業
時
の
実
態
等
を
考
慮
し
た
場
合
、
そ

れ
だ
け
の
細
か
な
対
応
は
現
況
で
は
困
難
で
あ
る
た
め
平

成
八
年
度
の
標
準
散
布
量
を
表
5

(案
)
に
設
定
し
て
今

後
更
に
調
査
を
進
め
る
も
の
と
し
た
。

四

冬
期
の
安
全
走
行
確
保
対
策

冬
期
の
積
雪
や
凍
結
は
道
路
管
理
者
に
と
っ
て
き
わ
め

て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
冬
期
道
路
の
安
全
性
、
信
頼
性

を
図
る
た
め
当
所
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
調
査
計
画
の

概
要
を
紹
介
す
る
。

◎

凍
結
抑
制
舗
装

(ゴ
ム
ロ
ー
ル
ド
舗
装
)

冬
期
路
面
の
氷
結
層
粉
砕
と
氷
結
防
止
目
的
の
た
め
に
、

管
内
で
も
雪
の
少
な
い
寒
冷
地
で
あ
る
一
般
国
道
四
号
の

三
戸
地
区
に
施
工
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
工
法
は
ゴ
ム
骨
材
の
弾
力
性
が
走
行
車
両
の
載
荷

に
よ
り
路
面
に
着
付
し
た
氷
結
層
を
粉
砕
し
、
路
面
に
突

出
し
た
ゴ
ム
骨
材
が
氷
結
層
の
連
続
性
を
妨
げ
る
た
め
に

薬
剤
散
布
回
数
･
数
量
の
軽
減
が
図
れ
る

(図
5
)。

②

凍
結
防
止
剤
散
布
作
業
支
援
シ
ス
テ
ム
(塩
分
濃
度
測

定
装
置
)
の
開
発

す乱

凍
結
防
止
剤
の
散
布
は
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
情
報
に

よ
り
作
業
の
要
否
及
び
出
動
時
期
を
判
断
し
て
い
る
が
、

合
理
的
な
判
断
を
行
う
た
め
に
は
必
要
と
さ
れ
る
散
布
量

及
び
散
布
タ
イ
ミ
ン
グ
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

!6 道行セ 96.11

表 4 歩道除雪計画

臘叢鰺解纜
力
雪

協
除

の
る

元
よ

地
に

械
雪

機轄直
除

は
要

た毀
必

布
不

捻 艀 ⑳鰍 ㈱猟※( )は通学路延長



路
面
の
状
況
と
し
て
路
面
塩
分
濃
度
に
着
目
し
、
気
温

や
凍
結
検
知
器
等
と
組
み
合
わ
せ
た
凍
結
防
止
剤
散
布
作

業
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

平
成
七
年
度
は
車
載
式
塩
分
濃
度
測
定
装
置
に
よ
り
路

面
塩
分
の
観
測
を
実
施
し
た
。
平
成
八
年
度
は
固
定
式
測

定
装
置
で
の
塩
分
濃
度
検
証
を
行
い
調
査
を
継
続
す
る

(写
真
4
)。

③

埋
設
型
自
発
光
式
路
面
表
示

冬
期
間
の
圧
雪
路
面
の
急
カ
ー
ブ
や
交
差
点
あ
る
い
は

地
吹
雪
等
の
運
転
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
目
標
と
な
る
区
画
線

や
路
面
表
示
が
見
え
な
く
な
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
消

す
べ
く
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
上
に
埋
設
し
、
融
雪
も
考
慮
し

た
自
発
光
式
の
路
面
表
示
シ
ス
テ
ム
を
平
成
五
年
度
よ
り

七
号
の
大
釈
迦
峠
と
、
四
号
の
急
カ
ー
ブ
区
間
の
二
箇
所

に
設
置
し
、
現
在
調
査
中
で
あ
る

(写
真
5
)。

◎

レ
ー
ザ
ー
光
線
を
利
用
し
た
路
側
誘
導
シ
ス
テ
ム

冬
期
に
お
け
る
安
全
な
通
行
を
確
保
す
る
た
め
、
吹
雪

の
中
で
も
安
心
し
て
走
行
で
き
る
よ
う
な
視
線
誘
導
の
方

策
と
し
て
し
i
ザ
ー
光
線
を
利
用
し
た

｢視
線
誘
導
装

置
｣
を
今
年
度
七
号
大
釈
迦
峠
に
設
置
す
る
。

平
成
七
年
度
に
お
い
て
す
で
に
照
射
実
験
済
で
、
今
後

は
曲
線
半
径
一
五
0
m
の
箇
所
に
八
0
m
区
間
に
つ
い
て

施
工
し
、
吹
雪
時
に
お
け
る
視
認
性
、
従
来
の
視
線
誘
導

施
設
と
の
比
較
を
検
証
す
る
予
定
で
あ
る

(図
6
･
写
真

6
)
0

5 自発光式路面表示示

/

五

お
わ
り
に

青
森
地
方
は
過
去
七
年
間
少
雪
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
れ

n

に
も
か
か
わ
ら
ず
冬
期
道
路
へ
の
地
域
ニ
ー
ズ
が
多
様
化

%

し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
パ
ゲ
年
度
は
･既

に
気
象
庁
の

楡

長
期
予
報
に
よ
る
と
、
降
雪
･
寒
さ
と
も
平
年
並
と
発
表

道

さ
れ
て
い
る
。
冬
本
場
を
控
え
よ
り
良
い
冬
期
交
通
確
保

を
め
ざ
し
、
効
率
の
よ
い
道
路
管
理
に
努
め
て
行
き
た
い
。

　
　　

　　
　
　

ん〆淺

写 6 レーザー照射状況

′らき
き
"

総
真

　
　
　
　

　

　

　図

写真 4 車載式塩分濃度測定装置 (採氷装置部)



　　　
　

　　　
　

　
　　
　
　　　
　　
　
　　　　
　

　　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　

特
袋
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無
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道

路
、讐
、理

冬
期
の
道
路
秦
週
確
保

新
潟
県
土
木
部
道
路
維
持
課

は
じ
め
に

本
県
は
、
日
本
海
沿
岸
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
本
州

部
分
と
佐
渡
島
、
栗
島
か
ら
な
り
本
州
部
分
は
、
県
境
を

朝
日
山
地
、
飯
豊
山
地
、
越
後
山
脈
並
び
に
西
側
に
発
達

す
る
西
頚
城
山
地
及
び
白
馬
山
地
の
山
々
に
囲
ま
れ
、
山

形
、
福
島
、
群
馬
、
長
野
、
富
山
の
五
県
と
接
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
山
岳
に
源
を
発
す
る
信
濃
川
、
阿
賀

野
川
の
流
域
に
日
本
海
沿
岸
随
一
の
広
大
な
越
後
平
野
が

広
が
っ
て
い
る
。

気
候
風
土
は
、
お
お
む
ね
阿
賀
野
川
を
境
と
し
て
、
以

南
は
北
陸
型
、
以
北
は
東
北
型
に
入
る
。

総
面
積
は
、
一
二
、
五
八
一
･
七
姉

(平
成
四
年
一
〇

月
一
日
現
在
)
で
全
国
第
五
位
の
大
き
さ
で
あ
る
。
ま
た
、

本
州
部
分
の
海
岸
線
は
三
三
七
･
五
如
と
非
常
に
長
く
砂

丘
の
発
達
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

島
の
大
き
さ
で
は
日
本
一
の
広
さ
を
有
す
る
佐
渡
島
は
、

周
囲
二
六
四
･
二
m
、
面
積
八
五
四
･
六
姉
で
、
北
に
金

北
山
を
主
峰
と
す
る
大
佐
渡
山
地
、
南
は
小
佐
渡
山
地
が

平
行
し
て
走
り
、
中
央
部
に
国
中
平
野
が
広
が
っ
て
い
る

(図
1
)。

気
象
特
性

日
本
海
側
特
有
の
冬
の
降
雪
と
夏
の
高
温
多
湿
と
い
っ

た
特
徴
が
あ
り
、
県
土
面
積
の
広
さ
か
ら
、
平
野
部
と
山

間
部
で
降
水
量
な
ど
大
き
な
差
が
見
ら
れ
る
。

本
県
は
、
県
境
の
す
べ
て
が
、
標
高
二
、
○
○
o
m
級

の
山
々
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
半
円
形
の
お
椀
型
の
開

ロ
部
が
、
広
く
日
本
海
側
に
面
し
た
地
形
の
た
め
、
冬
期

に
大
陸
か
ら
吹
き
込
む
強
い
北
風
の
季
節
風
が
、
温
か
い

富

セ行

対
馬
海
流
の
上
空
を
通
り
、
重
く
湿
っ
た
雲
と
な
り
、
県

道

富山県

境
の
山
々
に
ぶ
つ
か
り
雪
を
降
ら
せ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
、

#

全
国
一
の
豪
雪
県
と
な
っ
て
い
る
。

県

洩

県

彬
は

飯

豊

山

地

鰓

群馬県

　

　

図
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過
去
に
は
、
｢綿
豪
雪
｣、
｢琉
豪
雪
｣、
｢粥
豪
雪
｣等
の

名
だ
た
る
豪
雪
年
が
あ
り
、
こ
こ
数
年
に
お
い
て
は
、
暖

冬
で
降
積
雪
が
少
な
か
っ
た
が
、
平
成
七
年
度
は
、
昭
和

六
一
年
以
来
、
一
〇
年
振
り
の
大
雪
と
な
り
、
昭
和
六
二

年
か
ら
八
年
間
続
い
た
暖
冬
は
終
了
し
、
平
年
並
の

『冬

ら
し
い
冬
｣
で
あ

っ
た
。

昨
年
度
は
、
冬
期
シ
ー
ズ
ン
を
と
お
し
て
降
雪
期
間
が

長
く
、
三
月
に
入
っ
て
も
厳
冬
期
並
の
降
雪
を
記
録
し
て

お
り
、
平
成
八
年
一
月
末
か
ら
二
月
上
旬
に
お
け
る
大
寒

波
襲
来
に
よ
っ
て
、
除
雪
対
策
本
部
は
、
警
戒
体
制
を
布

き
情
報
連
絡
の
強
化
な
ど
を
図
り
、
除
雪
に
万
全
を
期
し

た

(図
2
)
。

道
路
現
況

本
県
の
道
路
は
、
首
都
圏
や
関
西
経
済
圏
と
連
結
す
る

三
〇
〇
虹
を
超
え
る
関
越
高
速
自
動
車
道
や
北
陸
高
速
自

動
車
道
を
軸
と
し
、
一
般
国
道
、
主
要
地
方
道
、
一
般
県

道
及
び
市
町
村
道
が
、
そ
れ
ぞ
れ
有
機
的
に
ア
ク
セ
ス
し

道
路
網
を
形
成
し
て
い
る
o

ま
た
、
東
北
圏
へ
の
連
結
と
し
て
の
道
路
整
備
や
、
地

域
高
規
格
道
路
、
地
域
に
密
着
し
た
生
活
道
路
の
整
備
も

推
進
し
て
い
る
o

平
成
八
年
四
月
一
日
現
在
の
道
路
現
況
と
し
て
は
、
一

般
国
道
で
県
管
理
一
、
三
八
六
･
七
紬
(二
○
路
線
)、
主

要
地
方
道
一
、
九
二
四
･
四
畑
(八
七
路
線
)、
一
般
県
道

二
、
五
七
五
･
三
蹴

(四
二
八
路
線
)
で
県
管
理
道
路
は
、

合
計
五
、
八
八
六

･
四
如
と
な

っ
て
い
る
。

特
に
国
道
に
お
い
て
は
、
一
二
路
線
が
他
県
へ
ア
ク
セ

ス
し
て
お
り
、
地
域

･
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
、

地
域
づ
く
り
、
環
日
本
海
交
流
圏
支
援
や
県
民
の
生
活
、

流
通
経
済
活
動
を
も
支
え
、
冬
期
に
お
け
る
安
全
で
安
心

な
道
路
交
通
確
保
は
、
雪
に
強
い
道
路
整
備
を
図
る
観
点

か
ら
最
重
点
課
題
と
な
っ
て
い
る
o

雪
寒
法

新
潟
県
の
一
三
一市
町
村
全
域
が
積
雪
地
域
に
、
さ
ら

に
こ
の
う
ち
五
三
市
町
村
が
寒
冷
地
域
に
カ
バ
ー
さ
れ
、

雪
寒
法
の
三
条
･
四
条
に
基
づ
き
道
路
を
指
定
、
そ
の
道

路
に
関
す
る

｢雪
寒
五
箇
年
計
画
｣
を
策
定
し
、
こ
れ
に

基
づ
き
雪
寒
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

第
十
次
雪
寒
の
当
初
指
定
路
線
状
況
は
、
一
般
国
道
で

一
、
三
六
二
･
四
薊
、
県
道
で
四
、
二
八
四
･
二
如
の
総

計
五
、
六
四
六

･
六
如
と
な

っ
て
い
る

(図
3
)
。

冬
期
道
路
交
通
確
保
の
現
状
と
課
題

新
潟
県
に
お
い
て
、
機
械
に
よ
る
道
路
除
雪
を
行
っ
た

の
は
、
昭
和
二
六
年
に
三
面
川
第
一
ダ
ム
建
設
の
資
材
運

搬
路

(
一
三
知
)
を
確
保
す
る
た
め
、
グ
レ
ー
ダ
ー
二
台
、

ト
ラ
ッ
ク
一
台
で
除
雪
し
た
の
が
初
め
て
と
記
録
さ
れ
て

い
る
。

そ
の
後
、
昭
和
三
二
年
か
ら
県
が
管
理
す
る
道
路
延
長

四
、
三
一
0
･
一
如
の
う
ち
九
〇
〇
如
の
道
路
除
雪
を
開

始
し
て
い
る
o

道
路
除
雪
を
始
め
て
か
ら
今
日
ま
で
に
、
｢綿
豪
雪
｣
や

｢騎
豪
雪
｣な
ど
の
幾
多
の
豪
雪
を
経
験
し
、
そ
の
都
度
多

数
の
尊
い
人
命
、
財
産
を
奪
わ
れ
、
交
通
機
関
の
麻
痺
に

よ
り
住
民
の
日
常
生
活
を
圧
迫
し
て
き
た
。

こ
の
苦
し
く
厳
し
い
豪
雪
の
経
験
を
糧
に
、
除
雪
機
械

の
開
発
･
改
良
や
道
路
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
消
雪

パ
イ
プ
、
流
雪
溝
及
び
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
等
の
防
雪
施
設

の
整
備
も
推
進
し
て
い
る
o

昭
和
五
一
年
度
に

｢緊
急
確
保
路
線
｣
の
指
定
や
平
成

三
年
度
に
は

｢終
日
道
路
交
通
確
保
路
線
｣
を
設
定
し
、

こ
れ
ら
路
線
の
重
点
確
保
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
昭
和
五
三
年
度
に
は
、
県
管
理
道
路
で

｢歩
道

除
雪
｣
に
も
着
手
し
、
車
道
･
歩
道
に
お
い
て
種
々
な
施

策
を
講
じ
、
除
雪
体
制
の
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
冬
期
の

孤
立
集
落
解
消
な
ど
の
雪
寒
対
策
を
県
の
最
重
要
課
題
と

し
て
位
置
づ
け
、
今
日
ま
で
年
々
除
雪
延
長
延
伸
を
図
っ

て
き
た

(表
1
)
。

近
年
の
道
路
利
用
者
や
雪
寒
対
策
へ
の
ニ
i
ズ
は
、
従

来
型
の
単
に
除
雪
に
よ
る
道
路
交
通
確
保
か
ら
、
広
幅
員

の
確
保
や
、
終
日
交
通
確
保
な
ど
の
質
の
向
上
へ
と
変
化

を
し
て
き
て
い
る
。

県
内
全
域
が
豪
雪
地
帯
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
冬
期
の

道
路
交
通
確
保
は
、
県
民
生
活
の
安
定
と
産
業
経
済
の
活

性
化
を
図
る
う
え
で
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

近
年
の
急
速
な
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
、
県
民

道行セ 96.虹 ノ9
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の
生
活
様
式
や
産
業
経
済
の
変
化
に
と
も
な
い
、
冬
期
の

道
路
交
通
確
保
の
水
準
の
高
度
化
や
広
域
化
が
求
め
ら
れ

て 道
さ い 路
ら る 交
に O 涌

さ
ら
に
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
禁
止
に
と
も
な
い
、
｢非

積雪地域 (全域)
寒冷地域 (ハッチ区域) 常

に
滑
り
や
す
い
凍
結
路
面
｣
い
わ
ゆ
る

｢
ツ
ル
ツ
ル
路

面
｣
の
発
生
対
策
や
渋
滞
な
ど
の
新
た
な
社
会
問
題
が
生

じ 面 常
こ て ｣ に
の き の 滑
よ て 発 り
う い 生 や

こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
し
、
今
後
は
道
路
管
理
者
と
交

な る
課 o

題
に

0 1 0 2 0ね
　　 　 　　

図 3 新潟県の積雪 ･寒冷地域区分

表 1 除雪延長及び除雪費

区 分
年 度昭和59年度

(60豪雪)
60年度
(61豪雪)

61年度 62年度 63年度 平成元年度 2年度 3年度 4年度 5年度 6年度 7年度

道路管理実延長 (km) 5,740 7 5,743.5 5,788.9 5,7656,4 5,780.7 5,791.l 5,809.5 5,818,3 5,837.1 5-8535 5 RK1 R 5,939.7

除雪計画延長 (km) 4,587,1 4,637.O 4-703,7 4,738,5 4,78乱1 乱834,0 4.860,3 嵐894･O 4,940.6 議968.4 4,983,1 5,0592

除 雪 車 (% ) 799 80,7 81.3 822 82.8 83,5 83,7 84江 84 6 849 852 85.2

5指定を一砲席上中均票司降雪届く皿) 1-056 1,135 543 573 162 343 475 320 287 436 503 588,O

除 雪 費 (千円) 5,140,760 5,839,193 2,829,00O 3,195,282 1,867,347 2瀞25336 3,984,060 3369,852 硯199-673 5,580,300 6,410,983 7,]84,754

国庫補助金 (千円) 2,625,600 2,986,000 1,386,000 1,632,000 L 088,000 1,294,000 2,013,000 1,676,000 2,170,000 2‘バ仁QAO R ?1R 400 3,397,200

一般財源 a+ b(千円) 2,515160 2,853,193 1,443,000 1,563,282 779,347 1231,336 l,971 060 1,693,852 2,029,673 2,9RR snn 3,197583 3,787,554
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通
管
理
者
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
当

み
ち
安
全
走
行
の
啓
蒙
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
安
全
で

安
心
な
道
路
交
通
確
保
を
図
る
た
め
、
冬
期
路
面
管
理
対

策
を
推
進
し
て
行
き
た
い
。

平
成
七
年
度
冬
期
路
面
管
理
充
実
計
画

○

除
雪
の
実
施
計
画

県
管
理
道
路
の
五
四
二
路
線
五
、
九
三
九
･
七
畑
の
う

ち
五
三
九
路
線
五
、
0
五
九
･
二
蝿
を
除
雪
計
画
と
し
て

い
る

(表
2
)
。

こ
の
計
画
延
長
内
に
は
、
高
速
道
路
網
の
整
備
、
レ
ジ

ャ
ー
施
設
の
増
加
、
産
業
活
動
の
拡
大
及
び
生
活
様
式
の

多
様
化
か
ら
終
日
交
通
が
増
加
し
て
お
り
、
冬
期
間
に
お

い
て
も
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
道
路
の
終
日
確
保
の
ニ
ー
ズ

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
速
道
路
と
直
轄
国
道
及

び
病
院
･
駅
等
の
公
共
施
設
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
る
重
要

な
幹
線
道
路
と
し
て
一
四
八
路
線
一
、
一
二
0
･
六
如
を

終
日
道
路
交
通
確
保
路
線
と
し
、
さ
ら
に
、
ス
キ
ー
客
等

に
よ
り
冬
期
交
通
が
増
大
し
、
雪
み
ち
に
不
慣
れ
な
県
外

者
が
、
多
く
入
り
込
む
地
域
の
道
路
に
つ
い
て
は
、
き
め

細
か
い
除
雪
と
と
も
に
関
係
機
関
と
の
連
絡
や
情
報
収
集
、

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
情
報
提
供
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
冬
期
歩
行
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
通
学

路
や
公
共
施
設
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
い
る
歩
道
を
重
点
的
に

県
管
理
歩
道
延
べ
延
長
二
、
0
六
五
･
0
如
の
う
ち
七
一

一
･
三
畑
を
除
雪
し
て
い
る

(表
3
)
。

に
的 ド
に ラ
イテ イ
い ノゞ
　 　
安 へ
全 の
で 雪

｢
皺みミ矧 げ 寧、ノンレ攣ろ′こ〕謙一 きべ ＼ゞ ゞ * ‘

!

消雪パイプ散水状況 流雪溝利用による住民協力状況

表 3 平成 7年度歩道除雪計画 (単位 :km) 表 2 平成 7年度車道除雪計画 (単低 回

＼県管理歩道

延べ延長

除雪計画 除雪率

(% )

パイロット事業 その他

箇所 延 長 箇所 延 長箇所 延 長

一般国道 769.2 175 262.9 34.2 80 108.7 95 154.2

主要地方道 987.7 172 219.0 31.8 73 84,9 99 134.1

一般県道 608.1 207 229.4 377 106 108.8 101 l20.6

平成7年度 2,065.O 554 711.3 34.4 259 302.4 295 408.9

平成6年度 L 9841 502 620.7 31 3 202 223.4 300 397,3

増 減 80.9 52 90.6 3.2 57 79.0 △5 11.6

＼県管理道路

実 延 長

除雪計画

延 長

除 雪 区 分 除雪率

(% )第1種 第2種 第3種

一般国道 1,394.3 1,225.5 9693 316.4 212.8 87.9

主要地方道 1 9l8.3 1,706.5 513.9 562.9 629,7 89.0

一般県道 2,627.1 2,127.2 1341 518.2 丸474.9 81.0

平成7年度 5,939.7 5,059.2 1,344.3 13 97.5 2,3174 85,2

平成6年度 5,851.8 4 983.1 1,331.8 し394.7 2,256.6 85.2

増 減 87.9 761 12.5 2.8 60.8 0･0

表 4 平成 7年度除雪機械出動計画 (単位 :台)

,諭逕種
除 雪

ドーザ

除 雪
グレーダー

除 雪

トラック

口-タリー

除雪車

スノー

ロータ" 計

薬 剤

散布車

歩道除

雪機械 合 計

県

有

県 営 6 8 2 16 16

貸 与 81 102 11 17l 2 367 76 l23 566

小 計 87 110 13 171 2 383 76 123 582

民

間

委 託 267 67 5 10 349 16 50 415

借 上 15 6 21 42 42

市町村委託 21 4 6 31 39 70

小 計 303 77 11 31 422 16 89 527

平成 7 年 度 390 187 13 182 33 805 92 212 1,109

平 成 6 年 度 378 192 13 177 35 795 90 203 1,088

増 減 12 △5 5 △2 10 2 9 21



さ
ら
に
、
除
雪
グ
レ
ー
ダ
ー
の
一
部
を
高
速
圧
雪
整
正

機
に
更
新
す
る
と
と
も
に
、
凍
結
防
止
剤
散
布
車
を
四
輪

駆
動
車
に
更
新
･
増
強
し
作
業
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
い

ろ
↓0こ

れ
ら
を
反
映
し
た
除
雪
機
械
の
配
備
に
つ
い
て
は
、

八
五
箇
所
の
除
雪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
配
置
し
、
県
有
機
械

五
八
二
台
、
民
間
･
市
町
村
委
託
機
械
等
五
二
七
台
、
総

計
一
、
一
〇
九
台

(車
道
･
歩
道
･
薬
剤
散
布
)
を
整
備

し
、
迅
速
で
且
つ
効
率
的
に
除
雪
作
業
を
実
施
し
て
い
る

(表
4
)。

の

凍
結
防
止
剤
の
散
布

坂
道
、
日
陰
部
、
橋
梁
部
、
消
雪
パ
イ
プ
末
端
部
等
の

凍
結
の
危
険
度
が
高
い
箇
所
や
事
故
や
渋
滞
な
ど
交
通
陣

“

き巍
讓

　　
　

　　
　

　　
　
　
　
　

　

　
　

　
　　　　　　
　

ロータリー除雪車による拡幅除雪状況

書
の
発
生
し
易
い
交
差
点
に
つ
い
て
重
点
的
に
散
布
す
る
。

に
よ
り
、
凍
結
路
面
対
策
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、

ま
た
、
冬
期
間
の
交
通
量
が
特
に
多
く
山
間
部
道
路
で

あ
り
、
高
速
道
路
の
I
C
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
い
る
路
線
区

間
で
湿
式
散
布
車
を
試
験
整
備
し
、
従
来
か
ら
使
用
し
て

い
る
乾
式
散
布
車
と
の
効
果
に
つ
い
て
比
較
調
査
を
実
施

し
て
い
る
。

③

ス
リ
ッ
プ
防
止
砂
の
設
置

道
路
利
用
者
が
路
面
凍
結
時
に
ス
リ
ッ
プ
防
止
対
策
が

図
れ
る
よ
う
、
坂
道
、
峠
、
橋
梁
な
ど
で
県
下
一
三
〇
箇

所
の
設
置
を
し
て
い
る
o

④

特
殊
舗
装

凍
結
抑
制
舗
装
に
つ
い
て
は
、
五
･
九
如

四
四
、
二

〇
〇
叶
の
施
工
実
績
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
他
グ
ル
ー
ピ

ン
グ
に
つ
い
て
も
、

一
･
八
如

八
、
一
〇
〇
評
の
実
施

詳
細
な
追
跡
調
査
な
ど
を
実
施
し
、
そ
の
効
果
の
検
証
を

,

予
定
し
て
い
る
o

㈱

消
雪
施
設

平
成
七
年
度
の
車
道
部
の
消
雪
パ
イ
プ
に
つ
い
て
は
、

ャ　

井
戸
二
、
八
二
二
本
、
延
べ
延
長
九
一
三
如
で
あ
り
、
こ

す

の
ほ
か
歩
道
部
の
消
雪
パ
イ
プ
に
つ
い
て
は
、
三
二
本
、

延
べ
延
長
一
九
蝿
の
施
工
実
績
と
な
っ
て
お
り
、
人
家
連

坦
部
を
主
体
と
し
て
、
交
差
点
部
、
急
坂
路
、
踏
切
な
ど

に
お
い
て
、
冬
期
の
安
全
な
交
通
確
保
を
図

っ
て
い
る
。

ま
た
、
無
散
水
融
雪
と
し
て
は
、
車
道
部
で
四
箇
所
一

如
、
歩
道
部
で
九
箇
所
○
･
六
如
を
温
水
ボ
イ
ラ
ー
を
利

用
し
た
温
水
循
環
式
な
ど
の
工
法
を
導
入
し
、
地
下
水
が

無
く
緊
急
度
の
高
い
箇
所
で
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

③

雪
崩
･
地
吹
雪
対
策

平
成
二
年
度
の
防
災
点
検
実
施
よ
っ
て
、
要
対
策
箇
所

に
つ
い
て
平
成
三
年
度
よ
り
危
険
解
消
を
図
る
た
め
、
ス

ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド

･
シ
ェ
ル
タ
ー
、
雪
崩
予
防
柵
、
防
護
壁
、

段
切
、
吹
き
溜
ま
り
防
止
柵
な
ど
を
設
置
し
、
防
災
防
雪

の
観
点
か
ら
雪
に
強
い
道
路
確
保
･
整
備
を
図
っ
て
い
る
。

平
成
二
年
度
点
検
に
お
け
る
雪
崩
･
地
吹
雪
の
要
対
策

箇
所
は
、
六
八
五
箇
所
で
あ
り
、
緊
急
度
の
高
い
箇
所
か

ら
重
点
整
備
を
図
っ
て
い
る
が
、
対
策
費
用
の
高
額
で
危

険
解
消
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
が
、
平
成
七
年
度
ま
で

は
、
ニ
ニ
ー箇
所
の
危
険
箇
所
の
解
消
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
平
成
七
年
度
末
現
在
の
雪
崩
･
地
吹
雪
に
対
す



る
施
設
整
備
の
施
設
別
内
訳
は
、
表
5
の
と
お
り
で
あ
る
。

の

気
象
情
報
シ
ス
テ
ム

除
雪
作
業
の
一
層
の
効
率
化
と
省
力
化
や
除
雪
パ
ト
ロ

ー
ル
の
迅
速
で
的
確
な
判
断
な
ど
の
た
め
、
｢積
雪
観
測

局
｣
を
県
内
の
主
要
な
峠
越
え
道
路
を
な
ど
を
重
点
的
に

五
四
地
点
を
選
定
し
、
平
成
六
年
度
か
ら
平
成
九
年
度
に

か
け
て
施
設
整
備
を
図

っ
て
い
る
。

将
来
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ

と
他
の
降
雪
予
測
デ
ー
タ
と
リ
ン
ク
さ
せ
、
確
度
の
高
い

降
雪
予
測
や
路
面
凍
結
予
測
の
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、
よ

り
効
率
的
な
除
雪
や
凍
結
防
止
剤
散
布
な
ど
に
役
立
て
、

さ
ら
に
情
報
提
供
な
ど
に
よ
っ
て
道
路
利
用
者
の
利
便

性
･
安
全
性
の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

③

そ
の
他

除
雪
計
画
や
除
雪
作
業
に
対
す
る
協
力
、
ス
リ
ッ
プ
防

止
の
た
め
、
早
期
の
チ
ェ
ー
ン
着
装
な
ど
の
呼
び
か
け
に

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
各
家
庭
や
道
路
利
用
者
に
配

布
す
る
と
と
も
に
、
雪
に
不
慣
れ
な
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
、

｢道
の
駅
｣
や
高
速
道
路
の
｢S
A
｣
な
ど
を
利
用
し
、
雪

み
ち
安
全
走
行
P
R
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

冬
期
の
道
路
交
通
確
保
に
お
け
る
様
々
な
施
策
は
、
雪

寒
法
に
お
け
る
五
箇
年
計
画
に
基
づ
き
推
進
さ
れ
て
い
る

が
、
昭
和
三
一
年
度
に
雪
寒
法
が
制
定
さ
れ
、
翌
年
の
昭

和
三
二
年
度
に
第
一
次
雪
寒
五
箇
年
計
画
が
策
定
さ
れ
て

以
来
、
四
〇
年
が
経
過
し
、
冬
期
間
に

｢閉
ざ
さ
れ
た
地

域
｣
の
時
代
か
ら
開
か
れ
た
地
域
へ
の
変
貌
を
経
て
今
日

で
は
、
｢過
疎
化
･
高
齢
化
｣
や
｢都
市
化
･
核
家
族
化
｣

へ
の
進
行
、
豊
か
な
自
然
･
資
源
へ
の
着
目
が
要
請
さ
れ

て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
、
社
会
背
景
が
大
き
く
変
化
を
し
、

主
要
な
施
策
課
題
の
拡
大
を
図
っ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
第
十
次
雪
寒
五
箇
年
計
画
の
最
終
年
で
あ
る
平

成
九
年
度
に
お
い
て
、
事
業
計
画
の
完
全
達
成
に
向
け
、

事
業
推
進
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
施
設
設
備
を
は
じ
め
除
雪
事
業
の
実
施
に
お
い

て
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
変
化
に
柔
軟
で
積
極
的
に
財
政

支
援
を
含
め
た
対
応
が
図
れ
る
こ
と
で
、
雪
国
の
よ
り
開

か
れ
た
時
代
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
こ
と
と
考

　　
　　　　

し
か
し
、
限
ら
れ
て
い
る
財
源
で
何
を
な
す
べ
き
か
、

行
政
が
成
す
べ
き
こ
と
、
地
域
が
協
力
で
き
る
こ
と
な
ど
、

雪
国
の
あ
る
べ
き
姿
を
も
う
一
度
見
直
し
、
今
日
の
財
政

が
厳
し
く
寒
い
時
代
に
、
活
き
た
雪
寒
対
策
を
講
じ
て
行

き
た
い
。

安
全
で
安
心
な
道
路
交
通
確
保
に
向
け
た
除
雪
計
画
を

策
定
し
、
関
係
機
関
と
連
携
を
保
ち
、
今
冬
の
い
か
な
る

状
況
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
万
全
な
除
雪
体
制
を
組
織

し
、
事
業
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
る
。
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m、鰐)(単位:箇所、表 5 平成 7年度末防雪施設等の設置延長総括表 (H 8 . 3 .31)

酒 雪 パ イ プ 無 散 水 融 雪 流 雪 溝 緬 ドー
一
ツ

ノ
エ

ス
シ ドトー

ク
ツ

ツ
エ

ロ
シ車 道 歩 道 車 道 道歩

井戸本数-延べ延長 井戸本数-延べ延長 箇所数-延べ延長 溌延藏箇 長延設施長腱中 長延数所箇 長廷勲箇 長延藏箇
2靴- 雌蘂 321 19,筋 4- ー,脇 痴 れ 篠 事 事

ー夕
一
ル

ノ
エ

ス
シ

雪崩予防柵 雪崩防護壁 段 切 工 吹溜防止翻 チェーン着脱場 凍結制御舗装 グルーピング舗装

箇所斑 延 長 基 数 -施設延長 箇所数- 延 長 長延藏箇 獣藏箇 L朧数鞆

讓
面

纖
面

12l 1,姉 l2洲 l 65碗 96- 7,郡 事 紳 虐廓 *シェッド･シェルター計

施設数 延 長

227 窓

散水･無散水計 消雪パイプ計 無散水融雪

施設数 延べ延長 施設数 毀鯲 数設施 長延べ延

鰡 鰍 猟 蝉 13 鰍



特
集
/
無
期
の
遭
略
竇
理

冬
期
の
道
路
維
痔
管
理

山
本

茂
樹

の
道
央
･
道
北
地
方
、
小
雪
地
域
の
道
南
･
道
東
地
方
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

上
川
管
内
は
、
周
囲
が
山
々
に
囲
ま
れ
た
内
陸
地
帯
の

盆
地
で
あ
る
た
め
、
冬
季
と
夏
季
の
寒
暖
の
差
が
極
め
て

大
き
く
、
冬
季
に
は
最
低
気
温
零
下
四
一
･
0
度

(明
治

三
五
年
一
月
二
五
日
)、夏
季
に
は
最
高
気
温
三
六
･
0
度

(平
元
年
八
月
七
日
)を
記
録
す
る
な
ど
内
陸
性
気
候
と
な

っ
て

い
る
。

降
雪
の
状
況

毎
年
一
〇
月
中
旬
か
ら
大
雪
山
系
の
旭
岳
温
泉
、
層
雲

峡
温
泉
付
近
か
ら
降
雪
が
始
ま
り
山
間
部
で
除
雪
車
が
出

動
し
、
三

月
上
旬
に
は
平
地
部
に
も
降
雪
が
あ
り
除
雪

車
の
出
動
が
は
じ
ま
る
o

降
雪
深
に
つ
い
て
み
る
と
平
地
部
の
五
カ
年
平
均
は
、

一
は
じ
め
に

旭
川
土
木
現
業
所
が
所
在
す
る
上
川
支
庁
は
、
北
海
道

の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
地
形
は
南
北
二
二
〇
蛔
東
西
に

一
〇
〇
如
と
細
長
く
中
央
に
は
北
海
道
の
屋
根
と
い
わ
れ

る
旭
岳
を
主
峰
と
す
る
大
雪
山
系
が
、
北
に
は
天
塩
山
系

と
北
見
山
系
、
更
に
南
に
は
夕
張
山
系
と
日
高
山
系
が
走

行
し
、
そ
れ
ぞ
れ
広
大
な
上
川
、
名
寄
、
富
良
野
の
各
盆

地
を
形
成
し
て
い
る
。

旭
川
土
木
現
業
所
事
業
部
事
業
課
は
、
道
北
の
都
、
旭

川
市
を
中
心
に
北
は
比
布
町
、
束
は
層
雲
峡
温
泉
で
有
名

な
上
川
町
、
南
は
白
金
温
泉
と
丘
の
町
美
瑛
町
ま
で
の
一

市
八
町
を
管
理
区
域
と
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
旭
川
土
木
現
業
所
事
業
部
事
業
課
の
冬
の

道
路
維
持
管
理
に
つ
い
て
現
場
の
実
情
の
一
端
を
紹
介
し

た
い
。二

北
海
道
の
気
候
特
性

北
海
道
は
、
広
大
な
フ
ィ
ー
ル
ド
の
中
に
気
候
や
降
雪

の
状
況
が
違
う
区
域
が
あ
り
、
一
言
で
北
海
道
の
冬
を
紹

介
す
る
こ
と
は
大
変
難
し
い
。

北
海
道
の
冬
の
気
候
を
大
き
く
分
け
る
と
、
多
雪
地
域
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六
六
八
伽
、
山
間
部
の
五
カ
年
平
均
は
、
一
ニ
ニ
○
三
釧
で
、

②

路
面
管
理

最
近
の
平
地
部
で
は
平
成
五
年
度
に
九
〇
三
伽
の
大
雪
を

平
成
二
年
に

記
録
し
て
る
。

止
に
関
す
る
法
〆

三

冬
期
の
道
路
管
理

印

管
理
延
長

旭
川
土
木
現
業
所
事
業
課
の
所
轄
区
域
は
、
旭
川
市
を

中
心
に
美
瑛
･
上
川
･
比
布
･
東
川
･
東
神
楽
･
鷹
栖
･

愛
別
･
当
麻
町
の
一
市
八
町
で
管
内
の
面
積
は
三
、
四
七

一
幅

(ほ
ぼ
鳥
取
県
に
匹
敵
)
に
の
ぼ
り
、
道
路
延
長
は

主
要
道
道
一
七
〇
如
、
一
般
道
道
三
八
八
如
の
合
計
五
五

八
蛔
を
管
理
し
て
い
る
o

℃旭川地方の最高最低気温

平成 2 hD 自営 に,〉 RU ワ･‘

最高気温 蜘 鉈 却 瀕 濁 翔
最低気温 △27

.
7 △22

.
6 620△ 7“△ 924△ ユ24△

べ調台気

)m

方

C

地

位

　

　
5年間の平地部と山間部の降雪量

(単位 :cm)

平成 3 “生 に,u にU ワ!

平地部
704 609 郷 479 647

平均降雪量±668cm (旭川地方気象台)

山間部
平均降雪量 = 2303cm (旭岳温泉委託観測)

平
成
二
年
に

｢
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
の
発
生
の
防

止
に
関
す
る
法
律
｣
が
施
行
さ
れ
、
平
成
四
年
四
月
か
ら

同
法
の
罰
則
規
定
が
適
用
さ
れ
た
こ
と
等
に
よ
り
ス
タ
ッ

ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
使
用
が
義
務
づ
く
ら
れ
、
そ
れ
に
対
応

し
た
路
面
管
理
を
望
む
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

当
地
方
で
は
、
降
雪
で
車
道
に
降
り
積
も
っ
た
雪
が
、

車
の
走
行
で
圧
雪
状
態
に
な
り
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

で
み
が
か
れ
て

｢
ツ
ル
ツ
ル
路
面
｣
に
変
化
す
る
。

ま
た
、
初
冬
や
春
先
に
は
、
日
中
に
溶
け
た
路
面
の
雪

が
夕
方
午
後
五
時
頃
か
ら
こ
お
り
始
め
、
ア
イ
ス
バ
ー
ン

(ブ
ラ
ッ
ク
ア
イ
ス
や
ミ
ラ
ー
バ
ー
ン
)
と
な
り
、
凍
結
路

面
と
な
る
。

タ
イ
ヤ
の
ス
タ
ッ
ド

レ
ス
化
に
伴
い
、

一
般
ド
ラ
イ
バ

ー
や
警
察
署
の
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
苦
情
は
、
交
差
点
や

下
り
坂
で
は
止
ま
れ
な
い
、
登
り
坂
で
は
ス
リ
ッ
プ
し
て

上
れ
な
い
、
ま
た
圧
雪
路
面
に
で
き
る
わ
だ
ち
で
ハ
ン
ド

ル
を
取
ら
れ
た
り
路
外
に
逸
脱
す
る
と
い
う
苦
情
が
相
次

い
だ
。

当
地
方
は
、
△
-
o
i
一
五
度
以
下
の
日
が
多
く
最
低

気
温
は
△
二
〇
度
を
越
え
る
の
で
凍
結
防
止
剤
で
融
け
た

路
面
の
水
が
夜
間
、
再
凍
結
を
起
こ
し
危
険
な
状
態
に
な

る
こ
と
か
ら
、
凍
結
防
止
剤
の
使
用
は
初
冬
や
春
先
等
気

温
が
あ
ま
り
下
が
ら
な
い
時
期
に
し
か
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

し
た
が
っ
て
ス
リ
ッ
プ
防
止
対
策
と
し
て
、
砂
を
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
プ
ラ
ン
ト
で
焼
い
た
焼
砂
が
一
般
的
に
散
布
さ

れ
て
い
る
。

一
般
的
な
焼
砂
は
、
川
砂
等
粒
径
の
細
か
な
も
の
を
散

布
し
て
い
た
が
、
散
布
後
散
乱
し
や
す
く
長
期
間
の
効
果

は
、
期
待
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
市
街
部
を
車
載
式
砂
散
布
機
で
散
布
す
る
と
、

砂
か
ら
発
生
す
る
埃
で
後
続
車
両
の
視
界
を
不
良
に
し
交

通
事
故
の
危
険
が
あ
る
た
め
、
散
布
材
の
改
良
を
行
っ
た
。

焼
砂
の
粒
径
を
舗
装
七
号
砕
石
と
同
じ
二
･
五
-
五
･

o
m
/
m
と
す
る
こ
と
で
、
散
布
時
の
ダ
ス
ト
を
減
少
す

る
こ
と
が
で
き
、
市
街
部
の
散
布
に
効
果
的
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

ま
た
、
三
0
-
四
六
g
/
評
の
散
布
量
で
効
果
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
、
路
面
の
氷
や
圧
雪
に
刺
さ
り
込
み
除
雪

後
も
ス
リ
ッ
プ
防
止
に
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。

散
布
後
の
砂
が
、
春
先
三
月
頃
路
肩
に
溜
ま
り
放
置
す

る
と
雨
水
排
水
管
に
入
り
閉
塞
の
原
因
と
な
っ
た
り
、
歩

行
者
の
靴
底
に
つ
い
て
商
店
に
入
り
込
む
た
め
早
期
に
路

面
清
掃
車
や
人
力
作
業
で
回
収
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
回
収
さ
れ
た
砂
は
通
常
廃
棄
物
処
理
さ
れ
る
が
、

現
在
、
も
う
一
度
回
収
し
た
砂
を
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
プ
ラ
ン

ト
で
加
熱
篩
い
分
け
を
し
て
、
回
収
砂
に
含
ま
れ
る
砂
の

粒
径
を
調
べ
再
利
用
の
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。

写
真
ー
の
後
ろ
側
の
黒
い
部
分
は
路
面
か
ら
回
収
さ
れ

た
土
砂
、
前
面
は
回
収
さ
れ
た
土
砂
を
加
熱
篩
い
分
け
を

26 道行セ 96,11



し
た
も
の
で
左
側
は
焼
砂
と
し
て
散
布
し
た
も
の
と
同
粒

径
の
も
の
、
中
央
は
散
布
し
た
粒
径
よ
り
大
き
な
も
の
、

右
側
は
散
布
し
た
も
の
よ
り
粒
径
が
細
か
い
。

ま
た
、
路
面
内
の
数
カ
所
に
埋
没
さ
せ
た
散
布
ノ
ズ
ル

か
ら
融
雪
剤
を
自
動
散
布
す
る
装
置
、
定
置
式
自
動
融
雪

剤
侵
出
シ
ス
テ
ム

(し
み
る
君
)
の
施
工
を
行

っ
て
い
る

(写
真
2
)。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
散
布
ノ
ズ
ル
か
ら
凍
結
防
止
剤
を

浸
み
出
さ
せ
、
通
過
車
両
に
よ
る
引
き
ず
り
効
果
で
広
範

囲
に
拡
散
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　　
　

　

謙…

‘

′累

　

　　

　

　

　

こ
　
　　

き蘂
嚢
蛾

現
在
、
液
状
塩
カ
ル
や
酢
酸
系
の
凍
結
防
止
剤
を
使
用

し
て
、
効
果
の
検
討
を
行

っ
て
い
る
。

｢
つ
る
つ
る
｣
路
面
防
止
対
策
と
し
て
、
グ
レ
ー
ダ
ー
の

く
し
刃
を
従
来
型
溝
幅
三
伽
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
二
伽
、

一
･
五

皿
と
目
を
細
か
く
し
て
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

の
グ
リ
ッ
プ
カ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
検
討
を
行

っ
て
い
る

(写
真
3
･
4
)。

四

除
雪
体
制

北
海
道
は
冬
期
間
、
降
雪
や
吹
雪
に
よ
り
都
市

(市
町

写真 3

7
/

　
　



村
)
間
を
連
絡
し
て
い
る
道
路
や
物
流
の
主
要
な
道
路
及

び
公
共
施
設

(駅
･
空
港
･
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
･
医
療

施
設
等
)
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
道
路
が
、
著
し
い
交
通
障
害

を
受
け
て
い
る
。

住
民
の
生
活
や
産
業
活
動
を
確
保
す
る
た
め
に
、
少
々

の
荒
天
で
も
除
雪
作
業
を
行
い
安
全
な
交
通
の
確
保
に
努

め
て
い
る
が
、
警
察
署
な
ど
か
ら
は
除
雪
作
業
は
深
夜
か

ら
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
間
前
ま
で
に
し
て
ほ
し
い
と
か
、
ス

タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
対
策
と
し
て
の
滑
り
止
め
対
策

(焼

砂
散
布
等
)
も
深
夜
及
び
早
朝
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要

望
が
あ
り
、
除
雪
作
業
等
に
対
し
て
道
路
管
理
者
の
二
四

時
間
対
応
が
望
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
は
そ
の
よ

う
な
体
制
に
な
い
た
め
大
変
苦
慮
し
て
い
る
。

旭
川
土
木
現
業
所
で
は
、
平
成
七
年
度
か
ら
公
物
管
理

の
強
化
を
計
る
た
め
、
今
ま
で
維
持
作
業
を
行
っ
て
い
た

現
業
職
員
を
試
行
公
物
管
理
員
と
し
パ
ト
ロ
ー
ル
業
務
に

従
事
さ
せ
、
夏
の
道
路
維
持
作
業
及
び
冬
の
除
排
雪
作
業

の
直
営
作
業
を
廃
止
し
て
、
維
持
業
務
の
委
託
化
に
つ
い

て
試
行
を
開
始
し
た
。

今
後
の
本
格
的
な
委
託
化
を
前
に
試
行
結
果
を
検
証
し
、

更
な
る
工
夫
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

旭
川
土
木
現
業
所
事
業
課
の
除
雪
体
制

事
業
課
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
愛
別
･
旭
山
･
志
比
内
三

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
に
、
管
内

一
四
工
区
に
分
け
て
除

排
雪
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

除雪事業計画延長調書

除雪延長 (km) 委託除雪の内業者委託内訳 摘 要

公 共 単 独 計 全委託 貸与委託 ･愛P

事業課センター 鯵 銘 臘 臘 椥 臘愛別ステーション 蠣 幻 鰍 籾 痰 鰡旭山ステーション 搬 即 戦 搬 滋 戦
志比内ステーション 総 側 廓 嬢 鰓 靭合 計 癈 鳩 雛 鮫 胤 獺

平
成
七
年
度
か
ら
、
一
車
線
積
込
み
用
の
ロ
ー
タ
リ
ー

除
雪
車
が
配
置
さ
れ
、
交
通
渋
滞
箇
所
の
除
排
雪
作
業
に

威
力
を
発
揮
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
年
度
か
ら
自
走
式
薬

剤
散
布
車
が
配
置
と
な
り
、
市
街
地
や
峠
部
の
ス
リ
ッ
プ

防
止
対
策
で
薬
剤
散
布
作
業
が
充
実
し
た

(写
真
5
)。

五

気
象
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備

本
道
に
お
け
る
道
路
交
通
は
、
気
象
要
因
に
よ
り
、
降

〆
な
ミ
ト
ト

、

　　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　　

　

　
　
　　

　
　
　

除雪機械の配置状況

機 種 雪
ク

雪
炉

除
唐

雪
外ー

除
外

除 雪 道
鼻

歩
廿

割
車布

薬
散

合

北海道保有機械 18 ワ! 尺〉 m ワ‘ イ★ 51

除雪委託者保有機械 20 qu 郎 範 m ワ! 脚
合 計 鰓 16 笏 46 野 u 151

雨
･
積
雪
･
降
雪
･
凍
結
･
吹
雪
な
ど
に
係
わ
る
様
々
な

通
行
障
害
が
発
生
し
、
道
路
機
能
の
低
下
が
引
き
お
こ
さ

れ
て
い
る
。

現
状
の
道
路
管
理
の
情
報
収
集
は
、
主
に
道
路
パ
ト
ロ

ー
ル
等
の
人
手
に
頼
っ
て
お
り
、
当
事
業
課
で
は
、
交
通

規
制
や
除
雪
作
業
の
待
機
･
出
動
な
ど
の
判
断
も
人
の
経

11

験
に
よ
る
部
分
が
大
き
か
っ
た
。

I
T
V
カ
メ
ラ
で
峠
の
気
象
情
報
や
テ
レ
メ
ー
タ
情
報

費

に
よ
る
雨
量
情
報
が
ジ
ャ
ス
ト
タ
イ
ム
で
得
ら
れ
る
装
置

道

を
設
置
し
、
そ
の
一
部
が
平
成
八
年
度
よ
り
稼
働
を
開
始

8　　　

し
た
。

、ミ
ニ

＼
＼

写真 5 一車線精込みロータリー除雪車による排雪状況



業 所 北 海 道 庁

将 来 計

風向風速観測所

路面凍結観測所

気 象 観 測 所

観 測 所 群

胃 壁 観 測 員

雪量を電話報告

除雪委託業者

除 雪 指 示

　　 　　　　　　　
　　　　

　　　　　　　　　

気象情報装置

除
雪
費
精
算
シ
ス
テ
ム

マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

予備発電機

商用電源より
注意表示

につ ･

灘盤

予タ表示盤

除 雪ステ-ション

図 1 道路管理情報システムイメージ例



今
後
、
道
路
防
災
情
報
や
雪
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に

よ
り
効
率
的
な
除
雪
体
制
を
整
え
る
と
供
に
、
各
観
測
所

と
道
庁
を
結
ぶ
全
道
的
な
情
報
を
一
元
化
し
て
、
道
路
利

用
者
に
道
路
交
通
情
報
の
提
供
が
行
え
る
シ
ス
テ
ム
の
構

築
が
必
要
で
あ
る
。

六

旭
川
中
央
地
区
流
雪
溝
に
つ
い
て

旭
川
市
冬
ト
ピ
ア
構
想
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る

旭
川
市
中
央
地
区
流
雪
溝
計
画
は
、
河
川
水
を
利
用
し
水

の
流
れ
る
力
を
利
用
し
て
雪
を
運
搬
す
る
も
の
で
、
国
･

道
･
市
が
連
携
を
取
り
な
が
ら
市
内
一
条
通
か
ら
五
条
通

ま
で
の
五
路
線
一
〇
系
統
で
、
延
長
二
三
･
一
九
二
m
に

流
雪
溝
を
設
置
す
る
事
業
で
あ
る

(図
2
)。

平
成
七
年
度
ま
で
に
全
体
計
画
の
う
ち
、
一
条
通

(道

道
二
･
五
蝋

市
道
○
･
一
如
×
二
系
統
)
･
二
条
通
(市

道
二
･
六
如
×
二
系
統
)
･
四
条
通

(国
道
二
･
一
如
×

二
系
統
)
の
三
路
線
六
系
統
、
延
長
一
四
、
七
五
二
m
が

完
成
し
供
用
を
開
始
し
た
。

流
雪
溝
が
設
置
さ
れ
て
い
る
一
条
通
は
、
四
車
線
道
路

で
一
二
時
間
交
通
量
は
一
七
、
○
○
0
台
を
越
え
る
交
通

が
あ
り
、
車
に
よ
り
踏
み
固
め
ら
れ
た
雪
塊
を
流
雪
溝
に

投
雪
す
る
こ
と
と
な
り
、
投
雪
作
業
を
行
う
市
民
の
方
か

ら
は
、
次
の
よ
う
な
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た

(写
真

6
)
0①

除
雪
に
よ
る
雪
が
路
肩
に
寄
せ
ら
れ
流
雪
溝
蓋
の

上
に
雪
を
置
い
て
い
く
。

′う
ち
~　

乱戦永遠船絲鸚弱承りrll部増川‘‘'望 鍋上り締畠!詫獺‘2門】
　　　　　　　　　　　

全体繋寮費 871涎00千円(予定) ◆事案年度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●北職喀 な巡りHDれぬfill ･2叢邊敏覇
　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　

事
業
概
要
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写真 6 旭川市一条流雪溝投雪状況

図



②

除
雪
後
の
雪
塊
が
重
く
、
高
齢
者
や
女
性
で
は
投

③

流
雪
溝
だ
よ
り
等
に
よ
り
、
車
道
の
雪
処
理
も
行

を
開
始
す
る
前
の
八
時
頃
か
ら
九
時
頃
に
集
中
し
た
た
め
、

雪
で
き
な
い
。

っ
て
も
ら
う
よ
う
に
啓
蒙
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
時
間
帯
に
閉
塞

【
次
が
発

し
た

肯
7

0

③

歩
道
の
雪
を
投
雪
す
る
の
は
良
い
が
、
車
道
の
雪

は
投
雪
で
き
な
い
。

④

車
の
交
通
量
が
多
く
車
道
に
出
て
投
雪
作
業
を
す

る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
苦
情
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
対
応
を
行
っ

た
。①

車
道
除
雪
後
、
流
雪
溝
蓋
上
に
あ
る
雪
を
除
雪
ド

ー
ザ
ー
で
排
除
す
る
作
業
を
行
っ
た
。

②

旭
川
市
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
等
弱
者
の
方
の

た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
投
雪
を
計
画
し
て

い
る
。

(旭川地方気象台調べ)

旭川地区の冬期間の気温

種 類 平成2 うり 月性 に〉 AU ワ‘

朗
高最 鷆 躯 幻 琉 鰡 鰐

鼬 △10
.
6 △17

.
6 △15,0 △16.5 △19.2 △12

.
7

0℃以下の日 25 卸 第 視 31 “

朋
嬬 第 郎 捌 鍋 留 饅

蝋 △16.3 △20
.
1 △17

･
7 △24.

9 △24.1 △24 9

0℃以下の日 視 31 視 31 乳 31

凋
熊 視 即 蝸 鋤 拗 鵜
廳 △22

.
6 あ20△ 915△ 9

…
18△ Oれ△ 9蜷△

0℃以下の日 盤 “ 第 第 盤 "

明

高最 鋸 臘 蹄 鯰 鵬 郡
離 △18,5 3お△ 遵13△ 912△ 5"△ 912△

0℃以下の目 31 30 31 蜘 卸 卸

④

交
通
安
全
を
計
る
た
め
、
流
雪
溝
作
業
時
に
設
置

す
る
バ
リ
ケ
ー
ド
に
投
雪
作
業
を
す
る
人
達
の
そ
ば

に
車
が
近
づ
か
な
い
よ
う
注
意
を
促
す
標
識
板
を
設

置
し
た
。

平
成
八
年
一
月
末
に
流
雪
溝
内
が
閉
塞
し
溢
水
事
故
が

発
生
し
都
市
型
流
雪
溝
の
問
題
点
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
た
。

一
条
通
沿
線
に
は
、
会
社
･
商
店
･
駐
車
場
が
多
く
そ

の
場
所
で
生
活
を
さ
れ
て
い
る
方
が
少
な
い
た
め
、
当
初

か
ら
流
雪
溝
利
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
で
利
用
者
に
投
雪
方
法

の
徹
底
を
図
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
投
雪
時
間
が
仕
事

こ
の
時
間
帯
に
閉
塞
事
故
が
発
生
し
た

(写
真
7
)。

3

流
雪
溝
使
用
期
間
の
気
温
は
氷
点
下
以
下
で
あ
り
、
一

11

月
の
最
低
気
温
は
△
二
〇
度
を
越
え
る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
た
め
、
流
雪
溝
に
使
用
さ
れ
る
河
川
水
は
、
冬
期

秋

間
の
水
温
で
一
度
ほ
ど
の
温
度
し
か
な
く
、
雪
を
流
雪
溝

道

に
投
雪
す
る
こ
と
に
よ
り
流
雪
溝
内
の
水
温
は
0
度
に
近

く
な
る
。

流
雪
溝
内
で
閉
塞
し
た
雪
や
流
水
の
飛
沫
が
厳
寒
の
気

温
で
流
雪
溝
内
に
氷
と
し
て
付
着
し
、
流
雪
溝
断
面
を
狭

く
し
た
状
態
と
な
り
、
そ
れ
以
後
、
雪
を
投
雪
す
る
た
び

に
閉
塞
を
繰
り
返
し
た
。

今
年
は
、
流
雪
溝
の
閉
塞
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
次

の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
。

①

流
雪
溝
使
用
者
へ
の
投
雪
順
序
･
投
雪
時
間
の
徹

底
②

八
…
九
時
頃
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

③

流
雪
溝
内
部
及
び
投
雪
桝
の
定
期
巡
回
に
よ
る
閉

塞
要
因
の
早
期
発
見

七

お
わ
り
に

冬
本
場
を
間
近
に
控
え
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
ス

リ
ッ
プ
防
止
対
策
や
流
雪
溝
に
よ
る
快
適
な
道
路
空
間
の

確
保
の
た
め
に
、
除
排
雪
作
業
の
強
化
、
凍
結
路
面
対
策

等
の
冬
期
道
路
管
理
の
充
実
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

(北
海
道
旭
川
土
木
現
業
所
事
業
第
一
課
維
持
第
一
係
長
)

7 流雪溝内部に氷が付着した状況



特
集
/
無
期
の
道
路
管
理

首
都
高
速
道
路
の
積
雪
凍
結
対
策

今
村

幸

一

め
、
平
成
八
年
七
月
一
日
か
ら
東
京
地
区
を
東
西
に
分
割

し
、
西
地
区
を
東
京
第
一
保
全
部
、
東
地
区
を
東
京
第
二

保
全
部
が
そ
れ
ぞ
れ
管
轄
す
る
よ
う
に
組
織
改
編
す
る
こ

と
に
な

っ
た

(図
1
)
。

各
保
全
部
は
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
の
維
持
事
務
所
と
一
つ
の

施
設
管
制
所
に
よ
っ
て
管
理
･
監
督
し
て
お
り
、
東
京
地

区
は
八
つ
の
請
負
会
社
に
よ
っ
て
積
雪
凍
結
対
策
を
実
施

し
て
い
る
。
一
方
、
神
奈
川
地
区
に
存
在
す
る
首
都
高
速

道
路
の
維
持
管
理
は
神
奈
川
管
理
部
が
担
当
し
て
お
り
、

一
つ
の
維
持
事
務
所
と
一
つ
の
施
設
管
制
所
が
管
理
･
監

　

督
し
て
い
る

(図
1
)
。

今
後
は
、
通
常
の
維
持
管
理
は
も
ち
ろ
ん
積
雪
凍
結
対

飛

策
等
の
異
常
時
に
は
、
東
京
第
一
保
全
部
、
東
京
第
二
保

道

全
部
、
及
び
神
奈
川
管
理
部
の
三
者
並
び
に
交
通
管
理
部

2　
　

門
と
が
緊
密
に
情
報
を
交
換
し
合
い
な
が
ら
、
一
体
と
な

一

は
じ
め
に

平
成
八
年
八
月
現
在
、
首
都
高
速
道
路
の
営
業
総
延
長

は
二
四
七
･
八
畑
に
達
し
、
一
日
の
通
行
台
数
は
平
均
約

-
-
五
万
台
と
な
り
、
約
二
〇
〇
万
人
の
お
客
様
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
る
。
ピ
ー
ク
時
の
瞬
間
最
大
交
通
量
は

約
二
万
五
、
○
○
○
台
と
な
り
、
瞬
間
的
に
は
約
四
万
五
、

0
0
0
人
の
お
客
様
が
首
都
高
速
道
路
上
を
走
行
さ
れ
て

い
る
。
首
都
高
速
道
路
は
東
京
都
区
内
の
道
路
延
長
に
占

め
る
割
合
が
約
一
三
%
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
走
行

台
キ
ロ
の
約
二
七
%
、
あ
る
い
は
貨
物
輸
送
量
の
約
三
八

%
に
相
当
す
る
自
動
車
交
通
を
分
担
し
て
お
り
、
首
都
圏

の
道
路
交
通
網
に
お
け
る
効
率
性
の
高
い
基
幹
的
な
交
通

施
設
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
首
都
圏
の
大
動
脈
と
し
て
の
首
都
高
速
道

路
を
い
つ
で
も
安
全
に
、
円
滑
に
、
し
か
も
快
適
に
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
首
都
高
速
道
路
公
団
は
昼
夜
を

問
わ
ず
、
維
持
管
理
に
努
め
て
い
る
。
特
に
冬
期
に
は
、

道
路
の
正
常
な
交
通
機
能
を
保
つ
た
め
に
、
積
雪
に
よ
る

交
通
障
害
を
可
能
な
限
り
排
除
し
、
止
む
を
得
ず
障
害
と

な
る
期
間
を
極
力
短
縮
す
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
、

積
雪
凍
結
対
策
を
万
全
の
体
制
で
実
施
し
て
い
る
。
こ
こ

で
は
、
東
京
地
区
の
首
都
高
速
道
路
の
積
雪
凍
結
対
策
の

概
要
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

二

組
織
改
編

こ
れ
ま
で
東
京
地
区
の
維
持
管
理
は
東
京
保
全
部
が
担

当
し
て
き
た
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
、
構
造
物
の
老

朽
化
等
に
よ
り
、
今
後
ま
す
ま
す
増
大
す
る
保
全
業
務
に

対
し
て
、
よ
り
き
め
細
か
く
し
か
も
迅
速
に
対
処
す
る
た
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ケ谷バイパス ･横浜横須賀道路

図 1 首都高速道路管理区分

道行セ 96 .11 33



表 1 積雪凍結対策の体制

区 分 積雪凍結防止対策 人 数 緻
雪害初期 体制 測

面
を

予
路
J

o

が
(

じ
る

雪
況
同
す

降
状
下
施

、
面
以
実

結
路

0
を

凍
て
む

ル

の
じ
含

一

面
応
を

口

路

に
等
ト

り
要
態
パ

よ
必
状

の

に

、
燥
め

等
合
乾
た

報
場
や
る

情

る
度
す

象
れ
温
握

気
さ
の
把

と
自
機

則
て
待

原
し
宅

14

雪害第一次体制 告
さ
剤

報
告
薬

の
報
止

雪
が
防

降
結
結

て
凍
凍

い
の
て

お
面
じ

に
路
応

郊
は
に

近
た
況

の
ま
状

そ

、
面

び
合
路

o

及
場

、
る

区
た
合
す

地

っ
場
布

京
あ
た
散

束
が
れ
を

視~19 鷲

雪著第二次体制 応
が
た
体

に
要
れ
て

度
必
さ

っ

程
る
令
よ

の
す
発

に

雪
布
が
況

積
散
報
状

、
を
意
両

雪
剤
注
路

降
薬
雪

、

は
止
大
況

い
防
は
状

る
結
た
象

o

あ
凍
ま
気

る

結
と

、
に
す

凍
雪
合
ら
化

の
除
場
さ
強

面
て
る
合
を

路
じ
あ
場
制

館~“ 蜷

っ
て
首
都
高
速
道
路
を
守
っ
て
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。

三

積
雪
凍
結
対
策
の
体
制

積
雪
凍
結
対
策
の
体
制
は
、
｢雪
害
初
期
体
制
｣、
｢雪
害

第
一
次
体
制
｣、
｢雪
害
第
二
次
体
制
｣
の
三
段
階
に
分
か

れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お
い
て
必
要
な
人
員
と

車
両
を
割
り
当
て
て
い
る

(表
1
)。
｢積
雪
初
期
体
制
｣

の
場
合
は
原
則
と
し
て
自
宅
待
機
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

積
雪
凍
結
対
策
が
夜
間
あ
る
い
は
休
日
に
ま
で
及
ぶ
場
合

に
は
、
東
京
第
一
保
全
部
及
び
東
京
第
二
保
全
部
の
積
雪表 2 路面状況の判定

旋も串 路 面 の 状 況 無 線 交 信

14
ずもじ

0

感

い
蛯
身

水
在

に
存浮

劍
鴦
鎌

し
少

謝
多翳路骨 路面状況 - 1

リム 笏れ
)獲枌群と

蛾
る
で

す
度

触
程

措
く硴

拔
路
手

路面状況 - 2

う□

が
走

o

水

、
態

を
し
状

上
在

い

面
存
な

路
が
ら

、
水
が

れ
に
上

濡
間
が

が
材
き

手
骨
ぶ

と

、
し

る
が
水

す

い
て

触
な

っ

指

い
よ

を
て
に

面
れ
車

路
流
行

路面状況 - 3

護れ性
し水てつよに磚走し

o

在
態

存
状

が
る

水
が

に
上

上
が

面
き

路
ぶ ー況状面路

に･U 路面がシャーベット状になっている
。 -況状面路

AV 路面が凍結しており
、

危険である
。

RU-況状面路

ワ! 路面に o cm程度の、
積雪がある

。
で-況

度
状
程

面

伽

路
○

RU 蒜路Lf、
あ霰mo

o

が
態

雪
状

積
め皸肩が路

態

○
状

が
の

0

雪
面
る

積
路
あ

に

、
で

期
奄

肩
度
1

路
程
が

凍
結
対
策
本
部
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
班

(
一
班
当
た
り
約
三

〇
名
)
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
、
万
全
の
体
制
で
臨

ん
で
行
く
。

四

積
雪
凍
結
対
策
の
作
業
方
針

の

パ
ト
ロ
ー
ル

パ
ト
ロ
ー
ル
は
各
地
点
に
お
け
る
路
面
状
況
を
調
査
す

る
と
と
も
に
、
作
業
が
開
始
し
た
場
合
は
、
作
業
状
況
の

調
査
、
報
告
及
び
作
業
の
管
理
を
行
う
。
路
面
状
況
は
、

表
2
に
示
す
よ
う
に
八
段
階
に
分
け
て
把
握
し
て
い
る
。

②

凍
結
防
止
薬
剤
の
散
布

凍
結
防
止
薬
剤
に
は
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム

(以
下

｢塩
カ

ル
｣
と
い
う
。
)
を
使
用
し
て
い
る
が
、
塩
カ
ル
は
、
雪
を

溶
か
す
よ
り
も
凍
結
防
止
の
目
的
で
使
用
す
る
の
が
最
も

効
果
的
で
あ
る
の
で
、
原
則
と
し
て
こ
の
特
徴
を
活
か
せ

る
よ
う
な
路
面
状
況
に
対
し
て
散
布
し
て
い
る
。

塩
カ
ル
は
概
ね
三
〇
g
/
鰐
を
標
準
と
し
て
散
布
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
路
面
温
度
が
氷
点
下
五
度
以
下
に
な
る

場
合
に
は
一
〇
g
/
評
程
度
増
加
し
て
散
布
し
て
い
る
。

凍
結
防
止
薬
剤
散
布
作
業
は
次
の
四
つ
の
目
的
で
実
施

し
て

い
る
。

①

雪
が
降
り
始
め
た
直
後
の
凍
結
防
止
の
た
め
。

②

降
雨
後
の
凍
結
防
止
の
た
め
。

③

除
雪
後
の
凍
結
防
止
の
た
め
。

④

中
央
分
離
帯
及
び
路
肩
の
融
雪
に
よ
る
凍
結
防
止

の
た
め
。

③

除
雪

除
雪
作
業
は
原
則
と
し
て
次
の
よ
う
に
実
施
し
て
い
る
。

①

除
雪
は
可
能
な
限
り
短
時
間
で
車
線
が
確
保
で
き

る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
実
施
す
る
。

②

除
雪
は
原
則
と
し
て
左
側
に
寄
せ
、
概
ね
二
車
線

を
確
保
す
る
。

③

除
雪
は
積
雪
が
概
ね
五
釦
を
越
え
な
い
よ
う
に
、

繰
り
返
し
作
業
す
る
。

④

本
線
は
二
車
線
同
時
に
除
雪
し
、
グ
レ
ー
ダ
ー
等

に
よ
り
梯
団
で
行
う
。
お
客
様
が
作
業
者
に
追
従
し

J多 道行セ 96.11



て
走
行
さ
れ
る
の
で
、
安
全
対
策
の
た
め
後
尾
に
標

識
車
を
付
随
さ
せ
て
い
る
。

⑤

ラ
ン
プ
部
は
、
優
先
順
位
を
決
め
て
ラ
ン
プ
毎
に

断
続
的
に
繰
り
返
し
除
雪
す
る
。

⑥

ラ
ン
プ
部
の
除
雪
は
、
標
識
車
に
よ
っ
て
一
時
通

行
止
め
し
て
か
ら
行
う
。

写真 2 排雪作業の一例

◎

排
雪

排
雪
作
業
は
、
原
則
と
し
て
除
雪
作
業
終
了
後
で
き
る

限
り
早
い
時
期
に
、
次
の
よ
う
に
搬
出
し
て
い
る
。

①

搬
出
作
業
は
、
極
力
交
通
混
雑
を
避
け
て
実
施
す

る
%

②

路
肩
に
寄
せ
ら
れ
た
雪
に
よ
っ
て
車
線
幅
が
部
分

的
に
狭
く
な
っ
て
い
る
箇
所
や
、
横
断
勾
配
が
高
い

側
の
路
肩
の
雪
が
溶
け
て
路
面
が
凍
結
す
る
恐
れ
が

あ
る
箇
所
を
優
先
し
て
搬
出
す
る
。

③

搬
出
後
の
残
雪
に
よ
る
路
面
凍
結
の
恐
れ
が
あ
る

場
合
は
塩
カ
ル
散
布
に
よ
っ
て
凍
結
防
止
の
措
置
を

実
施
す
る
。

五

お
わ
り
に

今
年
度
の
積
雪
凍
結
対
策
は
初
め
て
三
つ
の
保
全
部
が

実
施
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
今
ま
で
よ
り
も
一
層
効
率

的
に
し
か
も
迅
速
に
作
業
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
事
前

か
ら
の
準
備
を
周
到
に
行
い
、
お
客
様
に
極
力
ご
迷
惑
が

か
か
ら
な
い
よ
う
に
実
施
し
て
行
き
た
い
。
今
年
度
の
積

雪
凍
結
対
策
実
施
後
、
直
ち
に
問
題
点
を
抽
出
し
、
解
決

策
を
検
討
し
て
同
対
策
の
改
善
を
図
っ
て
行
く
。

(首
都
高
速
道
路
公
団
東
京
第
一
保
全
部
保
全
管
理
課
)
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特
集
/
冬
も
期

の
道
路
管
理

冬
期
⑭
嫌
金
運
転
を
考
え
る

瀧

上

勝
義

て
久
し
く
な
る
が
、
交
通
事
故
は
危
険
だ
か
ら
起
き
る
の

で
な
く
、
危
険
を
予
測
し
そ
の
危
険
を
回
避
す
る
安
全
運

転
行
動
が
と
れ
な
く
て
、
事
故
が
起
き
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

研
修
所
で
の
研
修
で
も
走
行
前
に
、
全
員
に
対
し
て
同

じ
説
明
を
し
、同
じ
車
両
で
同
じ
条
件
の
道
路
(コ
ー
ス
)

を
運
転
し
て
も
、
異
常
事
態

(作
為
的
な
危
険
状
況
)
に

対
応
で
き
る
人
と
、対
応
で
き
な
い
で
事
故
(類
似
体
験
)

を
起
こ
す
人
が
お
り
、
研
修
生
を
み
て
い
て
も
明
ら
か
で

あ
る
。

1

こ
れ
か
ら
冬
期
を
迎
え
る
に
当
た
り
、皆
様
と
共
に
｢冬

筑

期
の
安
全
運
転
｣
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

黄道

ス
キ
ッ
ト
バ
ン
に
あ
げ
る
危
険
体
験

　　

当
研
修
所
の
面
積
は
一
〇
0
m
あ
り
、
各
種
コ
ー
ス
の

は
じ
め
に

実
戦
的
か
つ
専
門
的
な
安
全
運
転
知
識
、
技
能
を
習
得

す
る
た
め
の
総
合
的
な
研
修
施
設
で
我
が
国
の
運
転
教
育

の
中
枢
と
し
て
の
機
能
と
役
割
を
持
ち
、
平
成
三
年
五
月

一
日
よ
り
業
務
を
開
始
し
て
い
る
安
全
運
転
中
央
研
修
所

で
は
、
年
間
約
延
べ
六
二
、
0
0
0
名
の
研
修
を
実
施
し

て
い
る
。
そ
の
研
修
内
容
の
一
部
を
紹
介
す
る
と
共
に
、

一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
々
に
是
非
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

冬
期
の
安
全
運
転
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

最
近
の
自
動
車
は
、
A
B
S
、
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
、
4
W
D
、
エ
ア
ー
バ
ッ
グ
等
の
装
置
の
つ
い
て

る
車
は
珍
し
く
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

自
動
車
の
ハ
ー
ド
面
は
年
々
進
歩
し
て
い
る
が
、
人
間

(ド
ラ
イ
バ
ー
)
の
運
転
行
動
は
一
〇
年
前
と
何
ら
進
歩
し

て
い
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。

逆
に
車
の
進
歩
に
よ
り
、
自
分
の
運
転
が
上
手
に
な
っ

た
よ
う
な
錯
覚
を
し
、
安
全
の
限
界
が
判
ら
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

自
動
車
の
運
転
は
自
分
の
能
力
の
限
界

(人
)
と
車
の

機
能
の
限
界
を
良
く
知
り
、
各
々
の
限
界
を
越
え
な
い
で

運
転
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

例
え
ば
、
F
ー
1
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
一
般
の
市
販
車
で

レ
ー
ス
の
よ
う
に
高
速
で
の
コ
ー
ナ
リ
ン
グ
走
行
は
で
き

な
い
し
、
ま
た
我
々
一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
が
F
ー
1
の
レ
ー

ス
車
を
運
転
し
て
も
、
や
は
り
彼
ら
と
同
じ
よ
う
な
走
行

は
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
、
人
と
車
の
一
方
の
限
界
が
高

く
て
も
低
い
方
の
限
界
を
越
え
て
運
転
す
る
こ
と
は
不
可

能
だ
か
ら
だ
。

年
間
の
交
通
死
者
が
一
万
人
を
突
破
す
る
よ
う
に
な
っ



中
の
一
つ
に
直
径
一
一
0
m
、
幅
一
五
m
、
コ
ー
ス
延
長

②

危
険
な
状
態
が
発
生
し
か
け
た
初
期
の
時
点
で
の

表 1 タイヤと路面の摩擦係数

路面の種類
摩 擦 係 数

乾燥 潤湿

装

装

道

ど

画

面

舗
舗

ト
小

な

路

れ
月

路

の
方
矛

板
雪

ン

ス

コ
ア
砂

鋼

積

氷

㈹
㈹
㈹
却
一
一

H
H
一却
閑
却

三
八
三
m
の
ス
キ
ッ
ト
バ
ン
が
あ
る
。

路
面
の
摩
擦
係
数
は
○
･
三
か
ら
○
･
一
と
低
く
冬
期

の
圧
雪
路
、
凍
結
路
と
同
じ
位
滑
り
易
い
た
め
、
低
い
速

度
で
安
全
に
車
両
の
限
界
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
車

両
の
特
性
を
知
る
上
で
こ
の
上
な
い
コ
ー
ス
で
あ
る
。

特
に
冬
道
は
路
面
が
雪
や
氷
に
覆
わ
れ
、
極
端
に
滑
り

易
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
が
交
通
事

故
に
結
び
つ
く
原
因
に
な

っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
(表
1
)
。

積
雪
、
凍
結
路
面
で
の
走
行
中
に
お
け
る
横
滑
り

(ス

キ
ッ
ド
)
、
ス
ピ
ン
、
ア
ン
ダ
ー
ス
テ
ア
ー
、
オ
ー
バ
ー
ス

テ
ア
i
、
ロ
ッ
ク
ブ
レ
ー
キ
の
危
険
性
等
、
車
両
の
限
界

を
越
え
た
場
合
の
危
険
性
を
体
験
し

①

そ
う
し
た
危
険
な
状
態
が
発
生
す
る
と
、
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
体
験
し
、
危
険
な
状

態
を
作
ら
な
い
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
を
学
ぶ
。

(こ
れ
が
一
番
大
切
)

対
応
を
学
ぶ
。
(対
応
に
は
限
界
が
あ
り
、
対
応
が
遅

れ
る
と
危
険
が
発
生
し
て
事
故
に
な
る
)

③

万
一
危
険
な
状
態
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
を
学

ぶ
。
(本
当
の
安
全
は
確
保
で
き
ず
事
故
に
な
る
。
そ

の
事
故
を
最
小
限
に
す
る
た
め
の
方
法
で
あ
り
、
お

勧
め
で
き
な
い
)

1

ロ
ッ
ク
ブ
レ
ー
キ
の
危
険
性

○

方
向
性
が
効
か
な
い
(
ハ
ン
ド
ル
を
切
っ
て
も
、
切
っ

た
方
向
に
車
は
進
ま
な
い
)

運
転
中
、
目
の
前
で
思
い
が
け
な
い
緊
急
事
態
が
発
生

す
る
と
大
半
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
思
い
切
り
強
い
ブ
レ
ー
キ

を
踏
み
、
ハ
ン
ド
ル
を
切
っ
て
障
害
物
を
避
け
よ
う
と
す

る
。
し
か
し
、
車
は
障
害
物
を
避
け
て
安
全
に
停
止
す
る

事
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
答
え
は
N
O
で
あ
る
。

特
に
冬
期
の
雪
道
は
勿
論
だ
が
、
雨
の
降
っ
た
翌
朝
等

は
、
路
面
が
凍
る
場
合
が
多
く
、
表
1
に
あ
る
よ
う
に
極

端
に
路
面
は
滑
り
易
く
な
る
。

そ
の
た
め
チ
ョ
ッ
ト
し
た
ブ
レ
ー
キ
で
も
簡
単
に
タ
イ

ヤ
は
ロ
ッ
ク

(タ
イ
ヤ
の
回
転
が
停
止
)
す
る
た
め
、
ハ

ン
ド
ル
を
切
っ
て
障
害
物
を
避
け
よ
う
と
し
て
も
車
は
滑

走
し
て
事
故
は
避
け
ら
れ
な
い

(図
ー
)。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
余
裕
が
あ
れ
ば
タ
イ
ヤ
が
ロ
ッ
ク

し
た
の
を
早
く
感
じ
取
り
、
ブ
レ
ー
キ
を
少
し
緩
め
て
ロ

ッ
ク
を
解
除
す
る
と
、
ハ
ン
ド
ル
の
機
能
が
回
復
し
て
障

回
M
/
“

キ
ン
ず

　　　
　
　
　

急
か
避

て
を
を

　　　

発
一
も

　　　
b
ク
切
る

は
ッ
を
す

車
ロ
ル
突

a
(
ド
衝

図 1 ロックブレーキをかけると方向性が効かない例
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よ
い
運
転
を
し
て
万
一
の
事
態
に
そ
な
え
る
。

城
を
越
え
た
場
合
は
、
迷
う
こ
と
な
く
今
度
は
逆
に
思
い

い
)

の

車
が
不
安
定
に
な
る
(場
合
に
よ
っ
て
は
横
向
き
や
、

切
り
ロ
ッ
ク
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
続
け
、
車
の
暴
走
を
防
ぐ

ス
ピ
ン
す
る
等
非
常
に
危
険
)

一
般
道
路
の
場
合
、
路
面
の
摩
擦
係
数
が
一
定
で
あ
る

こ
と
は
殆
ど
な
い

(路
面
の
摩
耗
、
埃
、
砂
、
轍
、
ペ
イ

ン
ト
等
)
ま
し
て
雪
道
や
凍
結
路
で
あ
れ
ば
、
な
お
さ
ら

で
あ
る
。

そ
う
し
た
路
面
で
タ
イ
ヤ
が
ロ
ッ
ク
す
る
よ
う
な
ブ
レ

ー
キ
を
踏
む
と
ど
う
な
る
か
。
タ
イ
ヤ
が
ロ
ッ
ク
し
た
状

態
で
一
-
二
m
位
で
停
止
す
る
場
合
は
そ
れ
ほ
ど
の
影
響

は
な
い
が
、
五
~
六
m
以
上
も
ロ
ッ
ク
し
た
状
態
で
車
が

滑
走
す
る
と
、
車
は
横
向
き
に
な
っ
た
り
一
回
転
す
る
等

非
常
に
危
険
な
状
態
に
な
る

(図
2
)。

こ
の
時
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
驚
い
て
ヒ
ヤ
リ
、
ハ
ッ
ト
す

る
と
大
抵
の
場
合
、
踏
ん
で
る
ブ
レ
ー
キ
が
緩
ん
で
車
は

向
い
て
い
る
方
向
に
暴
走
す
る
。
(右
方
向
に
向
い
て
い
る

と
、
対
向
車
線
側
へ
。
左
方
向
に
向
い
て
い
る
と
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
や
、
道
路
外
に
は
み
出
す
等
)

こ
の
よ
う
に
タ
イ
ヤ
が
ロ
ッ
ク
す
る
と
車
が
不
安
定
に

な
り
や
す
い
。
こ
う
し
た
場
合
車
が
不
安
定
に
な
る
初
期

の
段
階

(
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
範
囲
内
)
で
あ
れ
ば
、

ブ
レ
ー
キ
を
少
し
緩
め
て
ロ
ッ
ク
を
解
除
し
て
や
る
と
車

は
安
定
す
る
。

し
か
し
大
抵
の
場
合
、
緊
急
を
要
す
る
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
て
る
時
が
多
い
た
め
、
現
実
に
は
難
し
い
。

万
一
車
が
不
安
定
に
な
り
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
領

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

何
故
な
ら
、
図
2
の
往
、
ぽ
の
よ
う
に
暴
走
す
る
の
を

防
い
で
事
故
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
か
ら
で
あ

る
。
(し
か
し
安
全
が
確
保
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
え
な

注

一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
の
大
半
は
、
シ
ー
ト
の
位
置
が
後
ろ
過
ぎ
て
運

転
姿
勢
が
良
く
な
い
た
め
、
必
要
な
時
に
ブ
レ
ー
キ
が
緩
む
場
合
が

多
い
。

や
は
り
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
前
項
の
、
の
①
②
で
も

書
い
た
よ
う
に
起
こ
り
そ
う
な
危
険
を
予
測
し
て
、
急
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
な
く
て
も
い
い
よ
う
に
事
前
に
対
応
し
て

お
く
こ
と
が
上
手
な
運
転
で
あ
る
。

2

急
加
速
の
危
険
性

車
が
不
安
定
に
な
る
(場
合
に
よ
っ
て
は
横
向
き
や
、

ス
ピ
ン
す
る
等
非
常
に
危
険
)

雨
天
の
湿
潤
路
面
や
特
に
冬
期
の
雪
道
や
凍
結
し
た
路

面
で
の
急
発
進
、
急
加
速
を
し
た
場
合
、
車
は
思
っ
た
よ

う
に
発
進
や
加
速
を
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。

答
え
は
N
O
で
あ
る
。

前
項
の
○
、
②
で
も
書
い
た
よ
う
に
タ
イ
ヤ
と
路
面
の

摩
擦
力
が
極
端
に
低
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
車
は
ホ
イ
ル

ス
ピ
ン

(タ
イ
ヤ
の
空
転
)
を
起
こ
し
て
不
安
定
に
な
る
。

ま
し
て
ハ
ン
ド
ル
を
き
っ
て
い
る
場
合
は
顕
著
に
現
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
自
分
の
車
の
駆
動
方
式
を
知
っ
て
い
る
だ

ろ
う
か
?

一
部
の
車
を
除
き
、
大
半
の
車
は
次
の
三
つ
の
内
ど
れ

か
に
該
当
す
る
と
思
う
。

F
F
(前
に
エ
ン
ジ
ン
が
あ
り
、
前
輪
を
駆
動
)、
F
R

(前
に
エ
ン
ジ
ン
が
あ
り
、
後
輪
を
駆
動
)、
4
W
D

(四
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キ緩を

拶
う疑

ガ

か
合
a
と

を
場
(

む

-
き
る
が

図 2 ロックブレーキをかけたときの車両の動き例

し
向
ず
キ

ブ
左
ン
-

ク
や
ピ
レ
)

ッ
‐き
ス
ブ
ク

ロ
向
は
時
a

は
右
て
の
く

車
、
っ
こ
る

a
と
よ

す



図 3 F F 車が急加速をした場合の車両の動き例

輪
を
駆
動
)、
の
三
つ
で
あ
る
が
、
ど
の
駆
動
方
式
で
あ
る

,フ
か
。

実
は
同
じ
よ
う
に
急
発
進
、
急
加
速
を
し
て
も
車
の
動

き
は
駆
動
方
式
に
よ
り
、
大
き
く
異
な
る
。
従
っ
て
自
分

の
乗

っ
て
い
る
車
が
ど
の
方
式
な
の
か
を
知

っ
て
い
る
こ

と
は
、
安
全
運
転
を
す
る
上
で
も
必
要
で
あ
る
。

①

F
F
車
の
場
合
は
前
輪
を
駆
動
し
て
い
る
た
め
、

発
進
や
加
速
に
対
し
て
比
較
的
安
定
性
が
良
く
、
ス

ピ
ン

(車
が
回
転
)
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
急
な
操

図 4 F R 車が急加速をした場合の車両の動き例

作
を
す
る
と
ハ
ン
ド
ル
を
切
っ
て
も
外
側
に
膨
ら
む

傾
向
が
で
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る

(図
3
)。

②

F
R
車
は
後
輪
を
駆
動
し
て
る
た
め
雪
道
や
凍
結

し
た
路
面
の
よ
う
に
摩
擦
力
が
極
端
に
低
く
な
っ
て

い
る
道
路
で
の
発
進
や
加
速
で
は
不
安
定
に
な
り
や

す
く
、
特
に
ハ
ン
ド
ル
を
切
っ
て
い
る
場
合
に
は
車

の
尻
振
り
現
象
や
、
極
端
な
場
合
に
は
ス
ピ
ン
が
お

き
る
危
険
性
が
あ
る

(図
4
)。

③

4
W
D
車
は
前
後
輪
の
四
輪
で
駆
動
し
て
る
た
め
、

F
F
車
、
F
R
車
に
比
べ
て
一
番
安
定
性
が
良
い
が
、

し
か
し
急
な
操
作
を
す
る
と
タ
イ
ヤ
が
空
転
し
、
不

安
定
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
や
は
り
注
意
が
必
要

で
あ
る
。

い
ず
れ
の
車
で
も
急
な
操
作
は
禁
物
で
、
少
し
で
も
車

の
異
常
な
動
き
を
感
じ
た
時
は
速
や
か
に
ア
ク
セ
ル
を
戻

し
て
、
車
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
先
決
で
あ
る
。

万
一
、
異
常
に
気
付
く
の
が
遅
れ
て
車
が
不
安
定
に
な

り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
領
域
を
越
え
た
場
合
は
、
思
い

切
っ
て
ロ
ッ
ク
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
、

前
項
の
②
、
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
(し
か
し
、
安
全
が

確
保
さ
れ
る
訳
で
は
な
い
)

こ
の
項
で
も
、
一
番
大
切
な
こ
と
は
車
が
不
安
定
に
な

っ
て
か
ら
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
で
は
な
く
、
い
か
に
車

を
安
定
さ
せ
て
何
時
で
も
自
分
の
意
思
ど
う
り
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
範
囲
で
運
転
す
る
か
が
大
切
で
あ
る
。
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3

カ
ー
ブ
を
曲
が
れ
な
い
危
険
性

ハ
ン
ド
ル
を
切
っ
て
も
速
度
を
落
と
し
て
い
て
も
カ

ー
ブ
は
曲
が
れ
な
い

雪
道
や
凍
結
し
た
道
路
で
カ
ー
ブ
を
曲
が
ろ
う
と
し
て
、

普
段
よ
り
相
当
減
速
し
た
つ
も
り
で
も
車
は
自
分
の
車
線

か
ら
外
側
の
対
向
車
線
に
は
み
出
し
て
、
対
向
車
両
と
正

面
衝
突
し
た
り
、
右
カ
ー
ブ
で
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
接
触

す
る
事
故
が
相
次
い
で
起
き
て
い
る
。

何
故
だ
ろ
う
か
。

F R 車は急加速すると尻振り現
象やスピン等が発生しやすい

F F 車は急加速すると外側
にふくらみやすい



乾
燥
し
て
い
る
一
般
道
路
に
比
べ
て
冬
期
の
雪
道
や
凍

結
路
は
、
表
l
の
よ
う
に
摩
擦
係
数
が
二
分
の
一
か
ら
一

〇
分
の
一
も
極
端
に
小
さ
く
な
る
こ
と
を
知
っ
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
自
分
で
は
相
当
減
速
し
た
つ
も
り
で
あ
っ

て
も
ま
だ
速
度
が
高
く
、
ハ
ン
ド
ル
を
切
っ
て
も
車
は
外

側
に
膨
ら
み
事
故
に
な
る
ケ
i
ス
が
多
い

(図
5
)
。

ま
た
結
果
的
に
速
度
が
少
し
高
い
状
態
で
カ
ー
ブ
に
進

入
し
、
ハ
ン
ド
ル
を
切
る
と
ス
キ
ッ
ド

(横
滑
り
)
が
起

き
る
時
が
あ
る
。

横
滑
り
し
始
め
た
ら
速
や
か
に
ア
ク
セ
ル
を
戻
し
、
骨

っ
て
い
る
方
向
に
ハ
ン
ド
ル
を
滑
ら
か
に
素
早
く
切
る
よ

う
に
す
る
。
横
滑
り
の
方
向
が
変
わ
り
始
め
た
ら
、
す
ぐ

に
ハ
ン
ド
ル
の
切
る
向
き
を
変
え
て
再
び
修
正
す
る
。

そ
の
時
注
意
す
る
点
は
ハ
ン
ド
ル
を
切
り
す
ぎ
な
い
こ

と
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
修
正
の
仕
方
は
頭
で
理
解
し
て

い
て
も
、
実
際
の
場
面
で
は
横
滑
り
を
感
じ
る
タ
イ
ミ
ン

グ
、
ハ
ン
ド
ル
を
切
り
始
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
、
そ
し
て
切

る
量
と
切
る
速
さ
等
が
横
滑
り
の
状
態
と
合
致
し
た
時
、

初
め
て
修
正
で
き
る
の
で
あ
っ
て
う
ま
く
い
く
も
の
で
は

な
い
い
。

こ
れ
以
上
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い

(ど
う
に
も
な
ら

な
い
)
と
感
じ
た
時
は
、
危
険
な
状
態
を
最
小
限
に
す
る

た
め
に
、
思
い
切
り
ロ
ッ
ク
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
る
し
か
方

法
が
な
い
。
(で
も
曲
が
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
事
故
を
防

ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
)

従
っ
て
一
番
良
い
方
法
は
カ
ー
ブ
に
入
る
前
に
、
十
分

に
余
裕
を
も
っ
て
曲
が
れ
る
速
度
ま
で
落
と
し
て
急
加
速
、

急
ハ
ン
ド
ル
、
急
ブ
レ
ー
キ
等
、
急
の
つ
く
操
作
を
し
な

い
運
転
を
す
る

(図
6
)
。

こ
の
よ
う
に
車
の
性
能
や
自
分
の
運
転
技
術
が
い
か
に

高
く
て
も
、
走
る
こ
と
、
曲
が
る
こ
と
、
止
ま
る
こ
と
に

お
い
て
タ
イ
ヤ
と
路
面
と
の
摩
擦
を
無
視
す
る
こ
と
は
で

き
を
“
い
。

4

A
B
S

(
ア
ン
チ
ロ
ッ
ク
ブ
レ
ー
キ
シ
ス
テ
ム
)
車

両
の
限
界

O

A
B
S
は
万
能
の
ブ
レ
ー
キ
?

ご
ぞ
ん
じ
の
よ
う
に
A
B
S
車
は
、
｢思
い
っ
き
り
ブ

レ

ー
キ
を
か
け
て
も
ス
ピ
ン
し
な
い
し
、
ハ
ン
ド
ル
も
効
く

車
｣
と
思
っ
て
い
る
読
者
の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

確
か
に
A
B
S
車
は
、
冬
期
の
雪
道
や
凍
結
し
た
路
面

で
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
も
タ
イ
ヤ
は
ロ
ッ
ク
す
る
こ
と

な
く
、
理
想
に
近
い
ブ
レ
ー
キ
で
安
定
し
て
停
止
し
て
く

れ
、
そ
の
上
ハ
ン
ド
ル
を
切
れ
ば
切
っ
た
方
向
に
進
ん
で

く
れ
る
。
人
間
技
で
は
と
て
も
で
き
な
い
素
晴
ら
し
い
ブ

方

,

j

レ
ー
キ
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

(図
7
)
。

鮴

し
か
し
何
時
の
髮

ぞ

も
そ
う
だ
ろ
う
か
o

答
え
は
N

わ

0
で
あ
る
o

か

A
B
S
の
特
徴
は

鮴

鍼

①

“
イ
,
が
。
;

し
な
い
“
“
ハ
ン
ド
ル
が
効
き

靴

安

障
害
物
を
避
け
ら
れ
る
。

6

②

タ
イ
ヤ
が
ロ
ッ
ク
し
な
い
た
め
急
ブ

レ
ー
キ
を
か

4 0

図

け
て
も
、
ス
ピ
ン
し
な
い
。

図 5 速度が高い場合の動き

、急
を
走

◆

る礬
饌

人
の
減
走
ハ
定

に

a
分
を
急
一

プ
(

十
ブ

、て
る

一
点
に
-
速
け
す

力
地
迄
力
加
運
行



図 7 A B S 付き車 ( b 車) と付いていない車 (a 車) の動き

で
あ
る
が
速
度
が
高
い
場
合
や
、
特
に
冬
期
の
雪
道
や
凍

結
し
た
路
面
の
よ
う
に
滑
り
易
い
場
合
は
、
障
害
物
を
避

け
よ
う
と
思
っ
て
ハ
ン
ド
ル
を
切
っ
て
も
前
輪
が
横
滑
り

を
起
こ
し
て
障
害
物
を
回
避
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
、

A
B
S
と
い
え
ど
も
速
度
の
出
し
す
ぎ
に
は
十
分
注
意
が

必
要
で
あ
る
o

ま
た
A
B
S
は
制
動
距
離
を
短
く
す
る
も
の
で
は
な
い
。

②

A
B
S
車
の
ブ
レ
ー
キ
の
か
け
方

せ
っ
か
く
A
B
S
が
付
い
て
い
て
も
正
し
い
使
い
方
を

知
ら
な
け
れ
ば
効
果
が
な
い
。
次
に
正
し
い
ブ
レ
ー
キ
の

か
け
方
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。

①

通
常
の
場
合
は
非
装
着
車
と
同
じ
よ
う
に
ブ
レ
ー

キ
を
か
け
る
。

②

緊
急
時
、
急
ブ
レ
ー
キ
を
必
要
と
す
る
時
は
、
力

強
く
ブ
レ
ー
キ
を
一
杯
踏
み
込
む
。

こ
の
時
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク

(ブ

レ
ー
キ
ペ
タ
ル
が
ゴ

ト
ゴ
ト
反
応
す
る
)
に
驚
か
な
い
で
踏
み
続
け
る
こ

と
が
大
切
。

③

障
害
物
等
を
避
け
る
必
要
の
あ
る
時
は
、
②
の
よ

う
に
強
く
ブ
レ
ー
キ
を
一
杯
踏
み
続
け
な
が
ら
、
ハ

ン
ド
ル
を
切
り
、
障
害
物
等
を
避
け
る
。

以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
A
B
S
も

万
能
で
は
な
い
。
限
界
の
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
く
、
過

信
し
な
い
で
速
度
を
控
え
め
に
し
て
何
時
も
安
全
運
転
に

心
掛
け
る
必
要
が
あ
る
。

5

運
転
の
基
本
は
運
転
姿
勢

冬
期
の
安
全
運
転
に
つ
い
て
色
々
述
べ
て
き
た
が
、
冬

期
に
限
ら
ず
車
を
運
転
す
る
上
で
や
は
り
一
番
大
切
な
こ

と
は
運
転
姿
勢
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
読
者
の
方
も
含
め

一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
に
一
番
見
直
し
て
欲
し
い
の
も
運
転
姿

勢
で
あ
る
。

何
故
な
ら
、
一
般
道
路
を
運
転
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
勿

論
、
当
研
修
所
の
研
修
生
を
見
て
も
姿
勢
が
余
り
に
も
悪

い
か
ら
で
あ
る

(写
真
1
)。

具
体
的
に
は

①

シ
ー
ト
の
位
置
が
後
ろ
過
ぎ
る
。
(後
方
に
2

3

段
)

②

背
も
た
れ
の
位
置
が
倒
れ
過
ぎ
る
。
(後
方
に
2

3
段
)

そ
の
た
め
の
問
題
点
は

a

カ
ー
ブ
中
、
上
半
身
が
左
右
に
傾
き

セ行道

　
　

c
ブ
い

界

は
ク
な
る
限

　
　
　
　　
　　
　　

い
口
で
で
に

な
く
避
避
避

い
キ
回
回
回

て
-
が
は
り

い
し
た
)
よ

付
ブ
け
き
に

が
急
か
付
等

S
し
を
S
度

榔
見
)
綿
速

(
発
キ
(

、る

車
を
-
車
し
あ

a
重
し
b
但
が

7!′‐
　
　

写真 - 良くない運転姿勢



･
進
行
方
向
が
見
に
く
く
情
報
の
認
知
が
遅
れ
る
。

①

シ
ー
ト

一
杯
に
深
く
座
る
。
(お
尻
と
シ
ー
ト
の
間

あ
っ
た
安
全
な
運
転
行
動
を
と
る
よ
う
心
掛
け
て
冬
期
の

･
ハ
ン
ド
ル
を
持
つ
腕
に
力
が
入
り
、
ハ
ン
ド
ル
操

に
隙
間
を
開
け
な
い
)

ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

作
が
し
に
く
い
。

②

シ
ー
ト
を
前
後
に
合
わ
す
。
(ク
ラ
ッ
チ
や
プ
レ
ー

(階
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
安
全
運
転
中
央
研
修
所
教
官
)

･
車
幅
感
覚
が
狂
い
や
す
い
。

キ
を
一
杯
踏
ん
で
も
膝
に
余
裕
が
あ
る
)

b

ハ
ン
ド
ル
、
ペ
タ
ル
、
ス
イ
ッ
チ
類
か
ら
身
体
が

③

背
も
た
れ
を
合
わ
す
。
(
ハ
ン
ド
ル
を
切
っ
て
も
肩

離
れ
す
ぎ
て

と
シ
ー
ト
の
隙
間
が
開
か
な
い
)

･
ハ
ン
ド
ル
や
ス
イ
ッ
チ
の
操
作
が
し
に
く
い
。

④

ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
を
合
わ
す
。
(
ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
と
耳

･
緊
急
時
ブ
レ
ー
キ
が
踏
め
な
い
、
ま
た
緊
急
時
に

の
位
置
を
大
体
水
平
に
)

ブ
レ
ー
キ
が
緩
む
。

⑤

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
正
し
く
着
用
。
(ベ
ル
ト
を
腰
骨

･
腰
に
負
担
が
掛
か
り
、
疲
労
し
易
い
。

に
当
て
緩
み
を
取
る
)

等
の
問
題
が
発
生
し
て
、
と
て
も
安
全
運
転
が
で
き
る
状

こ
の
姿
勢
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
情
報
が
早
く
取
れ
る

態
で
は
な
い
。

た
め
運
転
に
余
裕
が
で
き
、
操
作
は
確
実
で
、
疲
労
が
軽

で
は
次
に
ど
の
よ
う
な
運
転
姿
勢
が
良
い
の
か
説
明
し

減
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
い
う
こ
と
は
な
い
。

読
者
の
皆
さ
ん
も
、
も
う
一
度
運
転
姿
勢
を
見
直
し
て

正
し
い
運
転
姿
勢
の
取
り
方

(写
真
2
)。

い
た
だ
き
た
い
。

お
わ
り
に

い
ろ
い
ろ
と
述
べ
た
が
、
殆
ど
の
事
柄
は
読
者
が
御
存

知
の
こ
と
と
思
う
。
し
か
し
ど
ん
な
に
沢
山
の
知
識
を
持

っ
て
い
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
安
全
運
転
は
で
き
な
い
。

一
番
大
切
な
こ
と
は
、
知
っ
て
い
る
事
柄
を
如
何
に
運
転

行
動
に
移
す
か
が
最
も
重
要
で
あ
る
。

、運転姿勢鳳

さ
あ
今
日
か
ら
は
、
危
険
に
対
す
る
感
受
性
を
高
め
道

路
環
境
の
変
化
に
対
し
て
情
報
を
い
ち
早
く
正
し
く
取
り
、

真

そ
の
都
度
反
射
的
に
反
応
す
る
の
で
な
く
、
変
化

(危
険

写

な
状
態
)
が
起
き
る
前
に
危
険
を
予
測
し
、
道
路
環
境
に

乙2 道々マセ 96.11



判決速報

　
　

新
潟
国
道
八
号
路
肩
バイ
ク
転
倒
事
件
控
訴
審
判
決

州

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係

一

は
じ
め
に

各
地
方
建
設
局
で
は
直
轄
国
道

(指
定
区
間
内
の
国

道
)
に
係
る
管
理
瑕
疵
訴
訟
を
所
管
し
て
い
る
が
、
今
年

の
夏
以
降
に
続
け
て
六
件
の
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
、
そ
の

す
べ
て
勝
訴
し
た
。

①
東
北
地
建
…
四
号
荻
崎
橋
転
落
事
件

②
関
東
地
建
…
三
五
七
号
湾
岸
道
路
二
段
交
差
点
衝
突

事
件

(以
上
、
先
月
号
で
紹
介
済
み
)

③
北
陸
地
建
…
八
号
路
肩
バ
イ
ク
転
倒
事
件

④
近
畿
地
建
二

六
一
号
橋
梁
ス
リ
ッ
プ
衝
突
事
件

⑤
四
国
地
建
"
一
一
号
橋
転
落
事
件

⑥
北
陸
地
建
…
四
九
号
側
溝
溢
水
事
件

本
稿
で
は
、
上
記
の
③
の
事
件
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

本
訴
訟
は
、
第
一
審
で
道
路
管
理
者
が
敗
訴
し
、
控
訴

し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
控
訴
審
に
お
い
て
道
路
管
理

者
の
主
張
が
認
め
ら
れ
逆
転
で
勝
訴
し
、
そ
の
後
原
告
側

か
ら
の
上
告
も
な
く
確
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
事
件
は
、
冬
期
に
お
け
る
雪
国
の
国
道
で
除
雪
し
た

雪
を
路
肩
に
溜
め
、
そ
れ
が
融
解
し
た
後
の
泥
に
、
先
行

車
両
を
左
側
か
ら
追
い
越
そ
う
と
し
た
原
付
バ
イ
ク
が
ス

リ
ッ
プ
し
ト
レ
ー
ラ
ー
に
轢
過
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。

冬
期
に
お
け
る
道
路
管
理
者
に
よ
る
路
肩
清
掃
の
限
界

と
、
原
付
バ
イ
ク
運
転
者
に
求
め
ら
れ
る
自
ら
の
安
全
運

転
義
務
と
の
比
較
考
量
を
ど
の
よ
う
に
行
う
べ
き
か
、
と

い
う
点
で
重
要
な
訴
訟
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
本
訴
訟
の
参
考
判
例
と
し
て
は

｢京
都
府
道
三

の
坂
ス
リ
ッ
プ
衝
突
事
件
｣
合
最
高
裁
、
道
路
管
理
瑕
疵
判

例

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
60
ペ
ー
ジ
)
な
ど
が
あ
り
、
｢道
路
管
理

瑕
疵
判
例

ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
｣
に

｢
ス
リ
ッ
プ
に
関
す
る
事

件
｣、
｢路
肩
部
分
で
起
こ
っ
た
事
件
｣
に
分
類
し
て
掲
載

し
て
い
る
の
で
、
併
せ
て
参
考
と
さ
れ
た
い
。

二

本
件
訴
訟
の
概
要

判
決
年
月
日
…
平
成
八
年
九
月
二
六
日

裁

判

所
…東
京
高
等
裁
判
所

第
一
審
提
訴
"
平
成
四
年
九
月
三
日

第
一
審
裁
判
所
…
新
潟
地
方
裁
判
所

第
一
審
判
決
…
平
成
六
年

道
路
管
理
者
敗
訴

(損
害
賠
償
請
求
一
部
認
容
、
過
失
相
殺
七
割
)



三

事
故
の
概
要
等

平
成
三
年
一
月
二
一
日
午
後
六
時
頃
(天
候
雨
)、
糸
魚

川
市
大
和
川
地
先
の
一
般
国
道
八
号
束
行
車
線
を
原
告
の

長
男
で
あ
る
、
当
時
高
校
一
年
生
の
亡
C
(以
下
、
｢被
害

者
｣
と
い
う
。)
が
学
校
か
ら
の
帰
宅
の
た
め
原
動
機
付
自

転
車

(以
下
、
｢被
害
車
両
｣
と
い
う
。)
で
走
行
中
、
当

該
地
付
近
が
渋
滞
し
て
い
た
た
め
、
渋
滞
車
両
を
車
両
の

　　　
　　

　　　　　　

る
し
し

　
　　　　　　　　　

　
　
　
　　
　

　　
　
　
　

　　
　
　
　　
　　　
　
　　
　

テ
ラ
秀
三
蕗
八
霧
然

　
　
　
　
　

　
　

　
　
　　

　
　　
　
　
　
　　

る
と
三

戸

事

三

/

　
　
　
　
　　

　
　
　

　
　

　　
　　
　
　
　
　

　

　　
　
　
　　
　　
　

　　　　
　　

　
　

　　　
　　
　　
　　　　
　
　
　

麗
子
.な

す
〆ラ
ン
そ
う訪
れ
茶
,

左
側
か
ら
追
い
越
そ
う
と
し
て
車
道
外
側
線

と
歩
道
緑
石
の
間
の
路
肩

(幅
員
○
･
七
八

m
)
を
走
行
し
た
と
こ
ろ
、
何
ら
か
の
要
因

で
被
害
車
両
が
緑
石
に
接
触
し
て
車
道
側
に

転
倒
し
、
折
か
ら
車
道
部
分
を
走
行
中
の
大

型
貨
物
自
動
車
(以
下
、
｢加
害
車
両
｣
と
い

う
。)
の
左
後
輪
に
轢
か
れ
死
亡
し
た
。

セ
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四

請
求
の
原
因

原
告
は
、
被
害
車
両
が
緑
石
に
接
触
し
た
原
因
は
路
肩

に
堆
積
し
放
置
さ
れ
た
泥
土

(除
雪
し
た
雪
が
溶
解
し
泥

だ
け
残
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
)
に
ハ
ン
ド
ル
を
と
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
、
道
路
管
理
者
は
泥
土
の
清
掃
を
怠
り
、

そ
の
よ
う
な
道
路
は
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い

る
も
の
で
あ
る
と
し
、
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と

し
て
国
家
賠
償
法
第
二
条
第
一
項
に
基
づ
き
国
を
、
ま
た
、

適
切
な
回
避
措
置
を
怠
っ
た
と
し
て
民
法
七
〇
九
条
等
に

基
づ
き
大
型
貨
物
自
動
車
の
運
転
手
及
び
会
社
を
被
告
と

し
て
、
損
害
賠
償
金
の
支
払
い
を
求
め
て
新
潟
地
方
裁
判

所
高
田
支
部
に
提
訴
し
た
。

五

第
一審
の
経
過

原
告
の
主
張

①
事
故
原
因
に
つ
い
て

本
件
事
故
は
路
肩
部
分
に
存
在
し
た
泥
土
に
よ
り
被
害

車
両
が
ス
リ
ッ
プ
し
、
転
倒
し
て
加
害
車
両
に
轢
過
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

②
路
肩
部
分
の
通
行
に
つ
い
て

本
件
路
肩
は
道
交
法
に
い
う
路
側
帯
で
な
く
、
原
動
機

付
自
転
車
の
通
行
が
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
そ
の
通
行
が
予

測
さ
れ
る
道
路
の
一
部
で
あ
り
、
車
道
が
渋
滞
し
て
い
る

場
合
に
、
路
肩
を
走
行
し
て
車
両
を
追
い
抜
い
て
い
く
こ

と
は
、
日
常
頻
繁
に
経
験
す
る
と
こ
ろ
で
原
動
機
付
自
転

車
に
必
要
不
可
欠
な
部
分
で
あ
る
。

③
道
路
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
に
つ
い
て

本
件
路
肩
に
は
、
厚
さ
三
伽
の
泥
土
が
堆
積
し
、
こ
れ

に
原
動
機
付
自
転
車
の
車
輪
が
は
ま
り
ハ
ン
ド
ル
を
と
ら

れ
た
も
の
で
、
道
路
管
理
者
に
お
い
て
は
、
道
路
を
常
時

良
好
な
状
態
に
保
ち
、
交
通
の
安
全
に
支
障
を
き
た
さ
な

い
よ
う
努
め
る
義
務
が
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ

を
怠
り
、
路
肩
に
約
三
釦
の
泥
土
の
堆
積
を
放
置
し
て
い

た
こ
と
は
、
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
。

被
告

(国
)
の
主
張

①
事
故
原
因
に
つ
い
て

本
件
事
故
は
、
被
害
車
両
が
何
ら
か
の
原
因
で
緑
石
に

衝
突
し
転
倒
し
た
も
の
で
あ
り
、
泥
土
と
事
故
の
因
果
関

係
は
な
い
。

②
路
肩
部
分
の
通
行
に
つ
い
て

路
肩
部
分
は
本
来
車
両
の
通
行
の
用
に
供
す
る
部
分
で

は
な
く
、
車
両
の
通
行
を
想
定
し
た
道
路
管
理
は
行
っ
て

い
な
い
。
ま
た
、
被
害
車
両
の
走
行
形
態
は
道
路
交
通
法

に
違
反
し
て
い
る
o

③
道
路
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
に
つ
い
て

本
件
路
肩
に
は
、
L
型
側
溝
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
降

雪
地
域
特
有
の
道
路
状
況

(路
肩
堆
雪
)
に
よ
る
融
雪
や

雨
水
等
と
と
も
に
流
れ
て
き
た
粉
塵
等
が
泥
土
と
し
て
堆

積
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

被
害
者
の
運
転
方
法
は
通
常
予
想
さ
れ
る
用
法
と
異
な

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
使
用
形
態
に
対
し
て
も
絶

対
的
な
安
全
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
は
道
路

管
理
者
に
は
な
い
。

六

第
三
審
一蝸判
決
の
要
旨

①
事
故
原
因
に
つ
い
て

本
件
路
肩
に
は
厚
さ
約
三
伽
の
泥
土
が
堆
積
し
、
事
故

現
場
の
タ
イ
ヤ
痕
の
長
さ
を
走
行
す
る
時
間
は
方
向
変
更

が
可
能
な
時
間
で
あ
る
の
に
、
こ
れ
を
行

っ
て
い
な
い
の

は
、
路
肩
に
堆
積
し
た
泥
土
の
た
め
に
ハ
ン
ド
ル
操
作
が

で
き
な
か
っ
た
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

②
路
肩
部
分
の
通
行
に
つ
い
て

路
肩
は
本
来
車
両
の
通
行
を
予
定
し
た
部
分
で
は
な
い

と
認
め
ら
れ
る
が
、
車
両
の
走
行
速
度
を
確
保
す
る
た
め

の
余
裕
幅
を
と
る
こ
と
に
よ
り
車
道
の
効
用
を
保
つ
と
い

う
趣
旨
も
、
含
ま
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
路
肩
は
そ

の
目
的
か
ら
し
て
車
両
が
一
時
的
に
車
道
を
は
み
出
し
て

走
行
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

本
件
事
故
現
場
に
お
い
て
は
、
大
型
車
が
傍
ら
を
通
行

す
る
場
合
は
、
原
動
機
付
自
転
車
が
路
肩
を
通
行
す
る
こ

と
も
予
期
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

路
肩
は
先
行
車
両
を
追
い
越
す
た
め
の
直
進
走
行
を
目

的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
と
の
道
路
管
理
者
の
主
張
自
体

は
首
肯
し
う
る
が
、
道
路
管
理
の
瑕
疵
判
断
に
お
い
て
走

行
態
様
を
区
別
す
る
の
は
相
当
で
な
く
過
失
相
殺
を
す
る

に
つ
き
考
慮
す
べ
き
事
情
で
あ
る
。

③
道
路
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
に
つ
い
て
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車
道
外
側
線
の
表
示
は
タ
イ
ヤ
切
削
や
泥
土
に
よ
り
は

っ
き
り
し
な
い
部
分
が
あ
っ
た
こ
と
、
泥
土
の
堆
積
も
三

釦
と
軽
妙
な
障
害
と
は
い
え
な
い
こ
と
、
二
か
月
以
上
も

路
肩
の
清
掃
を
せ
ず
に
泥
土
の
堆
積
を
放
置
し
て
い
た
こ

と
か
ら
す
る
と
本
件
路
肩
の
泥
土
の
堆
積
は
道
路
が
通
常

有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
く
も
の
で
あ
り
、
道
路
管
理
に
瑕

疵
が
あ
っ
た
と
認
め
る
の
が
相
当
。

④
過
失
相
殺
に
つ
い
て

被
害
者
に
は
道
路
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
方
法
で
運
転

す
べ
き
注
意
義
務
を
怠
っ
た
過
失
が
あ
り
、
過
失
相
殺
の

割
合
は
七
割
と
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

⑤
加
害
車
両
運
転
者
の
責
任
に
つ
い
て

大
型
貨
物
自
動
車
の
運
転
手
に
は
過
失
は
な
い
。

七

控
訴

第
一
審
判
決
に
つ
い
て
は
、
冬
期
に
お
け
る
降
雪
地
域

の
道
路
管
理
に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い
も
の
と
考
え
、
平

成
六
年
一
〇
月
五
日
に
東
京
高
等
裁
判
所
に
控
訴
し
た
。

(な
お
、
被
控
訴
人
よ
り
、
同
年
三
一月
七
日
に
附
帯

控
訴
が
提
起
さ
れ
た
)

八

控
訴
審
に
お
け
る
主
張
要
旨

ゆ

道
路
管
理
者
の
主
張

(補
充
･
追
加
)

①
事
故
原
因
に
つ
い
て

仮
に
三
m
の
泥
土
が
存
在
し
た
と
し
て
も
、
走
行
実
験

に
よ
れ
ば
通
常
走
行
に
は
ほ
と
ん
ど
影
響
な
い
も
の
で
あ

り
、
走
行
の
痕
跡
か
ら
も
ハ
ン
ド
ル
を
と
ら
れ
た
り
ス
リ

法
と
は
い
え
な
い
。

ツ
プ
を
し
た
痕
跡
は
証
拠
上
認
め
ら
れ
な
い
。

②

被
控
訴
人
の

②
路
肩
部
分
の
走
行
に
つ
い
て

被
害
者
の
運
転
方
法
は
渋
滞
し
て
い
る
車
両
を
左
側
か

ら
追
い
越
す
と
い
う
危
険
か
つ
道
路
交
通
法
に
違
反
し
て

い
る
行
為
で
あ
り
、
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

当
該
地
付
近
で
走
行
す
る
二
輪
車
を
目
視
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
路
肩
走
行
を
す
る
二
輪
車
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
左

側
か
ら
車
両
を
追
い
越
す
二
輪
車
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

路
肩
の
意
義
に
つ
い
は
第
一
審
の
主
張
を
繰
り
返
し
た
。

③
道
路
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
に
つ
い
て

本
件
事
故
現
場
は
積
雪
地
帯
で
あ
る
た
め
、
冬
期
に
は

相
当
量
の
降
雪
が
あ
り
、
路
肩
の
堆
積
の
融
雪
や
ス
パ
イ

ク
タ
イ
ヤ
等
の
車
粉
が
雨
水
等
に
洗
い
出
さ
れ
、
L
型
側

溝
底
部
に
泥
土
が
除
雪
時
に
除
去
し
き
れ
ず
に
堆
積
す
る

状
況
が
毎
年
の
よ
う
に
見
ら
れ
、
か
か
る
道
路
を
冬
期
に

通
行
す
る
運
転
者
は
、
降
雪
地
域
特
有
の
道
路
状
況
に
応

じ
た
安
全
な
運
転
が
特
に
求
め
ら
れ
、
一
時
的
に
路
肩
部

分
に
車
輪
を
乗
り
入
れ
る
車
両
は
本
来
の
車
道
と
は
違
う

こ
と
に
留
意
し
た
安
全
な
運
転
が
要
求
さ
れ
る
。

道
路
が
も
つ
安
全
性
は
、
完
璧
な
安
全
性
を
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
く
、
常
識
的
な
秩
序
あ
る

利
用
方
法
を
期
待
し
た
相
対
的
な
安
全
性
を
具
備
し
て
い

れ
ば
足
り
、
被
害
者
の
運
転
方
法
は
悪
条
件
下
に
、
先
行

す
る
大
型
車
に
対
し
道
交
法
二
八
条
一
項
違
反
の
左
側
追

越
を
試
み
た
も
の
で
あ
り
、
常
識
的
な
秩
序
あ
る
利
用
方

②

被
控
訴
人
の
主
張

(補
充
･
追
加
)

路
肩
上
の
泥
土
は
少
な
く
と
も
三
釦
あ
り
軽
微
な
障
害

と
は
言
え
な
い
。

走
行
実
験
結
果
は
天
候
や
被
験
者
の
認
識
等
、
前
提
条

件
が
異
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
泥
土
の
存
在
が
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
本
件
事
故
に
つ
い
て
は
更
な

る
影
響
が
推
定
さ
れ
る
。

降
雪
地
帯
の
幹
線
道
路
の
特
性
と
し
て
、
降
雪
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
車
線
や
路
肩
に
泥
土
が
発
生
･
堆
積
し
、

降
雪
期
こ
そ
頻
繁
に
清
掃
作
業
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
の

に
、
二
ヶ
月
以
上
も
清
掃
を
せ
ず
通
常
有
す
べ
き
安
全
性

を
欠
如
し
て
い
た
。

暗
く
て
雨
天
の
状
態
に
あ
っ
た
本
件
事
故
当
時
の
状
況

下
で
は
、
路
肩
に
泥
土
が
堆
積
し
て
い
る
こ
と
は
発
見
で

き
な
い
こ
と
で
あ
り
、
前
方
注
視
義
務
を
怠
っ
た
と
い
う

こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、
加
害
車
両
と
緑
石
の
間
隔
は
、
被
害
車
両
の
進

行
に
は
十
分
な
空
間
で
あ
り
、
進
入
行
為
そ
の
も
の
を
と

ら
え
て
本
件
事
故
の
一
因
と
見
る
の
は
不
当
で
あ
る
。

九

控
訴
審
判
決
の
要
旨

①
事
故
原
因
に
つ
い
て

本
件
路
肩
全
体
に
厚
さ
約
三
皿
の
泥
土
が
堆
積
し
て
い

た
わ
け
で
は
な
く
、
車
道
外
側
線
か
ら
緑
石
に
向
か
っ
て

次
第
に
厚
く
堆
積
し
、
ま
た
、
タ
イ
ヤ
痕
か
ら
は
、
ふ
ら
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つ
い
た
様
子
と
か
ス
リ
ッ
プ
し
た
形
跡
は
認
め
ら
れ
な
か

③
道
路
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
に
つ
い
て

っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
被
害
者
が
路
肩
上
の
泥
土
の
た

し
た
が
っ
て
、

に
尼

冷
ゞ

.責
し

め
に
ハ
ン
ド
ル
を
と
ら
れ
た
り
ス
リ
ッ
プ
し
た
と
は
に
わ

か
に
認
め
が
た
く
、
泥
土
の
堆
積
と
事
故
発
生
と
の
間
に

法
律
上
の
因
果
関
係
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

②
路
肩
部
分
の
走
行
に
つ
い
て

路
肩
は
、
車
両
の
走
行
速
度
を
確
保
す
る
た
め
の
余
裕

幅
を
と
る
こ
と
に
よ
り
車
道
の
効
用
を
保
つ
と
い
う
趣
旨

も
含
ま
れ
て
お
り
、
本
件
路
肩
に
お
い
て
は
車
両
が
路
肩

に
は
み
出
し
て
走
行
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
も
考
慮
す
る
と
、
道
路
管
理
者
は
、
本
件
路
肩
部
分
を

車
両
が
通
行
す
る
こ
と
も
考
慮
し
て
、
道
路
の
管
理
を
行

う
べ
き
義
務
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
件
路
肩
部
分
に
は
、
排
水
施
設
を

兼
用
し
た
L
字
型
側
溝
が
あ
り
、
道
路
上
の
雨
水
や
泥
土

等
が
L
字
型
側
溝
が
流
入
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

し
か
も
、
事
故
現
場
付
近
は
北
陸
地
方
の
豪
雪
地
帯
で
、

冬
期
に
降
積
雪
が
あ
り
、
路
肩
に
寄
せ
ら
れ
た
堆
積
や
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
等
の
粉
塵
等
も
か
な
り
出
て
、
こ
れ
ら
が

雨
水
等
の
た
め
に
泥
土
等
と
し
て
路
肩
部
分
に
集
ま
っ
て

堆
積
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
冬

期
に
走
行
す
る
車
両
の
運
転
者
は
、
か
か
る
状
況
も
念
頭

に
お
い
て
泥
土
の
少
な
い
車
道
部
分
を
な
る
べ
く
走
行
す

べ
き
で
あ
り
、
仮
に
路
肩
部
分
を
走
行
す
る
必
要
が
あ
る

場
合
に
は
、
堆
積
し
た
雪
や
泥
土
等
に
十
分
注
意
を
し
た

上
で
走
行
す
べ
き
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
路
肩
上
に
泥
土
が
堆
積
し
て
い
た
こ
と

か
ら
当
然
に
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で

は
な
く
、
堆
積
し
た
泥
土
厚
の
程
度
や
堆
積
泥
土
が
車
両

に
与
え
る
影
響
、
道
路
の
管
理
体
制
の
実
情
、
交
通
状
況

を
も
考
慮
し
て
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。

道
路
管
理
者
は
、
本
件
路
肩
清
掃
後
も
定
期
的
に
道
路

を
巡
回
し
て
道
路
の
異
常
の
有
無
を
把
握
し
て
お
り
、
一
、

二
月
は
降
積
雪
が
多
い
た
め
、
車
道
上
の
降
雪
を
排
除
、

路
肩
に
堆
積
さ
せ
る
な
ど
し
て
車
道
に
お
け
る
車
両
の
安

全
な
通
行
を
確
保
す
る
こ
と
を
中
心
に
管
理
し
て
い
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
本
件
路
肩
上
の
泥
土
堆
積
状
況
は
二
輪
車
の
通

常
走
行
に
は
余
り
影
響
が
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
車
道

の
効
用
を
保
つ
と
い
う
趣
旨
を
主
に
担
う
車
道
外
側
線
付

近
は
、
よ
り
影
響
が
な
い
こ
と
を
推
認
さ
れ
る
。

こ
れ
に
本
件
事
故
が
、
迫
越
し
禁
止
区
域
で
大
型
ト
レ

ー
ラ
ー
を
、
道
交
法
二
八
条
一
項
違
反
で
あ
る
左
側
か
ら

追
い
越
す
た
め
に
路
肩
を
走
行
し
て
発
生
し
て
い
る
こ
と

を
も
勘
案
す
る
と
、
泥
土
が
堆
積
し
て
い
た
と
し
て
も
、

二
輪
車
の
通
常
の
直
進
走
行
を
前
提
と
す
る
か
ぎ
り
、
前

記
認
定
の
程
度
の
厚
さ
の
泥
土
の
存
在
を
も
っ
て
、
道
路

の
路
肩
部
分
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
く
に
至
っ
て

い
る
と
ま
で
は
未
だ
認
め
が
た
い
。

(請
求
棄
却
、
道
路
管
理
者
勝
訴
)

一〇

判
決
の
確
定

そ
の
後
原
告
か
ら
の
上
告
は
な
く
、
本
判
決
は
確
定
し

た
。
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お
わ
り
に

本
事
件
は
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
冬
期
の
降
雪
地
域
に

お
け
る
道
路
管
理
を
行
う
上
で
非
常
に
重
要
な
事
件
で
あ

っ
た
と
考
え
る
o

第
一
審
の
判
決
に
お
い
て
は
、
道
路
管
理
者
側
の
積
極

的
な
主
張
に
も
か
か
わ
ら
ず
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
る
判

決
が
言
い
渡
さ
れ
当
局
と
し
て
も
当
惑
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
%控

訴
審
に
お
い
て
は
、
第
一
審
に
も
増
し
て
十
分
か
つ

的
確
な
主
張
を
繰
り
返
し
、
自
ら
走
行
実
験
も
行
っ
て
そ

の
結
果
を
証
拠
と
し
て
提
出
し
た
。

こ
れ
ら
が
功
を
奏
し
、
控
訴
審
で
は
道
路
管
理
者
の
主

張
を
認
め
る
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
事
件
に
お
い
て
、
前
途
あ
る
若
者
の
命
が
落
と
さ
れ

た
こ
と
に
は
お
慰
め
の
言
葉
も
な
い
が
、
今
後
の
道
路
管

理
の
た
め
に
は
こ
う
い
っ
た
事
案
で
敗
訴
判
決
を
残
さ
な

い
こ
と
が
最
良
の
選
択
で
あ
っ
た
と
信
じ
て
い
る
。

各
道
路
管
理
者
に
お
か
れ
て
も
安
易
な
解
決
に
流
れ
る

こ
と
な
く
、
冷
静
な
判
断
で
訴
訟
事
務
を
遂
行
さ
れ
た
い

と
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。



道
路
の
適
切
な
管
理
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
基
本
法
た

る
道
路
法
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
実
務
に

お
い
て
は
、
そ
の
解
釈
･
運
用
に
当
た
っ
て
様
々
な
検
討

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
が
非
常
に
多
い
と
思
わ
れ

る
oそ

こ
で
、
本
号
よ
り
各
種
会
議
等
に
お
い
て
出
さ
れ
た

も
の
を
中
心
に
事
例
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
と
し

た
。
な
お
、
見
解
に
当
た
っ
て
は
、
筆
者
の
個
人
的
見
解

で
あ
る
の
で
、
予
め
御
了
承
願
い
た
い
。

一
事
実
関
係

本
来
、
道
路
敷
地
は
道
路
管
理
者
の
所
有
で
あ
る

の
が
望
ま
し
い
の
で
あ
る
が
、
か
な
り
以
前
に
築
造

さ
れ
た
道
路
に
つ
い
て
は
、
そ
の
敷
地
を
地
元
協
力

に
よ
り
提
供
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
ま
れ
に
そ
の
土

地
の
所
有
権
を
移
転
せ
ず
に
現
在
に
至
っ
て
い
る
場

合
が
あ
り
、
道
路
区
域
内
に
一
部
個
人
所
有
の
土
地

が
存
在
す
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
現
状
の
道
路
形

態
及
び
付
近
の
土
地
形
状
と
法
務
局
備
え
付
け
地
積

図
と
が
一
致
せ
ず
、
現
道
路
内
に
個
人
所
有
の
土
地

が
あ
る
よ
う
な
形
に
な

っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
道
路
内
に
第
三
者
の
所
有
す
る
土
地
が
存

在
す
る
事
例
が
あ
る
が
、
こ
の
土
地
に
関
し
て
当
時

の
所
有
者
か
ら
内
容
の
引
継
ぎ
が
成
さ
れ
な
い
ま
ま

所
有
権
の
移
転
が
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
所
有
者
よ

り

｢個
人
の
所
有
権
が
あ
る
土
地
に
対
し
て
無
断
で

占
用
を
許
可
す
る
の
は
所
有
権
の
侵
害
に
な
る
の
で

は
｣
と
し
て
そ
の
土
地
に
出
さ
れ
た
道
路
の
占
用
許

可
の
是
非
を
問
わ
れ
て
い
る
。

二

問
題
点

敷
地
の
所
有
権
を
取
得
し
て
い
な
い
供
用
済
み
の

道
路
で
も
道
路
法
に
よ
っ
て
路
線
の
認
定
を
行
な
っ

て
い
る
の
で
、
道
路
法
第
三
十
二
条
に
よ
り
各
占
用

者
に
対
し
て
道
路
の
占
用
を
許
可
で
き
、
土
地
所
有

者
で
あ
る
第
三
者
の
承
認
は
必
要
な
い
も
の
と
判
断

し
て
お
り
、
ま
た
占
用
料
の
徴
収
に
つ
い
て
も
、
道

路
の
管
理
権
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
財
産
権
の
作

用
と
し
て
行
う
も
の
で
は
な
い
の
で
占
用
許
可
を
出

し
て
い
た
。

三

解

説

の

道
路
法
上
の
道
路
に
お
い
て
は
、
道
路
の
敷
地

の
権
原
を
通
常
は
当
該
敷
地
の
所
有
権
、
ほ
か
に

地
上
権
、
借
地
権
若
し
く
は
敷
地
所
有
者
の
承
諾

等
に
よ
っ
て
取
得
す
る
。
道
路
管
理
者
は
権
原
を

備
え
有
効
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
れ
ば
、
当
該

道
路
の
供
用
を
廃
止
す
る
ま
で
当
該
道
路
上
に
お

い
て
有
効
に
道
路
法

(以
下

｢法
｣
と
い
う
。)
上

の
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
占
用

に
関
し
て
は
法
第
三
十
二
条

(資
料
1
)
に
よ
り

許
可
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

②

し
か
し
、
本
件
の
よ
う
に
道
路
の
敷
地
の
所
有
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権
が
道
路
管
理
者
以
外
の
者
に
あ
る
場
合
又
は
当

該
敷
地
が
転
売
さ
れ
た
場
合
等
、
現
在
道
路
管
理

者
が
当
該
敷
地
の
権
原
を
備
え
て
い
る
か
が
不
明

で
あ
る
と
き
、
道
路
管
理
者
は
当
該
道
路
に
お
い

て
占
用
の
許
可
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
が
問
題

と
な
る
。

①

道
路
の
供
用
開
始
時
に
道
路
管
理
者
が
権
原

を
備
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る

場
合こ

の
場
合
は
、
形
態
上
道
路
が
存
在
し
て
い

て
も
道
路
管
理
者
は
当
然
占
用
の
許
可
を
行
う

こ
と
は
で
き
な
い
。

②

道
路
の
供
用
開
始
時
に
道
路
管
理
者
が
権
原

を
備
え
て
い
た
か
が
不
明
で
あ
る
場
合

こ
の
場
合
は
、
形
態
上
道
路
が
存
在
し
て
い

れ
ば
、
道
路
管
理
者
が
権
原
を
備
え
て
い
な
か

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
ま
で
は
、
行
政
法

上
の
公
定
力
に
よ
っ
て
権
原
を
備
え
て
い
る
と

み
な
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
長
年
道
路
が
形
態

上
存
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
敷
地
所
有
者
に

よ
っ
て
権
原
に
つ
い
て
の
黙
示
の
承
認
が
な
さ

れ
た
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
道
路
管
理
者
は
占
用
の
許
可
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

③

道
路
の
供
用
開
始
時
に
は
道
路
管
理
者
が
権

原
を
備
え
て
い
た
が
、
そ
の
後
道
路
管
理
者
が

道
路
敷
の
対
抗
要
件
を
欠
く
こ
と
と
な
る
等
に

よ
り
道
路
敷
の
権
原
を
対
抗
で
き
な
く
な
っ
た

場
合公

物
管
理
権
の
根
拠
は
権
原
に
あ
る
た
め
、

供
用
開
始
時
だ
け
で
な
く
現
在
に
お
い
て
も
権

原
を
対
抗
で
き
な
け
れ
ば
、
道
路
管
理
者
は
道

路
管
理
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
説
も
あ
る
。
し
か
し
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に

最
高
裁
は
、
供
用
開
始
に
よ
っ
て
生
じ
た
公
用

制
限
は
権
原
の
得
喪
と
は
無
関
係
に
存
続
す
る

と
い
う
立
場
を
と
り
、
道
路
管
理
権
は
そ
の
公

用
制
限
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
た
め
、
一
旦
道

路
管
理
者
が
権
原
を
備
え
有
効
に
道
路
の
供
用

を
開
始
す
れ
ば
、
道
路
の
供
用
を
廃
止
す
る
ま

で
の
間
は
、
公
共
用
物
と
し
て
の
道
路
の
目
的

を
達
成
す
る
こ
と
の
必
要
性
か
ら
、
そ
の
後
権

原
を
対
抗
で
き
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
当
該

道
路
に
対
し
て
は
道
路
法
が
適
用
さ
れ
る
と
解

す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
道
路
管
理
者

は
、
法
第
三
十
二
条
に
よ
り
占
用
の
許
可
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
問
題
が
発
生
し
た
後
に
お
い
て
、
①
、

②
、
③
い
ず
れ
の
場
合
も
確
実
な
権
原
を
取
得
す

る
よ
う
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

3

と
こ
ろ
で
、
道
路
敷
の
所
有
権
を
道
路
管
理
者

以
外
の
者

(以
下

｢甲
｣
と
い
う
。)
が
有
す
る
場

合
、
道
路
管
理
者
は
占
用
の
許
可
を
す
る
に
当
た

0
/

っ
て
甲
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
か
。
4

ま
た
、
甲
は
道
路
敷
の
所
有
権
に
基
づ
き
、
道
路

管
理
者
が
行
う
道
路
の
占
用
の
許
可
を
妨
害
行
為

と
し
て
そ
の
排
除
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
道
路
の
占
用
の
許
可
は
、
道
路
管
理

者
の
み
が
道
路
管
理
権
に
基
づ
き
原
則
自
由
裁
量

で
行
う
権
限
で
あ
り
、
権
原
を
備
え
て
供
用
を
開

始
し
た
道
路
で
あ
れ
ば
有
効
に
こ
れ
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
甲
の
同
意
は
占
用
の
許

可
の
要
件
で
は
な
い
。
ま
た
、
道
路
法
上
の
道
路

に
お
い
て
は
、
法
第
四
条

(資
料
1
)
に
お
い
て
、

所
有
権
の
移
転
、
抵
当
権
の
設
定
及
び
移
転
以
外

の
私
法
上
の
権
利
に
つ
い
て
は
、
行
使
す
る
こ
と

を
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
甲
は
、
所
有

権
に
基
づ
き
道
路
敷
に
お
け
る
道
路
管
理
者
の
権

限
の
行
使
を
妨
害
行
為
と
し
て
、
そ
の
排
除
を
求

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

④

仮
に
甲
が
、
当
該
土
地
が
道
路
敷
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
ず
転
売
を
受
け
た
者
で

あ
り
、
登
記
を
備
え
て
い
る
場
合
に
、
道
路
管
理

者
が
対
抗
要
件
を
欠
く
た
め
道
路
敷
の
使
用
権
原

を
も
っ
て
甲
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
と
す
る
と
、
法
第
四
条
に
お
い
て
規
定
さ
れ
る

私
権
の
制
限
は
甲
に
対
し
て
及
ば
ず
、
甲
は
所
有
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権
に
基
づ
き
道
路
敷
に
お
け
る
道
路
管
理
者
の
権

限
の
行
使
を
妨
害
行
為
と
し
て
そ
の
排
除
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

法
第
四
条
に
よ
る
私
権
の
制
限
は
、
道
路
敷
使

用
の
権
原
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
当
該
道
路

が
有
効
に
公
の
用
に
供
せ
ら
れ
た
結
果
発
生
す
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
道
路
管
理
者
が
対
抗
要
件
を

欠
く
た
め
道
路
敷
の
使
用
権
原
を
も
っ
て
甲
に
対

抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
敷

地
所
有
権
に
加
え
ら
れ
た
私
権
の
制
限
は
消
滅
し

な
い
。
仮
に
甲
が
当
該
土
地
が
道
路
敷
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
ず
転
売
を
受
け
た
者

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
甲
は
制
限
が
加
わ
っ
た
状

態
に
お
け
る
土
地
所
有
権
を
取
得
し
た
に
す
ぎ
な

い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
(最
判
昭
和
四
四
年
三
一

月
四
日
同
旨
)し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
も
甲
は
所

有
権
に
基
づ
き
道
路
敷
に
お
け
る
道
路
管
理
者
の

権
限
の
行
使
を
妨
害
行
為
と
し
て
そ
の
排
除
を
求

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
実
務
上
は
道
路
管
理
者
は
甲
に
対
し

て
事
前
に
占
用
の
許
可
を
す
る
旨
を
通
知
す
る
こ

と
は
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

5

ま
た
、
占
用
料
は
、
特
定
人
に
対
し
て
特
別
使

用
と
し
て
認
め
ら
れ
た
占
用
の
許
可
に
よ
っ
て
増

加
し
た
公
共
用
物
の
管
理
費
用
を
徴
収
す
る
こ
と

で
道
路
の
一
般
使
用
者
と
の
負
担
の
公
平
を
図
る

と
い
う
観
点
か
ら
徴
収
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
道

路
管
理
者
の
財
産
権
に
基
づ
き
徴
収
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
道
路
管
理
者
が
道
路
敷
の

所
有
権
を
有
し
て
い
な
く
て
も
、
占
用
料
を
徴
収

す
る
こ
と
は
で
き
る
。

な
お
、
所
有
権
を
取
得
せ
ず
地
上
権
等
に
よ
り

道
路
敷
の
権
原
を
取
得
す
る
場
合
、
直
轄
国
道
に

お
い
て
は
、
占
用
料
の
徴
収
を
前
提
と
し
て
い
る

場
合
を
除
き
、
占
用
料
は
徴
収
し
な
い
こ
と
と
し

て
い
る
。
(昭
和
園
二
年
道
政
発
第
九
〇
号
道
路
局

長
通
達
、
記
3
②
困
@
圈
)
(資
料
2
)

(資
料
ー
)

道
路
法

(昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
)

(私
権
の
制
限
)

第
四
条

道
路
を
構
成
す
る
敷
地
、
支
壁
そ
の
他
の
物
件
に
つ
い
て

は
、
私
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
但
し
、
所
有
権
を
移

転
し
、
又
は
抵
当
権
を
設
定
し
、
若
し
く
は
移
転
す
る
こ
と
を
妨

げ
な
い
。

(道
路
の
占
用
の
許
可
)

第
三
十
二
条

道
路
に
左
の
各
号
の
一
に
掲
げ
る
工
作
物
、
物
件
又

は
施
設
を
設
け
、
継
続
し
て
道
路
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に

お
い
て
は
、
道
路
管
理
者
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

電
柱
、
電
線
、
変
圧
塔
、
郵
便
差
出
箱
、
公
衆
電
話
所
、
広

告
塔
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
工
作
物

二

水
管
、
下
水
道
管
、
ガ
ス
管
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
件

三

鉄
道
、
軌
道
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設

四

歩
廓
、
雪
よ
け
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設

五

地
下
街
、
地
下
室
、
通
路
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設

六

露
店
、
商
品
置
場
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設

七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
外
、
道
路
の
構
造
又
は
交
通

に
支
障
を
及
ぼ
す
虞
の
あ
る
工
作
物
、
物
件
又
は
施
設
で
政
令

で
定
め
る
も
の

2

前
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
左
の
各
号
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
道
路
管
理
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

道
路
の
占
用

(道
路
に
前
項
各
号
の
一
に
掲
げ
る
工
作
物
、

物
件
又
は
施
設
を
設
け
、、継
続
し
て
道
路
を
使
用
す
る
こ
と
を

い
う
。
以
下
同
じ
。)
の
目
的

二

道
路
の
占
用
の
期
間

三

道
路
の
占
用
の
場
所

四

工
作
物
、
物
件
又
は
施
設
の
構
造

五

工
事
実
施
の
方
法

六

工
事
の
時
期

七

道
路
の
復
旧
方
法

3

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者

(以
下

｢道
路
占
用

者
｣
と
い
う
。)
は
、
前
項
各
号
を
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と

す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
変
更
が
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に

支
障
を
及
ぼ
す
虞
の
な
い
と
認
め
ら
れ
る
軽
易
な
も
の
で
政
令
で

定
め
る
も
の
で
あ
る
場
合
を
除
く
外
、
あ
ら
か
じ
め
道
路
管
理
者

の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
係
る
行
為
が
道
路
交

通
法
第
七
十
七
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
で
あ
る

場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
は
、

当
該
地
域
を
管
轄
す
る
警
察
署
長
を
経
由
し
て
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
警
察
署
長
は
、
す
み
や
か
に
当

該
申
請
書
を
道
路
管
理
者
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5

道
路
管
理
者
は
、
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を

与
え
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
許
可
に
係
る
行
為
が
道

路
交
通
法
第
七
十
七
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
で

あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
当
該
地
域
を
管
轄
す
る
警
察
署
長
に

協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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(資
料
2
)

道
路
法
施
行
令
及
び
道
路
整
備
特
別
措
置
法
施
行

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
施
行
に
つ
い
て

(昭
和
四
二
年
一
一
月
一
三
H
道
政
発
第
九
〇
号

各
地
方
建
設
局
長
あ
て

道
路
局
長
通
達
)

最
終
改
正

平
成
八
年
一
月
二
六
日

建
設
省
道
政
発
第
二
号

昭
和
四
二
年
一
〇
月
二
六
日
付
け
政
令
第
三
三
五
号
で
別
添
の
と

お
り
道
路
法
施
行
令
及
び
道
路
整
備
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
が
公
布
、
施
行
さ
れ
た
の
で
、
左
記
事
項
に
留
意
の

上
、
そ
の
運
用
に
憤
慨
の
な
い
よ
う
に
さ
れ
た
い
o

記

工
事
開
始
等
の
告
示

指
定
区
間
の
一
般
国
道
に
お
い
て
建
設
大
臣
が
工
事
を
行
な
う

場
合
の
工
事
の
開
始
又
は
完
了
の
告
示
を
行
な
わ
な
い
こ
と
と
し

た
。な

お
、
定
期
バ
ス
の
連
行
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
工
事
の
内

容
が
定
期
バ
ス
の
連
行
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
場
合
、
例
え
ば
、

工
事
の
実
施
に
当
該
道
路
が
通
行
禁
止
又
は
一
方
通
行
の
措
置
を

必
要
と
す
る
と
き
、
バ
ス
の
停
留
所
の
移
動
を
必
要
と
す
る
と
き

等
の
場
合
に
は
、
工
事
の
開
始
又
は
完
了
の
日
を
あ
ら
か
じ
め
所

轄
地
方
運
輸
局
陸
運
支
局
長
に
通
知
す
る
こ
と
。

占
用
物
件
の
追
加

高
速
自
動
車
国
道
又
は
自
動
車
専
用
道
路
の
区
域
に
お
い
て
、

道
路
の
占
用
物
件
と
し
て
休
憩
所
、
給
油
所
及
び
自
動
車
修
理
所

を
追
加
し
た
。

こ
れ
ら
の
占
用
物
件
の
許
可
基
準
に
つ
い
て
は
、
別
途
通
達
す

る
予
定
で
あ
る
が
、
許
可
に
当
た
っ
て
は
当
局
と
事
前
協
議
す
る

こ
1と
0

3

占
用
料
の
額

の

第
十
九
条
の
二
第
一
項

の

占
用
の
期
間
が
翌
年
度
以
後
に
わ
た
る
場
合
は
、
各
年
度

ご
と
に
占
用
料
を
算
出
し
て
徴
収
す
る
。

回

一
件
の
占
用
許
可
に
係
る
各
年
度
ご
と
の
占
用
料
の
額
が

一
〇
〇
円
に
満
た
な
い
場
合
は
、
占
用
料
の
額
を
一
〇
〇
円

と
す
る
。

②

第
十
九
条
の
二
第
二
項

の

第
百
万

国
有
林
野
事
業
、
印
刷
事
業
、
造
幣
事
業
、
ア
ル
コ
ー
ル

専
売
事
業
及
び
地
方
財
政
法
第
六
条
に
規
定
す
る
公
営
企
業

に
係
る
占
用
料
は
、
徴
収
し
な
い
。

な
お
、
上
記
以
外
の
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
行
な
う
事

業
に
係
る
占
用
料
は
、
法
第
三
十
九
条
第
一
項
、
令
第
十
九

条
及
び
道
路
法
施
行
規
則
第
四
条
の
五
に
よ
り
徴
収
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
及
び
地

方
公
共
団
体
の
行
な
う
事
業
の
た
め
の
占
用
物
件
に
係
る
占

用
料
は
全
て
徴
収
し
な
い
こ
と
と
な
る
o

⑬

第
二
号

④

日
本
鉄
道
建
設
公
団
が
建
設
し
又
は
災
害
復
旧
工
事
を

行
な
う
鉄
道
施
設
に
係
る
占
用
料
は
、
徴
収
し
な
い
。

◎

鉄
道
事
業
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
鉄
道
事
業
で

一
般
の
需
要
に
応
ず
る
も
の
の
用
に
供
す
る
施
設

(本
線
、

支
線
及
び
車
庫
へ
の
引
込
線
)
及
び
同
条
第
五
項
に
規
定

す
る
策
道
事
業
で
一
般
の
需
要
に
応
ず
る
も
の
の
用
に
供

す
る
施
設

(以
下

｢鉄
道
等
｣
と
い
う
。)
に
係
る
占
用
料

(主
と
し
て
地
下
鉄
の
形
態
に
よ
り
鉄
道
事
業
を
経
営
す

る
者
の
保
有
す
る
鉄
道
等
に
係
る
も
の
を
除
く
。)は
、
次

に
よ
る
。

な
お
、
軌
道
法
に
基
づ
く
軌
道
に
係
る
占
用
料
は
、
軌

道
法
に
基
づ
く
命
令
が
未
制
定
の
た
め
徴
収
で
き
な
い
。

9

道
路
が
鉄
道
の
敷
地
を
使
用
す
る
場
合
無
償
で
あ
る

と
き
は
、
当
該
鉄
道
等
に
係
る
占
用
料
は
、
徴
収
し
な

い
。

□

道
路
が
鉄
道
等
の
敷
地
を
使
用
す
る
場
合
有
償
で
あ

る
と
き
は
、
当
該
鉄
道
等
に
係
る
占
用
料
は
、
政
令
で

定
め
る
額
を
徴
収
す
る
。

帥

削
除

⑯

主
と
し
て
地
下
鉄
の
形
態
に
よ
り
鉄
道
事
業
を
経
営
す

る
者
の
保
有
す
る
鉄
道
等
に
係
る
占
用
料
は
次
の
と
お
り

と
す
る
。

H

帝
都
高
速
度
交
通
営
団
の
保
有
す
る
鉄
道
等
に
係
る

占
用
料
は
、
路
上
施
設

(通
風
孔
、
出
入
口
等
)
に
係

る
も
の
を
除
き
徴
収
し
な
い
。

□

国
、
地
方
公
共
団
体
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
公
法
人
か

ら
出
資
を
受
け
、
主
と
し
て
公
共
的
な
目
的
を
も
っ
て

設
立
さ
れ
た
事
業
主
体
の
保
有
す
る
鉄
道
等
に
係
る
占

用
料
は
、
規
則
で
定
め
る
額
に
二
五
%
を
上
限
と
し
て

地
方
建
設
局
長
等
が
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す

る“o

⑭

H
又
は
□
に
該
当
し
な
い
鉄
道
等
に
係
る
占
用
料
は
、

政
令
で
定
め
る
額
を
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。

回

第
三
号

公
職
選
挙
法
に
よ
る
選
挙
運
動
の
た
め
に
使
用
す
る
物
件

に
係
る
占
用
料
は
、
徴
収
し
な
い
。

回

第
四
号

⑩

街
灯

(ア
ー
チ
型
の
も
の
を
除
く
。)
に
係
る
占
用
料

は
、
徴
収
し
な
い
。

◎

農
道
、
林
道
そ
の
他
の
公
共
道
路

(公
衆
が
常
時
交
通

の
一
環
と
し
て
通
行
し
て
い
る
道
路
)
に
係
る
占
用
料
は
、

徴
収
し
な
い
。

⑮

駐
車
場
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
と

し
て
決
定
さ
れ
た
路
外
駐
車
場
に
係
る
占
用
料
は
、
政
令

で
定
め
る
額
の
二
五
%
の
額
と
す
る
。

㈱

第
五
号

④
占
用
料
を
徴
収
し
な
い
物
件

H

道
路
の
附
属
物
を
無
償
で
添
加
し
て
い
る
電
柱
又
は

電
話
柱

口

占
用
物
件
た
る
電
柱
又
は
電
話
柱
を
支
え
て
い
る
支
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a

公
共
的
団
体
が
設
置
す
る
有
線
放
送
電
話
柱

四

公
益
法
人
が
設
置
す
る
有
線
テ
レ
ビ

(C
A
T
V
)

電
柱
及
び
そ
の
支
柱
、
架
空
の
道
路
横
断
電
線
及
び
各

戸
引
込
電
線

㈲

公
共
的
団
体
又
は
電
気
業
者
若
し
く
は
電
気
通
信
事

業
法

(昭
和
五
九
年
法
律
第
八
六
号
)

第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第
一
種
電
気
通
信
事
業

者

(以
下
｢第
一
種
電
気
通
信
事
業
者
｣
と
い
う
。)
が

設
け
る
架
空
の
道
路
横
断
電
線
及
び
各
戸
引
込
電
線

開

ガ
ス
、
電
気
、
電
気
通
信

(第
一
種
電
気
通
信
事
業

者
の
設
け
る
も
の
に
限
る
。)、
水
道
及
び
下
水
道
の
各

戸
引
込
埋
設
管

㈲

公
共
的
団
体
が
設
け
る
水
管
及
び
下
水
道
管

内

積
雪
の
度
が
は
な
は
だ
し
い
地
域
に
お
け
る
が
ん
ぎ

拇

塩
及
び
郵
便
切
手
の
販
売
場
所
を
示
す
規
格
化
さ
れ

た
看
板

(店
舗
に
取
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
一
店
舗
一

個
に
限
る
。)

田

無
料
で
不
特
定
多
数
に
解
放
し
て
い
る
公
園
、
広
場

及
び
運
動
場

囮

か
ん
が
い
排
水
施
設
そ
の
他
農
業
用
地
の
保
全
又
は

利
用
上
必
要
な
施
設

団

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
く
ず
か
ご
、
灰
皿
、
花
壇
、
掲
示

板
等
で
営
利
目
的
が
な
く
交
通
安
全
、
道
路
の
美
化
及

び
公
衆
の
利
便
に
著
し
く
寄
与
す
る
物
件

鰯

地
上
権
等
に
よ
り
道
路
敷
の
権
原
を
取
得
し
、
道
路

を
築
造
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
道
路
敷
内
の
占
用
物

件
た
だ
し
、
地
上
権
等
設
定
の
際
占
用
料
徴
収
を
前
提

と
し
て
い
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

問

前
各
号
に
掲
げ
る
物
件
の
ほ
か
、
慣
行
等
か
ら
占
用

料
を
徴
収
す
る
こ
と
が
不
適
当
で
あ
る
と
地
方
建
設
局

長
が
認
め
た
物
件

⑲

占
用
料
を
減
額
す
る
物
件
及
び
そ
の
減
額
率

け

民
営
の
水
道
事
業

(専
用
水
道
事
業
を
除
く
。)
に
係

る
占
用
物
件

政
令
で
定
め
る
額
の
五
0
%

□

バ
ス
停
留
所
標
識
、
地
下
鉄
出
入
ロ
案
内
標
識
及
び

バ
ス
停
留
所

政
令
で
定
め
る
額
の
五
0
%

爵

駐
車
場

(駐
車
場
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る

都
市
計
画
と
し
て
決
定
さ
れ
た
路
外
駐
車
場
を
除

く
。)

政
令
で
定
め
る
額
の
五
0
%

佃

公
安
委
員
会
の
設
置
す
る
交
通
信
号
灯
を
無
償
で
添

加
し
て
い
る
電
気
事
業
者
又
は
第
一
種
電
気
通
信
事
業

者
の
設
置
す
る
電
柱
又
は
電
話
柱

政
令
で
定
め
る
額

の
五
0
%

㈲

公
益
法
人
が
設
け
る
有
線
テ
レ
ビ

(C
A
T
V
)
の

架
空
道
路
縦
断
電
線

政
令
で
定
め
る
額
の
五
○
%

㈹

削
除

間

前
各
号
に
掲
げ
る
物
件
の
ほ
か
、
慣
行
塔
か
ら
政
令

で
定
め
る
額
の
占
用
料
を
徴
収
す
る
こ
と
が
不
適
当
で

あ
る
と
地
方
建
設
局
長
が
認
め
た
物
件

地
方
建
設
局

長
が
定
め
る
減
額
率

③

占
用
料
の
特
例

(経
過
措
置
)

の

甲
地
に
お
い
て
新
規
に
設
け
ら
れ
る
占
用
物
件
で
あ
る
広

告
塔
、
上
空
に
設
け
る
通
路
、
地
下
に
設
け
る
道
路
、
道
路

法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
施
設
、
看
板
、
旗

ざ
お
、
幕
、
ア
ー
チ
並
び
に
道
路
法
施
行
令
第
七
条
第
二
号

に
掲
げ
る
工
事
用
施
設
及
び
同
条
第
三
号
に
掲
げ
る
工
事
用

材
料
の
占
用
料
の
額
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
現
行
の
占

用
料
の
額
の
二
倍
を
限
度
と
す
る
も
の
と
す
る
。

回

既
存
の
占
用
物
件
に
つ
い
て
占
用
料
が
増
額
と
な
る
場
合

に
お
け
る
占
用
料
の
額
の
特
例

(経
過
措
置
)
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
よ
り
難
い
特
別
の
事
情
が

存
す
る
場
合
に
は
、
地
方
建
設
局
長
若
し
く
は
沖
縄
総
合
事

務
局
長
は
別
に
特
例
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑭

ガ
ス
管

(大
ロ
ガ
ス
事
業
の
用
に
供
す
る
も
の
を
除

く
。)
又
は
電
柱
、
電
線
若
し
く
は
公
衆
電
話
所

(第

一
種

電
気
通
信
事
業
者
が
そ
の
事
業
の
用
に
供
す
る
も
の
に
限

る
。)平

成
八
年
度
以
降
の
各
年
度
の
占
用
料
の
額
は
、
道
路

占
用
許
可
事
務
を
行
っ
て
い
る
各
事
務
所
に
対
し
占
用
料

の
支
払
業
務
を
行
っ
て
い
る
事
業
所
ご
と
に
算
出
し
た
占

用
料
の
額
が
前
年
度
の
占
用
料
の
額
に
一
･
一
を
乗
じ
て

得
た
額

(以
下

｢調
整
占
用
料
額
｣
と
い
う
。
)
を
越
え
る

場
合
に
は
、
当
該
調
整
占
用
料
額
と
す
る
。

◎

@
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
占
用
物
件
に
係
る
占
用
料
の

額
平
成
八
年
度
以
降
の
各
年
度
の
占
用
料
の
額
は
、
各
占

用
物
件
ご
と
に
算
出
し
た
占
用
料
の
額
が

｢調
整
占
用
料

額
｣
を
越
え
る
場
合
に
は
、
当
該
調
整
占
用
料
額
と
す
る
。

回

相
模
原
市
の
区
域
に
係
る
既
存
の
占
用
物
件
の
占
用
料
に

つ
い
て
は
、
所
要
の
経
過
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

@

別
表
適
用
の
運
用

の

削
除

回

別
表
中
備
考
6
の
計
算
は
、
占
用
物
件
一
個
ご
と
に
行
う
。

回

占
用
料
の
額
が
月
額
で
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
月
の
計

算
は
、
民
法
第
百
四
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
。

特
殊
な
占
用
物
件
の
別
表
適
用

=

｢法
第
三
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
工
作
物
｣
の
項

の

｢第
1
種
電
柱
、
第
2
種
電
柱
、
第
3
種
電
柱
｣
の
項

ガ

ス
事
業
者
が
設
け
る
磁
器
防
食
の
た
め
の
電
力
引
込
柱
に
つ

い
て
は
、
本
項
を
適
用
す
る
。

回

｢第
1
種
電
話
柱
、
第
2
種
電
話
柱
、
第
3
種
電
話
柱
｣
の

項

電
気
事
業
者
が
設
け
る
電
力
保
安
通
信
設
備

(独
立
電

話
柱
)
に
つ
い
て
は
、
本
項
を
適
用
す
る
。

回

｢そ
の
他
の
柱
類
｣
の
項

支
線
柱
に
つ
い
て
は
、
本
項
を

適
用
す
る
。

同

｢路
上
に
設
け
る
変
圧
器
｣
の
項

路
上
に
設
け
る
開
閉

器
、
低
圧
分
岐
措
置
、
高
圧
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
等
に
つ
い
て
は
、

本
項
を
適
用
す
る
。

㈱

｢地
下
に
設
け
る
変
圧
器
｣
の
項

地
下
に
設
け
る
開
閉

器
、
低
圧
分
岐
措
置
、
高
圧
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
等
に
つ
い
て
は
、

本
項
を
適
用
す
る
。

H

｢変
圧
塔
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
及
び
公
衆
電
話

所
｣
の
項

ガ
ス
事
業
者
が
地
上
に
設
け
る
ガ
ス
制
圧
塔
、
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パ
ー
ソ
ナ
ル
･
ハ
ン
デ
ィ
ホ
ン
･
シ
ス
テ
ム
無
線
基
地
局
及

び
光
ア
ク
セ
ス
装
置
に
つ
い
て
は
、
本
項
を
適
用
す
る
。

=

｢そ
の
他
の
も
の
｣
の
項

バ
ス
待
合
所
、
時
刻
表
示
板
及

び
非
常
用
救
助
袋
固
定
環
(
一
対
で
一
評
と
す
る
。)
に
つ
い

て
は
、
本
項
を
適
用
す
る
。

②

｢法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
物
件
｣
の
項

の

削
除

⑬

削
除

③

｢法
第
三
十
三
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
施
設
｣
の
項

鉱
石
運
搬
の
た
め
の
策
動
及
び
そ
の
保
安
施
設
に
つ
い
て
は
、

本
項
を
適
用
す
る
。

拗

｢法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
施
設
｣
の
項

｢そ
の
他
の
も
の
｣
の
項

地
下
駐
車
場
、
通
路

(上
空
又
は

地
下
に
設
け
る
も
の
以
外
の
も
の
)
及
び
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
に

つ
い
て
は
、
本
項
を
適
用
す
る
。

◎

｢法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
施
設
｣
の
項

コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
、
靴
み
が
き
及
び
新
聞
売
り
に
つ
い
て
は
、

本
項
を
適
用
す
る
。

◎

｢第
七
条
第
一
号
に
掲
げ
る
物
件
｣
の
項

の

｢看
板
｣の
項

シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ー
及
び
サ
イ
ン
ポ
ー
ル

に
つ
い
て
は
、
本
項
を
適
用
す
る
。

回

｢標
識
｣の
項

商
店
、
会
社
、
商
品
名
を
表
示
せ
ず
理
容

所
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
等
の
業
種
を
示
す
マ
ー
ク
及
び
工
場
、

寮
等
へ
の
道
程
を
示
す
案
内
板
及
び
バ
ス
停
留
所
標
識
に
つ

い
て
は
、
本
項
を
適
用
す
る
。

回

｢ア
ー
チ
｣
の
項

ア
ー
チ
型
の
街
灯
に
つ
い
て
は
、
本
項

を
適
用
す
る
。

そ
の
他

ゆ

占
用
者
以
外
の
者
が
占
用
物
件
に
新
た
な
物
件
を
添
加
し
た

場
合
及
び
占
用
者
が
自
己
の
占
用
物
件
に
占
用
目
的
外
の
物
件

を
新
た
に
添
加
し
た
場
合
に
は
、
当
該
物
件
に
つ
い
て
別
途
別

表
に
定
め
る
占
用
料
を
徴
収
す
る
。

②

更
新
も
れ
の
占
用
物
件
は
、
新
規
古
用
と
し
て
処
理
す
る
。

③

新
規
の
占
用
物
件
に
つ
い
て
は
、
減
免
の
適
用
を
受
け
る
も

の
を
除
き
、
政
令
で
定
め
る
占
用
料
の
額
を
徴
収
す
る
。

国

督
促
状
を
発
す
る
場
合
、
督
促
状
に
指
定
す
る
納
付
す
べ
き

期
限
は
、
そ
の
発
行
の
日
か
ら
二
〇
日
以
上
三
O
R
以
内
と
す

る
↓。

別
添
[略
]

鰔
濃藁
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高松方面 (翁 一
は
じ
め
に

平
成
八
年
一
〇
月
二
一
目
に
、井
内
川
橋
事
件
(
一

般
国
道
一
一
号
井
内
川
橋
歩
行
者
転
落
負
傷
事
故
…

事
件
名

平
成
六
年

(ネ
)
第
一
〇
六
三
号

損
害

賠
償
請
求
控
訴
事
件
)
の
第
二
審
で
一
審
に
続
き
控

訴
棄
却

(国
勝
利
)
の
判
決
を
得
た
と
こ
ろ
で
す
。

第
二
審
の
審
理
で
は
、
歩
行
者
の
転
落
に
至
る
行
動

心
理
に
関
す
る
鑑
定
書
が
証
拠
書
と
し
て
相
手
方
よ

り
提
出
さ
れ
、
そ
の
内
容
の
判
断
が
注
目
さ
れ
た
も

外側嫁

の
で
あ
り
、
こ
れ
を
機
会
に
第
二
審
の
あ
ら
ま
し
を

ま
と
め
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
機
会
に
併
せ
て
、
当
四
国
地
方
建
設

局
道
路
部
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

二

本
件
訴
訟
の
経
緯
に
つ
い
て

本
件
訴
訟
は
、
愛
媛
県
温
泉
郡
川
内
町
の
一
般
国

道
一
一
号
丼
内
川
橋
と
側
道
橋
の
間
か
ら
川
原
に
転

落
し
負
傷
し
た
の
は
、
一
般
国
道
の
設
置
ま
た
は
管

理
に
瑕
疵
が
あ
る
と
し
て
、
損
害
賠
償
金
の
支
払
い

を
求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
一
審
で
は
、
平
成
五

年
一
月
二
〇
日
の
提
訴
以
来
、
現
場
検
証
を
含
め
八

回
の
審
理
が
行
わ
れ
、
平
成
六
年
一
一
月
二
九
日
に

判
決
言
い
渡
し
が
あ
っ
た
も
の
で
す
。

原
告
主
張
、
被
告

(国
)
主
張
、
第
一
審
判
決
の

要
旨
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
で
す
。

=

原
告
の
主
張

井
内
川
橋
と
側
道
橋
と
の
間
は
約
六
七
m
に
わ
た

っ
て
、
何
ら
の
防
護
柵
が
な
い
ま
ま
に
放
置
さ
れ
て

い
る
う
え
に
、
川
床
ま
で
は
約
七
･
六
m
も
あ
り
、

大
き
な
川
原
石
が
一
面
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
転
落
す
れ
ば
死
亡
ま
た
は
重
大
な
障
害
に
至
る

可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
現
場
付
近
に
は
外
灯
が

な
く
、
通
過
車
両
の
前
照
灯
だ
け
で
は
、
隙
間
部
分

を
歩
道
橋
な
い
し
進
行
可
能
な
道
路
部
分
と
見
誤
る
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可
能
性
が
あ
る
以
上
、
防
護
柵
や
外
灯
を
設
置
し
、

転
落
を
防
止
す
る
義
務
が
あ
る
。

ま
た
、
現
場
に
至
る
ま
で
の
道
路
は
、
直
進
状
態

に
あ
り
、
側
道
橋
へ
の
曲
折
し
た
道
路
に
な
る
と
は

考
え
に
く
く
、
川
の
存
在
が
認
識
で
き
な
か
っ
た
上

に
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
車
道
と
歩
道
部
分
を
分
け
て

い
る
よ
う
な
道
路
は
、
日
常
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
沿
っ
た
と
こ
ろ
に
歩
行
者
の
通
行

部
分
が
あ
る
と
認
識
し
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
と
防
護
柵

の
間
を
進
行
し
、
転
落
し
た
。

以
上
に
よ
り
、
公
の
営
造
物
た
る
国
道
･
井
内
川

橋
･
側
道
橋
の
設
置
ま
た
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
り
、

国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
よ
り
、
賠
償
す
べ
き
責
任

が
あ
る
。

②

被
告

(国
)
の
主
張

本
件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
と
側
道
橋
防
護
柵
の
隙
間
は
、

約
六
四
伽
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
中
央
部
に
交
通
規
制
標

識
柱
が
あ
る
た
め
、
実
質
的
な
隙
間
は
約
三
〇
飢
と

約
三
五
皿
で
あ
る
。

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
と
防
護
柵
の
近
く
ま
で
く
れ
ば
、

隙
間
部
分
と
歩
道
橋
な
い
し
通
行
可
能
な
部
分
と
の

区
別
は
認
識
で
き
、
成
人
男
子
の
通
行
時
に
お
け
る

占
有
幅
は
七
○
な
い
し
七
五
伽
、
歩
行
動
作
を
ス
ム

ー
ズ
に
す
る
た
め
の
必
要
幅
も
七
○
伽
と
考
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
通
常
の
歩
行
方
法
で
は
通
り
抜

け
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
歩
道
部
分
は
マ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
施
工
し
て

お
り
、
車
道
と
は
明
ら
か
に
高
低
差
を
設
け
て
、
歩

行
者
を
側
道
橋
へ
誘
導
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
本
件
事
故
箇
所
に
つ
い
て
は
、
地
元
住

民
及
び
警
察
な
ど
か
ら
転
落
の
危
険
が
あ
る
と
し
て

改
善
が
要
望
さ
れ
た
こ
と
も
な
く
、
こ
れ
ま
で
類
似

の
事
故
も
発
生
し
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
道
路
の
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
は

備
え
て
お
り
、
本
件
事
故
は
、
道
路
の
設
置
ま
た
は

管
理
に
瑕
疵
が
あ
る
た
め
発
生
し
た
も
の
と
は
い
え

を
“
い
。

③

第
一
審
判
決
の
要
旨

原
告
は
、
井
内
川
橋
を
川
に
架
か
る
橋
梁
と
認
識

す
る
こ
と
な
く
、
歩
道
を
降
り
て
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

南
側
が
通
行
可
能
な
場
所
で
あ
る
と
誤
認
し
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
と
標
識
柱
の
三
七
獺
の
隙
間
を
通
り
抜
け

て
、
井
内
川
に
転
落
し
た
も
の
と
推
認
さ
れ
る
が
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
と
標
識
柱
と
の
間
は
三
七
伽
し
か
な

く
、
人
が
通
過
す
る
こ
と
を
予
定
し
た
構
造
と
み
る

こ
と
は
で
き
ず
、
夜
間
で
あ
っ
て
も
、
通
過
車
両
の

照
明
に
よ
り
認
識
可
能
で
あ
っ
た
し
、
成
人
男
子
の

通
行
時
に
お
け
る
占
有
幅
は
七
○
な
い
し
七
五
卸
、

歩
行
動
作
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
の
必
要
幅
も
七

○
血
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
と

標
識
柱
の
三
七
m
の
隙
間
自
体
、
通
行
可
能
な
部
分

と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
西
側
に
お
い
て
も
、

一

三
伽
の
段
差
の
あ
る
歩
道
と
の
三
七
な
い
し
三
八
皿

の
狭
い
場
所
を
通
行
す
る
か
、
歩
道
に
乗
り
上
げ
て

通
行
す
る
し
か
な
く
、
足
元
の
確
認
は
通
過
車
両
の

照
明
に
よ
っ
て
お
こ
な

っ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
o

枇

し
か
も
、
防
護
柵
と
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
と
を
認
識
可
能

道

と
な
っ
た
約
二
0
m
手
前
か
ら
、
通
過
車
両
の
照
明

に
よ
り
、
側
道
橋
と
井
内
川
橋
と
の
存
在
を
認
識
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
原
告
が
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
の
南
側
が
通
行
可
能
で
あ
る
と
速
断
し
て
、
狭
い

隙
間
を
通
っ
て
直
進
し
、
井
内
川
に
転
落
し
た
の
は
、

専
ら
原
告
の
不
注
意
に
よ
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば

を
いら
ゐな
い
。

本
件
事
故
現
場
の
構
造
等
か
ら
す
る
と
、
三
七
伽

し
か
な
い
狭
い
隙
間
を
こ
と
さ
ら
通
行
す
る
こ
と
は

考
え
ら
れ
ず
、
営
造
物
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を

具
備
し
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
通
常
と

異
な
る
使
用
を
考
慮
し
、
そ
の
安
全
性
ま
で
も
具
備

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
。

松
山
方
面
に
向
か
う
車
両
の
照
明
の
影
響
に
よ
り
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
と
側
道
橋
高
欄
の
手
す
り
部
分
が
強

調
さ
れ
、
隙
間
部
分
が
通
路
で
あ
る
と
認
識
し
う
る

状
況
下
に
あ
っ
た
旨
主
張
す
る
が
、
原
告
が
井
内
川

橋
及
び
側
道
橋
の
全
貌
を
認
識
し
う
る
状
況
の
も
と
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
と
防
護
柵
の
隙
間
を
す
り
抜
け
る
ま

で
約
二
0
m
あ
り
、
通
過
車
両
に
よ
り
側
道
橋
の
全
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貌
が
浮
か
び
上
が
る
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で

き
ず
、
人
の
通
行
を
不
自
由
な
ら
し
め
て
い
る
構
造

及
び
側
道
橋
に
歩
行
者
を
誘
導
す
る
段
差
等
の
あ
る

歩
道
の
状
況
か
ら
す
る
と
、
前
記
判
断
を
左
右
す
る

も
の
で
は
な
い
。

以
上
に
よ
り
、
本
件
事
故
の
発
生
は
設
置
管
理
主

体
た
る
国
に
と
っ
て
、
予
測
可
能
性
が
無
か
っ
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
、
瑕
疵
は
な
か
っ
た
と
い
わ
ざ
る

を
え
な
い
。
そ
こ
で
、
主
文

(原
告
の
請
求
を
棄
却

す
る
。
訴
訟
費
用
は
原
告
の
負
担
と
す
る
。)
の
と
お

り
判
決
す
る
。

こ
の
後
、
原
告
人
は
第
一
審
の
判
決
は
全
部
不
服

で
あ
る
の
で
原
判
決
の
取
り
消
し
を
求
め
福
岡
高
裁

に
平
成
六
年
三

月
三
一日
に
控
訴
を
お
こ
な
っ
て

い
る
。三

本
件
訴
訟
に
お
け
る
争
点

第
二
審
で
は
、
控
訴
以
来
、
判
決
に
至
る
ま
で
に

六
回
の
審
理
が
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
審
理
の
過
程

に
お
い
て
は
、
新
し
い
事
実
等
の
主
張
は
な
か
っ
た

が
、
控
訴
人

(
一
審
原
告
)
は
、
一
審
判
決
の

｢転

落
事
故
は
原
告
の
不
注
意
に
よ
る
も
の
｣
は
、
歩
行

者
の
科
学
的
な
検
討
を
怠
っ
た
、
誤
っ
た
事
実
認
識

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
科
学
的
検
討
と
し
て
、

心
理
学
上
の
鑑
定
を
専
門
家
に
依
頼
し
、
作
成
さ
れ

た
鑑
定
書
を
証
拠
と
し
て
提
出
し
て
い
る
。

以
後
、
こ
の
鑑
定
書
の
内
容
が
ど
の
よ
う
に
判
断

と
し
て
形
成
さ
れ
た
上
、
前
者
は
間
近
を
対
向
す
る

さ
れ
る
か
が
争
点
と
な
っ
て
い
る
。

車
両
に
よ
る
危
険
が
感
じ
ら
れ
る
た
め
、
後
者
が
ル

控
訴
人
主
張
、
被
控
訴
人

(国
)
主
張
、
第
二
審

判
決
の
要
旨
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
で

す
。ゆ

控
訴
人
の
主
張

道
路
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
満
た
し
て
い
る

か
ど
う
か
の
判
断
は
、
幼
児
、
高
齢
者
や
種
々
の
障

害
を
有
す
る
者
を
も
含
む
様
々
な
人
間
を
前
提
と
し

て
、
そ
れ
ら
の
す
べ
て
の
人
間
が
、
場
合
に
よ
っ
て

は
考
え
ご
と
を
し
た
り
、
他
に
気
を
取
ら
れ
た
り
し

な
が
ら
歩
い
て
も
、
安
全
に
歩
行
で
き
る
こ
と
を
基

準
と
す
べ
き
で
あ
る
。

控
訴
人
の
歩
行
行
動
は
、
ゴ
ー
ル

(出
発
地
)
に

戻
る
と
い
う
目
的
的
行
動
で
あ
り
、
そ
の
サ
ブ
ゴ
ー

ル
が
天
神
大
橋
信
号
機
地
点
で
あ
っ
て
、
控
訴
人
の

思
考
に
は
前
方
の
そ
の
信
号
機
を
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と

し
て
、
そ
の
信
号
機
を
右
折
す
れ
ば
ゴ
ー
ル
に
戻
れ

る
と
い
う
認
知
地
図
が
で
き
お
り
、
そ
の
ゴ
ー
ル
達

成
の
た
め
の
意
図
と
し
て
、
対
向
車
の
前
照
灯
等
の

照
明
に
よ
り
利
用
可
能
な
視
覚
情
報
と
過
去
の
知
識

の
集
積
に
よ
り
、
歩
行
に
必
要
な
情
報
が
探
索
さ
れ
、

次
の
二
つ
の
ル
ー
ト
の
可
能
性
、
す
な
わ
ち
、
車
道

の
外
側
線
と
取
り
合
い
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
と
の
間
の
空

間
、
及
び
、
取
り
合
い
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
右
側
と
側

道
橋
北
側
高
欄
部
分
左
側
の
空
間
と
が
行
動
プ
ラ
ン

車
両
に
よ
る
危
険
が
感
じ
ら
れ
る
た
め
、
後
者
が
安

全
な
プ
ラ
ン
と
し
て
選
択
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、

そ
の
選
択
は
自
然
で
合
理
的
な
も
の
で
、
そ
の
ル
ー

ト
の
変
更
を
迫
る
要
因
と
し
て
一
審
が
容
認
し
た
歩

車
道
の
段
差
や
交
通
標
識
の
存
在
さ
ら
に
側
道
橋
北

側
高
欄
部
分
の
前
方
の
見
通
し
に
つ
い
て
も
、
歩
行

者
を
歩
道
側
に
誘
導
す
る
要
因
に
足
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
故
は
控
訴
人
の
一
方
的
不

注
意
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。

②

被
控
訴
人
の
主
張

道
路
に
瑕
疵
が
あ
る
か
否
か
は
、
道
路
の
構
造
、

用
法
、
場
所
的
環
境
及
び
利
用
状
況
等
諸
般
の
事
情

を
総
合
考
慮
し
て
具
体
的
個
別
的
に
判
断
す
べ
き
で

あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
総
合
考
慮
の
結
果
、
当
該
道

路
が
通
常
予
想
し
得
る
危
険
に
対
し
て
安
全
で
あ
れ

ば
足
り
、
こ
れ
を
超
え
る
異
常
な
使
用
、
行
動
に
起

因
す
る
危
険
に
対
し
て
ま
で
対
処
で
き
る
安
全
性
を

備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な

い
。ま

た
、
瑕
疵
の
存
否
の
判
断
は
人
的
相
対
性
を
有

し
て
お
り
、
本
件
に
お
い
て
は
幼
児
等
を
基
準
に
考

え
る
必
要
は
な
い
。

控
訴
人
が
主
張
す
る
控
訴
人
の
行
動
分
析
は
、
事

故
に
至
る
ま
で
の
控
訴
人
の
行
動
を
心
理
学
的
に
説
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明
す
る
だ
け
の
も
の

(そ
の
当
否
は
さ
て
お
く
。
)
に

す
ぎ
ず
、
そ
の
行
動
が
予
測
可
能
な
も
の
で
あ
っ
た

か
ど
う
か
が
重
要
と
な
る
本
件
事
故
現
場
の
営
造
物

の
瑕
疵
の
有
無
の
判
断
に
は
無
関
係
で
あ
る
。

仮
に
、
控
訴
人
が
取
り
合
い
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
右

側
と
側
道
橋
北
側
高
欄
部
分
の
左
側
の
空
間
を
歩
道

と
誤
信
し
た
と
し
て
も
、
道
路
及
び
そ
の
周
辺
の
状

況
の
認
識
に
基
づ
い
て
判
断
す
れ
ば
、
事
前
に
自
ら

の
誤
り
に
気
付
き
側
道
橋
方
面
に
向
か
う
の
が
通
常

で
あ
っ
て
、
当
初
設
定
し
た
ル
ー
ト
の
ま
ま
進
む
の

は
極
め
て
異
常
な
行
動
で
あ
り
、
予
想
の
範
囲
外
で

あ
る
。

③

第
二
審
判
決
の
要
旨

本
件
の
国
道
、
井
内
川
橋
及
び
側
道
橋
に
関
し
て

は
、
控
訴
人
の
よ
う
な
成
人
が
通
常
の
方
法
で
徒
歩

で
通
行
す
る
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
夜
間
で
あ

っ
た
に

し
て
も
、
そ
の
安
全
を
確
保
す
る
に
足
り
る
通
常
程

度
の
構
造
、
設
備
を
具
有
し
て
い
る
と
認
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
と
も
に
、
本
件
事
故
は
、
控
訴
人
が
通

常
予
想
さ
れ
な
い
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
国
道
と
井

内
川
橋
側
道
橋
と
の
隙
間
を
通
行
し
よ
う
と
し
た
た

め
に
発
生
し
た
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
ず
、
国
道
等

の
設
置
管
理
者
で
あ
る
被
控
訴
人
に
は
、
本
件
の
国

道
、井
内
川
橋
及
び
側
道
橋
の
設
置
、管
理
に
瑕
疵
が

あ
っ
た
と
は
認
め
る
に
足
り
な
い
と
い
う
ほ
か
な
い
。

ま
た
、
成
人
に
比
べ
て
体
格
も
小
さ
く
、
知
能
や

判
断
力
に
劣
る
幼
小
児
を
基
準
と
し
た
場
合
に
は
、

例
え
ば
歩
車
道
の
境
界
に
防
護
設
備
を
設
け
る
と
か
、

本
件
防
護
柵
を
取
り
合
い
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
ま
で
延
長

す
る
な
ど
、
更
に
高
度
の
安
全
性
を
確
保
す
る
方
法

を
講
じ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
本
件
で
の
全
証
拠
に

よ
っ
て
も
、
そ
の
よ
う
な
幼
小
児
が
、
単
独
で
、
し

か
も
夜
間
に
、
井
内
川
橋
付
近
を
通
行
し
た
り
、
こ

れ
を
遊
び
場
と
す
る
な
ど
し
て
い
た
と
の
事
実
は
認

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
本
訴
に
お
い
て

は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
考
察
の
要
は
み
な
い
と
い

う
べ
き
で
あ
る
o

な
お
、
控
訴
人
が
主
張
の
根
拠
と
し
て
い
る
鑑
定

書
に
つ
い
て
は
、
前
提
事
実
の
採
り
方
や
そ
の
推
論

の
過
程
に
認
め
が
た
い
点
が
あ
り
、
採
用
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
さ
れ
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
ま

と
め
る
と
次
の
と
お
り
で
す
。

①

夜
間
に
お
け
る
視
認
性
特
性
に
つ
い
て

鑑
定
書
に
あ
る
、
中
心
視
力
、
夜
間
視
の
視
力
、

明
暗
順
応
に
つ
い
て
の
基
礎
特
性
の
記
述
は
、
一

般
論
と
し
て
は
、
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
控

訴
人
が
進
路
を
決
す
る
た
め
の
感
覚
情
報
と
な
る

べ
き
、
取
り
合
い
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
防
護
柵
、
側

道
橋
の
高
欄
、
歩
車
道
境
界
ブ
ロ
ッ
ク
等
は
、
わ

ず
か
に
視
線
を
動
か
す
こ
と
に
よ
り
、
容
易
に
必

要
な
視
覚
情
報
を
得
ら
れ
る
範
囲
内
に
存
在
し
て

い
る
こ
と
、
ま
た
、
国
道
を
走
る
自
動
車
は
、
事

故
当
時
は
じ
ゅ
ず
つ
な
ぎ
状
態
に
あ
っ
た
の
で
、

多
少
の
明
暗
の
変
動
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ

･
ら
の
自
動
車
の
前
照
灯
に
よ
り
控
訴
人
の
進
路
は

照
ら
さ
れ
て
い
た
状
況
に
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
夜

間
に
お
け
る
一
般
的
な
視
力
の
低
下
は
と
も
か
く

と
し
て
、
控
訴
人
が
自
己
の
進
路
を
決
定
す
る
の

に
必
要
な
視
覚
情
報
を
得
る
こ
と
が
著
し
く
妨
げ

ら
れ
た
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

②

視
覚
情
報
処
理
の
基
本
特
性
に
つ
い
て

鑑
定
書
は
、
視
認
性
の
低
下
を
前
提
と
し
て
、

控
訴
人
は
概
念
駆
動
型
処
理
に
か
な
り
依
存
し
た

状
況
で
あ
っ
た
と
推
論
し
て
い
る
が
、
控
訴
人
の

視
認
性
の
低
下
は
問
題
と
す
べ
き
程
度
で
は
な
か

っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
推
論
は
前
提
を
誤
る
も
の

で
あ
る
。

ま
た
、
視
覚
的
体
制
化
に
お
け
る
群
化
の
法
則

か
ら
は
、
事
故
現
場
付
近
の
空
間
は
一
様
な
暗
部

で
あ
り
、
非
連
続
の
空
間
で
あ
る
こ
と
を
認
識
さ

せ
る
よ
う
な
状
況
に
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る

が
、
行
き
交
う
自
動
車
の
前
照
灯
に
よ
る
照
明
が

あ
り
、
事
故
現
場
の
手
前
で
は
側
道
橋
の
高
欄
が

南
北
と
も
同
一
で
橋
の
欄
干
の
形
状
を
し
て
い
る

こ
と
が
硯
認
可
能
と
な
り
、
さ
ら
に
歩
車
道
境
界

ブ
ロ
ッ
ク
が
南
に
屈
曲
し
て
い
る
こ
と
を
合
わ
せ

れ
ば
、
側
道
橋
の
高
欄
の
間
の
空
間
が
歩
道
に
接

続
す
る
橋
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
る
。
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さ
ら
に
、
控
訴
人
が
通
行
し
た
と
推
測
さ
れ
る

取
り
合
い
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
と
側
道
橋
の
北
側
高
欄

と
の
間
の
空
間
は
、
幅
約
五
五
飢
の
防
護
柵
が
張

り
出
し
て
い
て
、
更
に
そ
の
先
が
暗
黒
で
あ
っ
た

と
い
う
極
め
て
異
質
の
も
の
の
空
間
で
あ
り
、
そ

の
空
間
の
不
連
続
性
の
認
識
は
十
分
に
可
能
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
鑑
定
書
に
は
、
控
訴
人
が
歩
行
に
関
し

て
応
用
し
た
ス
キ
ー
マ

(外
的
環
境
か
ら
の
情
報

を
抽
出
す
る
た
め
の
記
憶
あ
る
い
は
知
識
構
造
)

は
、
過
去
の
経
験
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
て
い
る
類

似
環
境
に
対
し
て
形
成
さ
れ
た
ス
キ
ー
マ
で
あ
っ

た
と
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
一
般
に
歩
車
道
の
区

分
の
あ
る
道
路
の
歩
道
上
を
通
行
す
る
場
合
に
は
、

ま
ず
も
っ
て
自
己
が
現
在
歩
行
し
て
い
る
歩
道
の

延
長
が
安
全
な
通
路
で
あ
る
と
認
識
す
る
こ
と
が
、

誰
し
も
が
有
し
て
い
る
ス
キ
ー
マ
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

③

ル
ー
ト
選
択
の
意
図
に
つ
い
て

鑑
定
書
に
は
、
利
用
可
能
な
感
覚
情
報
か
ら
は

二
つ
の
ル
ー
ト
の
可
能
性
が
意
図
さ
れ
、
そ
の
内
、

取
り
合
い
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
右
側
と
側
道
橋
北
側
高

欄
手
す
り
部
分
左
側
の
空
間
を
通
行
す
る
と
い
う

ル
ー
ト
を
採
用
す
る
こ
と
は
合
理
的
で
あ
る
と
し

て
い
る
が
、
こ
の
推
論
は
、
控
訴
人
が
得
る
こ
と

が
で
き
た
視
覚
情
報
を
現
実
に
反
し
て
得
ら
れ
な

か
っ
た
も
の
と
す
る
前
提
に
立
ち
、
群
化
の
法
則

に
よ
れ
ば
群
化
さ
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
空
間
を

意
味
の
あ
る
空
間
と
捉
え
、
空
間
の
連
続
性
を
妨

げ
る
事
実
を
無
視
し
て
空
間
の
連
続
性
を
肯
定
し

た
上
で
、
歩
道
上
を
通
行
す
る
と
い
う
ご
く
一
般

的
な
歩
行
に
関
す
る
ス
キ
ー
マ
を
捨
象
し
て
な
さ

れ
た
矛
盾
す
る
推
論
で
あ
る
。

④

側
道
橋
の
高
欄
手
す
り
の
間
の
空
間
に
つ
い
て

鑑
定
書
に
は
、
側
道
橋
の
高
欄
手
す
り
に
挟
ま

れ
た
空
間
の
延
長
線
上
に
あ
る
豆
腐
店
横
の
ブ
ロ

ッ
ク
塀
が
、
行
く
手
を
遮
る
よ
う
な
位
置
に
暗
部

と
な

っ
て
続
く
た
め
、
こ
の
空
間
は
ゴ
ー
ル
と
は

異
な
る
方
向
へ
導
く
も
の
と
認
識
さ
れ
た
可
能
性

が
高
く
、
そ
の
方
向
へ
の
通
行
を
否
定
し
て
い
る

が
、
側
道
橋
の
両
側
の
高
欄
が
、
取
り
合
い
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
の
す
ぐ
脇
に
平
行
に
設
置
さ
れ
て
い
る

と
い
う
容
易
に
視
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
実
か

ら
す
れ
ば
、
側
道
橋
と
国
道
が
、
そ
の
延
長
線
上

で
合
一
す
る
こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ
る
の
で
あ

っ
て
、
こ
れ
に
対
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
存
在
は
、

自
動
車
の
前
照
灯
の
先
に
あ
っ
て
、
む
し
ろ
視
認

し
難
い
状
況
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑤

歩
車
道
境
界
ブ
ロ
ッ
ク
の
段
差
に
つ
い
て

鑑
定
書
に
は
、
歩
車
道
境
界
ブ
ロ
ッ
ク
の
一
三

加
の
段
差
は
、
進
路
方
向
の
異
変
を
示
唆
し
た
り
、

進
路
変
更
を
促
す
も
の
と
は
い
え
な
い
と
の
記
述

が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
結
論
に
至
る
特
段
の
理

由
は
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

⑥

取
り
合
い
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
と
標
識
の
間
隔
に
つ

い
て鑑

定
書
に
は
、
取
り
合
い
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
と
標

識
の
間
の
三
七
伽
の
隙
間
は
、
人
が
通
行
す
る
間

隔
と
し
て
は
支
障
は
な
く
、
標
識
も
通
行
の
邪
魔

に
は
な
っ
て
も
進
路
を
禁
止
す
る
意
味
合
い
を
持

つ
も
の
と
し
て
認
識
で
き
な
い
と
の
記
述
が
あ
る

が
、
確
か
に
控
訴
人
に
と

っ
て
、
通
行
で
き
な
い

間
隔
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
間
隔
は
、
そ
こ
を
通
行

す
る
際
に
は
、
左
膝
が
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
触
れ
、

右
肩
が
標
識
の
ポ
ー
ル
に
触
れ
る
状
態
と
な
る
程

度
の
幅
で
あ
り
、
何
ら
の
妨
げ
な
く
通
行
で
き
る

部
分
と
は
い
え
な
い
こ
と
o

ま
た
、
こ
の
箇
所
に
至
る
手
前
に
は
、
取
り
合

い
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
西
端
と
歩
車
道
境
界
ブ
ロ
ッ

ク
の
間
の
三
七
伽
の
空
間
や
、
側
道
橋
北
側
高
欄

か
ら
北
に
張
り
出
し
た
防
護
柵
が
あ
っ
で
、
一
見

し
て
通
行
の
妨
げ
に
な
る
も
の
の
多
い
異
様
な
空

間
と
認
識
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

9

さ
ら
に
、
こ
の
経
路
を
現
実
に
通
行
し
た
場
合
、
セ行

標
識
と
取
り
合
い
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
間
の
空
間
は
、
道

取
り
合
い
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
と
歩
車
道
境
界
ブ
ロ
ッ

第

ク
の
間
の
空
間
、
そ
の
先
に
あ
る
防
護
柵
に
次
ぐ
、



三
つ
目
の
障
害
と
な
る
も
の
で
あ
る
状
況
で
あ
る

こ
と
等
か
ら
す
れ
ば
、
控
訴
人
が
あ
え
て
三
つ
の

障
害
を
越
え
て
進
行
し
た
こ
と
は
、
一
般
人
の
感

覚
か
ら
す
る
と
異
常
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
。四

イ
ン
タ
ー
･ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ベ
ー
･ジ
に

つ
い
て

平
成
八
年
七
月
一
日
よ
り
、
当
四
国
地
方
建
設
局

道
路
部
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
(
一
一
月
か
ら
は
四
国
地
方
建
設
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
移
行
し
て
い
ま
す
)

既
に
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
方
も
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
こ
の
機
会
に
併
せ
て
提
供
さ
れ
て
い

る
情
報
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

｢
お
四
国
ぐ
る
り
第
ヶ
所
め
ぐ

り
｣
と
題
し
て
、
四
国
八
十
八
ヶ
所
の
御
霊
場
め
ぐ

り
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
構
成
し
、
各
札
所
に
提
供
情
報

を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

現
在
提
供
さ
れ
て
い
る
情
報
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。Q

よ
う
こ
そ
建
設
省
四
国
地
方
建
設
局
道
路
部
へ

四
国
地
方
建
設
局
の
道
路
整
備
事
業
を
紹
介
す
る

コ
ー
ナ
ー
で
す
。
現
在
は
松
山
工
事
事
務
所
及
び
大

洲
工
事
事
務
所
か
ら
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

②

体
感
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
四
国
の
み
ち

｢八
十
八
ヶ
所
が
は
じ
ま
る
み
ち
(徳
島
県
)｣
｢く

る
し
お
が
洗
う
太
陽
の
み
ち

(高
知
県
)｣
｢山
と
海

を
呼
吸
す
る
瀬
戸
風
の
み
ち

(愛
媛
県
)｣
｢訪
ね
れ

ば
歴
史
･
め
ぐ
れ
ば
自
然
･!
!
心
の
学
舎
の
み
ち

(香
川
県
)｣な
ど
四
国
全
域
の
道
を
六
つ
の
エ
リ
ア

に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
図
を
示
し
な
が
ら
、
道
に

沿
っ
て
案
内
し
ま
す
。
旅
行
な
ど
で
目
的
地
を
定
め

た
ら
、
そ
の
周
辺
の
旧
所
名
跡
か
ら
風
光
明
婿
な
景

勝
地
ま
で
、
四
国
の
道
の
楽
し
さ
が
味
わ
え
ま
す
。

③

｢道
の
駅
｣
四
国

四
国
内
の

｢道
の
駅
｣
と
周
辺
観
光
情
報
に
つ
い

て
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

⑭

幹
線
道
路
通
行
規
制
の
お
知
ら
せ

一
般
国
道
指
定
区
間
一
○
路
線
の
道
路
交
通
規
制

情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
通
行
止
の
確
認
な
ど
ド

ラ
イ
バ
ー
の
方
が
出
発
前
に
把
握
で
き
る
よ
う
路
線

別
･
県
別
に
管
理
し
て
い
ま
す
。

③

歴
史
国
道

四
国
内
の
歴
史
国
道
と
し
て
、
現
在
、
撫
養
街
道

と
檮
原
街
道
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

◎

道
路
愛
護
活
動

道
路
愛
護
の
啓
蒙
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

の

案
内
版

建
設
省
関
連
の
道
路
関
係
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
情
報

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

③

ご
意
見
募
集

四
国
の
道
路
に
関
す
る
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を

電
子
メ
ー
ル
で
募
集
し
て
い
ま
す
。
身
近
な
道
路
の

利
用
に
あ
た
っ
て
気
が
つ
い
た
こ
と
か
ら
、
本
州
四

国
三
架
橋
時
代
を
間
近
に
迎
え
て
、
四
国
の
こ
れ
か

ら
の
道
路
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、ま
た
、道
路
を

広
く
、
美
し
く
よ
り
よ
い
利
用
を
す
る
に
は
と
い
っ

た
問
題
提
起
ま
で
幅
広
い
ご
意
見
を
待
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
以
外
に
も
、
利
用
者
の
方
の
い
ろ
い
ろ
な
意

見
を
聞
き
な
が
ら
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
さ
せ

て
い
く
予
定
で
す
の
で
、
是
非
一
度
ご
覧
下
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
U
R
L
は
、
四
国
地
方
建
設
局

が
耳
汀
"
者
一考
"
'
の対

日
o
n
熊
o
･
"
＼で
、
道
路
部
は

け
口
□
"
〆熟
君

島
.
B
oo･
総

員
のけ
寿
o寿
に
目
安
のミ

nけ
寿
のミ
自
分
〆

け
[B
｣で
す
。
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私たちがご案内します。

建設省四回地方建設局

ようこそ、四国地方邊設局通路部のホームページ、かって弘法大師や,坂本龍馬も歩いた霊史の低文化の道、そしてこれからの経済発展を支えu菜への道、暮らしの道四回こは桟々の利#をもっ幌々な道があります。ぞてでてゞでるり四国の道私たちといっしょに歩いてみませんか。
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ま
ち
を
生
き
い
き
と
信
濃
の
遭
づ
く
り

長
野
県
土
木
部
道
路
建
設
課

全
国
有
数
の
広
大
な
県
土
を
有
す
る
長
野
県
は
、

縦
横
に
走
る
山
岳
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
た
、
い
く

つ
か
の
地
域
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
は
、
美
し
く
豊
か
な
自
然
の
な
か
で
、
多
彩
な
文

化
、
産
業
を
育
て
個
性
的
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
進

め
て
き
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
円
高
に
伴
い
県

内
企
業
の
、
中
国
を
は
じ
め
と
し
た
ア
ジ
ア
各
国
へ

の
進
出
は
、
平
成
六
年
一
二
月
現
在
一
九
八
事
業
所

を
数
え
、
産
業
の
空
洞
化
が
す
す
ん
で
き
て
い
る
。

そ
の
う
え
、
県
内
総
生
産
は
、
平
成
四
年
度
か
ら

低
迷
し
て
お
り
、
平
成
二
年
度
か
ら
平
成
五
年
度
の

実
質
経
済
成
長
率
は
、
年
平
均
○
･
四
%
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。
長
野
県
で
は
、
二
〇
一
〇
年
を
目
標
と

し
て
、
長
野
県
の
望
ま
し
い
将
来
の
姿
を
展
望
し
、

そ
の
実
現
の
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
た
長

野
県
長
期
構
想
を
平
成
六
年
度
に
策
定
し
、
知
恵
を

活
か
し
、
地
球
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
社
会
と
文
化
を

創
り
出
す
た
め
の
各
種
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。
そ

の
中
心
で
あ
る
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る

う
え
で
、
基
本
的
な
社
会
資
本
と
な
る
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
早
期
に
整
備
す
る
た
め
、
長
野
県
広
域
道

路
網
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
に
基
づ
い
た
道
路
整
備
を

積
極
的
に
進
め
て
い
る
o

こ
の
よ
う
な
中
で
、
平
成
八
年
度
に
は
、
建
設
省

の
新
規
事
業
と
し
て
、
｢地
域
活
性
化
促
進
道
路
事

業
｣
が
ス
タ
ー
ト
し
、
本
県
で
は
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
四
箇
所
選
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
関
連
す
る

道
路
事
業
の
促
進
を
図
り
、
効
果
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
本
施
策
の
実
施
に

よ
り
、
周
辺
地
域
も
含
め
た
地
域
全
体
の
活
性
化
が

　

　
所
年

　

　

　業
6

　
　囃(滓):数字は進出事業所歌

資料:振興課 (平成6年12

図 1 長野県関連企業の海外進出状況
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道行セ 96.11 6 /

ア
ル
プ
ス
県
立
公
園



図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
六
つ
の
姿
を
具
体
化
し
、
長
野
県
づ
く
り
の

ニ
ロ
の
一
六
日
間
に
わ
た
り
、
長
野
市
を
主
会
場
と

地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
選
定

長
野
県
で
は
、
上
信
越
自
動
車
道
や
長
野
自
動
車

道
を
は
じ
め
と
し
た
高
規
格
幹
線
道
路
や
北
陸
新
幹

線
な
ど
、
高
速
交
通
網
が
近
年
飛
躍
的
に
整
備
さ
れ

て
き
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
九
八
年
の
長
野
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
及
び
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
て

の
準
備
は
い
よ
い
よ
大
詰
め
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
は
、

人
ロ
の
高
齢
化
や
地
球
温
暖
化
な
ど
の
地
球
全
体
に

ま
で
広
が
っ
た
環
境
保
全
意
識
の
高
ま
り
な
ど
、
県

民
生
活
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
。

長
野
県
長
期
構
想
は
、
こ
う
し
た
社
会
変
化
に
的

確
に
対
応
し
、
だ
れ
も
が
自
信
と
希
望
を
も
っ
て
生

き
い
き
と
生
活
で
き
る

｢地
球
時
代
の
知
恵
の
く

に
｣
を
目
指
し
、
｢交
流
｣
｢共
生
｣
｢創
造
｣
の
三
つ

の
基
本
理
念
の
も
と
に
、
次
の
六
つ
を
二
〇
一
〇
年

の
長
野
県
の
姿
と
し
て
提
案
し
て
い
る
。
①
地
球
と

共
に
生
き
る

｢美
し
い
信
州
｣
②
自
分
の
夢
に
心
を

燃
や
す

｢
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
信
州
｣
③
快
適
に
暮

ら
す

｢安
心
と
ゆ
と
り
の
信
州
｣
④
世
界
と
つ
な
が

り

｢交
流
が
ひ
ろ
が
る
N
A
G
A
N
O
』
⑤
新
し
い

も
の
を
創
り
出
す

｢多
彩
な
産
業
が
伸
び
る
信
州
｣

⑥
多
様
な
つ
な
が
り
の
な
か
で

｢地
域
の
個
性
が
光

る
信
州
｣。

方
策
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
平
成
八
年
度
を
初
年

度
と
す
る
長
野
県
中
期
総
合
計
画
が
平
成
三
一年
度

を
目
標
と
し
て
策
定
さ
れ
、
九
項
目
に
わ
た
る
主
要

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
達
成
目

標
を
掲
げ
て
い
る
。
地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業
は
、

こ
れ
ら
の
主
要
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
う
ち
か
ら
、
地
元

の
民
間
団
体
等
や
市
町
村
長
か
ら
の
要
望
を
勘
案
し
、

地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
要
件
を
満
た
す
も
の
を
選
定
す
る
も
の
と
し
た
。

そ
の
結
果
、
｢拠
点
支
援
型
｣と
し
て
国
内
外
と
の

交
流
の
拡
大
が
図
ら
れ
国
際
性
豊
か
な
県
づ
く
り
に

寄
与
す
る

｢長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
｣

を
策
定
し
、
｢圏
域
活
性
化
型
｣と
し
て
は
、新
事
業
、

新
企
業
の
創
出
を
通
じ
、
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
の

拡
大
に
寄
与
す
る
テ
ク
ノ
ハ
イ
ラ
ン
ド
構
想
の
内
か

ら
、建
設
省
と
通
産
省
に
よ
る
新
規
事
業
で
あ
る
｢21

世
紀
活
力
圏
創
造
事
業
｣
に
申
請
し
て
い
な
い
以
下

の
三
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
選
定
し
、
関
連
す
る

道
路
整
備
の
促
進
を
は
か
る
も
の
と
し
た
。

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
及
び
支
援
す

る
定
め
の
主
な
道
路
事
業

ー

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

印

目
的
･
内
容

一
九
九
八
年

(平
成
一
〇
年
)
二
月
七
日
か
ら
二

し
て
県
内
五
市
町
村
で
開
催
す
る
。

基
本
理
念
と
し
て
、
｢長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

二

一
世
紀
へ
の
架
け
橋
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
あ

る

私
た
ち
は
新
し
い
時
代
の
英
知
を
求
め

美
し

く
豊
か
な
自
然
と
の
共
存
と

さ
ら
な
る
平
和
と
友

好
を
め
ざ
す

そ
し
て

競
い
あ
う
情
熱
と
温
か
い

思
い
や
り
を
胸
に

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
集
う
歓
び
を

世
界
の
友
と
わ
か
ち
あ
い
た
い
｣
を
掲
げ
て
い
る
。

②

所
在
地
･
規
模

･
競
技
会
場
地

長
野
市
他

下
高
井
郡
山
ノ
内
町
、
北
安
曇
郡
白

馬
村
、
北
佐
久
郡
軽
井
沢
町
、
下
水
内
郡
野
沢
温

泉
村

･
運
営
主
体

節
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
組
織
委
員

会

(N
A
O
C
)

･
参
加
国

六
〇
数
か
国

･
参
加
選
手
･
役
員
数

約
三
、
0
0
0
人

･
実
施
競
技
種
目

七
競
技
六
八
種
目

(表
ー
)

③

上
位
計
画
と
の
関
係

長
野
県
中
期
総
合
計
画
に

｢世
界
に
開
か
れ
た
国

際
性
豊
か
な
N
A
G
A
N
O
｣
を
目
標
と
し
た
主
要

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

燭

主
な
施
設
計
画
の
概
要

計
画
さ
れ
て
い
る
施
設
は
表
2
の
と
お
り
で
あ
り
、
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表 1 長野冬季オリンピック競技種目

スキー
(3甥重目)

アルペンスキー
男子 滑走 スーパーG 大回転 回転 複合
女子 滑走 スーパーG 大回転 回転 複合

クロス力ントリー

男子 1okm C 15km F / P 30km C 50km F
4×1okmリレー

女子 5 km C 1okm F / P 15km C 30km F
4 X 5 kmリレー
C :クラシカル F :フリー P :ノぐ一シュート

ジヤンフo 個人 ノーマルヒル (K = 9o m ) ラージヒル (K = 120 m )
個人(4) ラージヒル (K = 120)

ノルディック複合
個人 ジャンプ (K = 90) クロスカントリー (15km F )
団体(4) ジャンプ (K = 90) クロスカントリー (4× 5 km F )

フリースタイルスキー
男子 モーグル エアリアル
女子 モーグル エアリアル

スノーポ、一ド
男子 大回転 ハーフパイプ
女子 大回転 ハーフパイプ

スケート
(20添重目)

スピードスケート
男子500r][1 1,000エー1 1,500rエー 5,ooo m 10 ,○○om
云て子500m 1.00o m 1,500r1r1 3,0oo m 5 '○○o m

フィギ、ユアスケート 男子シングル 女子シングル ペア アイスダンス

ショートトラック
スピードスケート

男子500m 1 ,00o m 5,ooo m リレー
女子500m 1,00o m 3,ooo m

アイスホッケー 男子 女子

ノゞイアスロン 男子 1okm 20km 4×7.5kmリレー
女子 7,5km 15km 4×7.5kmリレー

,ポトフ"スレ一 男子 2人乗り 4人乗り

リュージュ 男子 1人載り 女子 1人乗り 2人乗り

カーリンク" 男子 女子

こ
の
う
ち
フ
ィ
ギ
ア
ス
ケ
ー
ト
会
場
、
ボ
ブ

ス
レ

ー
･
リ
ュ
ー
ジ

ュ
会
場
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
A
会
場
、

ジ
ャ
ン
プ
会
場
な
ど
が
既
に
整
備
さ
れ
、
各
種
競
技

大
会
や
イ
ベ
ン
ト
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

③

支
援
す
る
主
な
道
路
事
業

･
一
般
国
道
一
一
七
号

替
佐
ー
静
間
改
良

(平
成

九 一 6 )
　 　 　
　　　
部 一 g供 一
　　　

表 2 長野冬季オリンピック競技施設等

･
一
般
国
道
一
四
八
号

青
木
湖
バ
イ
パ
ス

(平
成

　 　 　
般 白 年 般
国 馬 度 国
道 会 一 道
二 場 部 一
九 へ 供 四
二 の 用 八
号 ア ) 号

ク

　　 　
夜 襲
　 　
ノミ ス

失。 (

区 分 場 所 内 容 収容人員

技

施

アイスホッケーA 長野市著里 60 m X 30m リンク 12,000人

アイスホッケー B 長野市長野運動公園内 60m X 30m リンク 6,000人

スピードスケート 長野市朝陽 ･大豆島 400m 標準ダブルトラック 10,000人

フィギ、ユアスケート
長野市真島 60 m X 30 m リンク 8,000人ショートトラック

フリースタイルスキー 長野市飯綱高原 斑信設 ※ 5,000人

ホブスレー ･リュージュ 長野市浅川 兼用人工.冷凍トラック ※10,000人
クロス力ントリー 白馬赤羽中城 全長19km 幅員 6 m ※20,000人
ジヤンフo 白馬村八方 ラージヒル (K =120m ) 45,000人

ア 滑降･スーパー大回転 白馬村八方尾根 期罐設 ※20,000人

大回転 山ノ内町志賀高原東館山 既設 ※20,000人

回転 山ノ内町志賀高原嬢額山 既設 ※20,000人
ス
イ
ボ

大回転 山ノ内町志賀高原焼額山 既設凡

ハーフノぐイプ 山ノ内町上林 既設

カーリンクゞ 軽井沢町長倉 既設

ノゞ イアスロン 野沢温泉村豊郷 全長 8 km 幅員 6 m ※20,000人

開 ･閉会式場 長野市東福寺 スタジアム 50,000人

大会運営本部 長野市川合新田

国際放送センター 長野市若里

メインプレスセンター 長野市若里

オリンピック本寸 (長野) 長野市川中島今井 宿舎棟共用施設 3,000人

オリンピック村 (軽井沢分村) 軽井沢町千ヶ滝 既存ホテル利用 120人

メディア村 長野市朝野場 長野市柳町 宿舎棟共用施設 朝陽1,200人 柳町2,300人

新
潟
県
方
面
か
ら
会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

※収容人員の数は、 野外競技のため概算値 ス
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(平
成
八
年
度
一
部
供
用
)

志
賀
会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

度
一
部
供
用
)

蓮
池
ー
上
林
改
良

(平
成
九
年
度
供
用
)

･
一
般
国
道
四
〇
六
号

若
松
町
拡
幅

(平
成
九
年

主
会
場
と
な
る
長
野
市
内
の
交
通
容
量
の
拡
大

･
困
長
野
須
坂
イ
ン
タ
ー
線

南
長
池
拡
幅

(平
成

　

　

　

　　
　
　
　
　
　
　

度
供
用
)

　　　　
　
　
　

志
賀
会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

･
H
三
才
大
豆
島
中
御
所
線

大
豆
島
-
真
島

′

′

(平
成
八
年
度
供
用
)

口さ
さ

主
会
場
と
な
る
長
野
市
内
の
交
通
容
量
の
拡
大

2

浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
計
画

　

　

　
　　　　

　

　
　　　　

　

　

　　

　

　　
　
　　
　　

　

　
　
　　　　

　
　　　
　
　　

　

　
　

　　
　

　

　

　



イ
ラ
ン
ド
構
想
及
び
昭
和
六
二
年
度
に
制
定
さ
れ
た

高
度
技
術
工
業
集
積
地
域
開
発
促
進
法
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。

◎

主
な
施
設
計
画
の
概
要

･
上
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
造
成
事
業

(上
田
市

規

模
五
三
･
四
m
)

小離ニコ‐ファクトリーパ…ク
面積 鮒.3Ha 区画9 (予定)
分譲開始 平成10年 (予定)

鰹

/
′

　
　
　

　　　
　
　　

　　　　
　 　　

　
　　　　　　　 　

上田リサーチパーク 齪
面積斑4Ha 区画13 分離開始 平成3年~ 蛙

　

研
究
開
発
型
企
業
と
試
験
･
研
究
機
関
の
メ
ッ

カ
形
成
を
目
標
と
し
て
計
画
し
て
い
る
。

企
業
の
研
修
施
設
と
し
て
上
田
市
技
術
研
修
セ

ン
タ
ー
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
他
、
工
業
団
地

を
分
譲
中
で
あ
る
。
現
在
ま
で
に
、
上
田
市
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー
や
長
野
県
工
科
短
期

マルチメディア研究センター 上田市マルチメディア俵
(敷地2372祷 建物2,039話) {数艘8,756洲 "芸物20

図 4 浅間テクノポリス開発計画主要施設

　　
　　　

　
　

教
職　　　　　

上
(

大
学
校
が
整
備
さ
れ
て
い
る
o

･
佐
久
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
造
成
事
業

(佐
久
市

規

模
四
四
･
一
如
)

研
究
開
発
型
企
業
、
研
究
、
情
報
、
知
識
、
人

材
育
成
等
の
新
産
業
の
振
興
を
図
る
企
業
、
先
端

技
術
企
業
に
分
譲
中
で
あ
る
。
佐
久
市
で
は
、
イ

ン
ギ
ュ
ベ
ー
タ
ー
施
設
と
し
て
佐
久
技
術
開
発
支

援
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
構
想
中
で
あ
る
。

･
小
諸
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
パ
ー
ク
造
成
事
業

(小
諸
市

規
模
四
0
･
o
m
)

研
究
開
発
型
の
産
業
団
地
を
め
ざ
し
、
現
在
、

用
地
買
収
中
で
あ
り
、
平
成
一
○
年
度
か
ら
の
分

譲
を
予
定
し
て
い
る
o

･
そ
の
他

主
な
計
画

イ
ン
タ
ー
小
諸
工
業
団
地

(小
諸
市

規
模
一

二
･
七
娠
)
･
雛
山
南
工
業
団
地

(臼
田
町

規

模
=

･
八
齦
)
･
神
の
倉
工
業
団
地

(丸
子
町

規
模
一
九
･
三
厩
)
･
イ
ン
タ
ー
流
通
業
務
団

地

(東
部
町

規
模
一
○
･
二
m
)
･
下
郷
物
流

団
地

(上
田
市

規
模
二
･
四
齦
)
な
ど

◎

支
援
す
る
主
な
道
路
事
業

･
一
般
国
道
一
四
一
号

長
土
呂
バ
イ
パ
ス

(平
成

九
年
度
供
用
)

浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
内
の
連
携
強
化

･
一
般
国
道
一
四
三
号

築
地
バ
イ
パ
ス

(平
成
一

一
年
度
供
用
)
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上
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
を
結
ぶ
上
田
環
状
道
路

の
一
部

･
一
般
国
道
一
四
四
号

住
吉
拡
幅

(平
成
八
年
度

供
用
)

上
信
越
自
動
車
道
上
田
I
C
か
ら
浅
間
テ
ク
ノ

ポ
リ
ス
諸
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス

･
一
般
国
道
二
五
四
号

平
賀
バ
イ
パ
ス

(平
成
一

四
年
度
一
部
供
用
)

佐
久
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
へ
の
ア
ク
セ
ス

･
鯏
上
田
丸
子
線

築
地
ー
下
之
郷

(平
成
一
一
年

度
供
用
)

上
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
を
結
ぶ
上
田
環
状
道
路

の
一
部

②

所
在
地
･
規
模

松
本
市
、
大
町
市
、
塩
尻
市
他

五
町
六
村

規
模

可
住
地
面
積

一三
ハ
、
0
0
0
齦

③

上
位
計
画
と
の
関
係

昭
和
五
九
年
度
に
策
定
さ
れ
た
長
野
県
テ
ク
ノ
ハ

イ
ラ
ン
ド
構
想
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
平
成
八

年
度
か
ら
第
三
次
実
施
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

㈱

主
な
施
設
計
画
の
概
要

･
新
松
本
臨
空
産
業
団
地

(松
本
市

規
模
四
六

　
　高

度
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
創
造
的
な
産
業
の

形
成
を
目
標
と
し
て
、
県
営
松
本
空
港
へ
の
ア
ク

セ
ス
性
を
考
慮
し
て
計
画
し
て
い
る
。
平
成
一
〇

年
度
か
ら
の
分
譲
を
予
定
し
て
い
る
。

･
(仮
)
塩
の
道
物
産
館

(大
町
市
)

地
場
産
業
振
興
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
現
在
建

3

ア
ル
プ
ス
ハ
イ
ラ
ン
ド
計
画

D

目
的
･
内
容

高
度
技
術
が
支
え
る
緑
と
文
化
の
里
づ
く
り
を
テ

ー
マ
に
個
性
的
で
国
際
性
に
富
ん
だ
地
域
づ
く
り
や

自
然
と
景
観
、
歴
史
や
文
化
と
調
和
し
た
地
域
づ
く

り
を
目
標
に
掲
げ
、
高
度
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
創

造
的
な
産
業
形
成
を
目
指
し
て
い
る
。
機
械
と
食
品

か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
周
辺
機
器
、
電
子
部
品
な
ど
の

電
気
が
リ
ー
ド
役
を
は
た
し
て
い
る
が
、
医
療
や
情

報
サ
ー
ビ
ス
産
業
、
家
具
な
ど
の
地
場
産
業
も
あ
り

業
種
構
成
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
き
て
い
る
。

　　三
等
…

　　　　　　　　　　　　
稜gぬ曙の;砲物産角℃{〆川困り

参す弱筆丁爛発拠点の臨【械鋳◆
ろ療iを野鳥も消耗IJ支部談競碁;の
第二次俵挑 (松木“‘;

は(軽挙技術期明知)辞街 (I良家)難
く!聡胆"とマッド′-クリサーチパーク

　　　　　　　　

　　

艇

の
為

　　
　
　

$基幹選縦部等の褻機翁
　　　　　　　　　　　　　　
鏡々村迫同7多〆‐バイパス囃さ4山野特報樹'

′製国難国N好けミ日刊‘、華氏くん;熊野;

図 5 アルプスハイランド計画主要施設
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設
構
想
を
策
定
中
で
あ
る
。

･
長
野
県
情
報
技
術
試
験
場
の
第
二
次
整
備

(松
本

市
)地

場
産
業
等
の
振
興
と
技
術
高
度
化
の
た
め
の

開
発
拠
点
と
し
て
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

･
そ
の
他

主
な
計
画

神
明
原
産
業
団
地

(大
町
市

規
模
約
二
0

m
)
'
塩
尻
ネ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

(塩
尻
市

規
模
調
整
中
)
･
広
丘
郷
原
工
業
団
地

(塩
尻

市

規
模
約
五
m
)
･
宗
賀
工
業
団
地

(塩
尻
市

規
模
約
九
m
)
･
高
家
産
業
団
地

(豊
科
町

規
模
一
九
･
四
m
)
･
林
中
工
業
団
地

(池
田
町

一
○
･
一
m
)
･
岩
岡
工
業
団
地

(梓
川
村

規
模
三
･
八
m
)
･
丸
田
工
業
団
地

(梓
川
村

規
模
七
･
七
m
)
な
ど

⑩

支
援
す
る
主
な
道
路
事
業

･
一
般
国
道
一
四
七
号

高
家
バ
イ
パ
ス

(平
成
一

三
年
度
一
部
供
用
)

ア
ル
プ
ス
ハ
イ
ラ
ン
ド
内
の
連
携
の
強
化

･
一
般
国
道
一
五
八
号

神
渕
橋

(平
成
八
年
度
供

用
)
･
中
の
湯
拡
幅

(平
成
九
年
度
供
用
)

日
本
海
側
か
ら
ア
ル
プ
ス
ハ
イ
ラ
ン
ド
へ
の
ア

ク
セ
ス
の
強
化

･
困
松
本
環
状
高
家
線

倭
橋
(平
成
八
年
度
供
用
)

ア
ル
プ
ス
ハ
イ
ラ
ン
ド
内
の
連
携
の
強
化

4

伊
那
テ
ク
ノ
バ
レ
ー
計
画

=

目
的
･
内
容

美
し
い
自
然
と
共
生
す
る
二
一
世
紀
都
市
の
形
成

を
テ
ー
マ
に
人
間
や
自
然
と
共
存
す
る
ハ
イ
テ
ク
産

業
の
形
成
や
地
球
時
代
に
対
応
し
た
創
造
的
産
業
･

グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
の
育
成
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

中
央
自
動
車
道
の
整
備
に
伴
い
い
く
つ
か
の
産
業
団

地
が
造
成
さ
れ
、
電
子
機
器
を
中
心
と
し
た
電
子
機

械
、
精
密
機
械
、
一
般
機
械
、
食
料
品
な
ど
の
集
積

が
す
す
ん
で
い
る
他
、
バ
イ
オ
や
地
場
産
業
な
ど
特

色
あ
る
産
業
が
育
っ
て
い
る
。

の

所
在
地
･
規
模

飯
田
市
、
伊
那
市
、
駒
ヶ
根
市
他

六
町
六
村

規
模

可
住
地
面
積

四
七
、
三
〇
〇
齦
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砧
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芻
モ
ア
バ
鵤
型

-
鱗
溌
舛
日
フ
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控
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潴
ィ
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コ
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慈
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ウ
u
投
翅
趙

艘
絲
人
蠣
機
ア
マ
婢
範

り
姫
◎
@
船
⑰

@
蔭
錆
色
の
Q
の
感
心
富
観
じ
ぬ

職
噂
翁
@
@
@
◎
鬱
ゆ

鵺

国

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
船客日貧賎玻閾卿幾
@リフレγシコの新野ん副ういく}〉

　
　　
　
　
　
　
　
　
　

　　　
　
　
　

　

　　
　　　

　　　
　
　　
　
　
　
　
　

髓

"

寓

蝋

国

國

の力説を1擬さ‘"総爬約f判事}事業
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
の師S戦弱ミ{死ん載鰤提げる斑

/及べース･印めくうがん尹
　　　　　　　　　

官}?"‘き

　　　　 　 　
　　　　　　　　
　　　　　

　
　　

　　　　

　
転伊工齪核險センター

図 6 伊那テクノバレー計画主要施設



③

上
位
計
画
と
の
関
係

昭
和
五
九
年
度
に
策
定
さ
れ
た
長
野
県
テ
ク
ノ
ハ

イ
ラ
ン
ド
構
想
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
平
成
八

年
度
か
ら
第
三
次
実
施
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

燭

主
な
施
設
計
画
の
概
要

･
天
竜
峡
エ
コ
ー
バ
レ
ー
構
想
推
進
事
業

(飯
田
市

約
九
0
m
)

人
間
や
自
然
と
共
生
す
る
ハ
イ
テ
ク
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ー
の
育
成
を
目
標
と
し
、
環
境
調
和
型
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
を
目
指
し
て
い
る
。
基
盤
整
備

は
、
天
竜
川
治
水
対
策
事
業
と
し
て
、
約
三
、
0

0
0
、
0
0
0
岼
の
盛
土
を
計
画
し
て
お
り
、
約

六
〇
蹴
の
工
業
専
用
地
区
、
準
工
業
地
区
が
造
成

さ
れ
る
計
画
で
あ
る
。

･
東
山
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
パ
ー
ク

(辰
野
町

検
討
中
)

高
度
先
端
技
術
集
積
と
林
間
工
業
都
市
づ
く
り

を
目
的
と
し
て
計
画
を
検
討
中
で
あ
る
。

･
中
心
市
街
地
整
備
事
業

(飯
田
市
一
･
三
齦
)

住
宅
を
柱
と
す
る
市
街
地
再
開
発
に
よ
り
、
中

心
市
街
地
の
空
洞
化
に
対
処
す
る
と
と
も
に
街
を

活
性
化
す
る
。

･
そ
の
他

主
な
計
画

河
野
産
業
団
地

(豊
丘
村
約
二
0
m
)
･
大
田

原
工
業
団
地

(駒
ヶ
根
市
一
三
鹿
)
な
ど

勝
対
話

峠

中央棗蟻車道
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③

支
援
す
る
主
な
道
路
事
業

･
一
般
国
道
一
五
一
号

落
合
-
新
野
バ
イ
パ
ス

(平
成
一
三
年
度
一
部
供
用
)

伊
那
テ
ク
ノ
バ
レ
ー
内

へ
の
ア
ク
セ
ス
の
強
化

･
一
般
国
道
一
五
一
号

上
溝
拡
幅

(平
成
八
年
度

一
部
供
用
)

天
竜
峽
エ
コ
バ
レ
ー
構
想
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス

･
一
般
国
道
一
五
二
号

高
速
バ
イ
パ
ス

(平
成
[

三
年
度
一
部
供
用
)

伊
那
テ
ク
ノ
バ
レ
ー
内

へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化

･
一
般
国
道
二
五
六
号

清
内
路
峠
バ
イ
パ
ス

(平

成
一
三
年
度
供
用
)

下
久
堅

(平
成
九
年
度
一
部
供
用
)

伊
那
テ
ク
ノ
バ
レ
ー
内

へ
の
ア
ク
セ
ス
の
強
化

･
一
般
国
道
三
六
一
号

権
兵
衛
峠
バ
イ
パ
ス

(平

成
八
年
度
供
用
)

伊
那
テ
ク
ノ
バ
レ
ー
内

へ
の
ア
ク
セ
ス
の
強
化

.
H
市
田
団
線

明
神
橋

伊
那
テ
ク
ノ
バ
レ
ー
内
の
連
携
の
強
化

今
後
の
課
題
と
展
望

高
速
交
通
網
整
備
の
進
展
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
契
機
と
し
て
、
国
の
内
外

を
問
わ
ず
飛
躍
的
に
交
流
は
拡
大
し
て
い
く
。
こ
の

た
め
の
重
要
な
基
盤
で
あ
る
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
や
地
域
間
連
絡
道
路
網
の
整
備
を
今
後
と
も
促
進

し
、
地
域
固
有
の
資
源
を
活
か
し
た
地
域
間
の
連
携

を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
交
流
の
場
を
形

成
し
、
新
し
い
産
業
や
文
化
を
生
み
出
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
う
る
お
い
や
豊
か
さ
が
感
じ

ら
れ
る
社
会
づ
く
り
、
世
界
の
人
々
が
集
う
国
際
性

豊
か
な
県
づ
く
り
を
目
指
し
、
様
々
な
県
民
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
つ
つ
、
高
規
格
幹
線
道
路
か
ら
国
県
道
、

市
町
村
道
に
至
る
体
系
的
な
道
路
の
整
備
は
、
一
層

重
み
を
増
し
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

"“′′′
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月
･日

世

界

の

動

き

○
ド
イ
ツ
連
邦
参
議
院

(上
院
)
が
、
本
会
議
で
今
世
紀
末
に
予

定
さ
れ
て
い
る
首
都
機
能
移
転
に
あ
わ
せ
、
ベ
ル
リ
ン
へ
移
転
す

る
こ
と
を
決
議
し
た
。
参
議
院
は
、
こ
れ
ま
で
一
極
集
中
を
防
ぐ

た
め
、
ベ
ル
リ
ン
に
移
転
せ
ず
、
旧
首
都
ボ
ン
に
と
ど
ま
る
こ
と

に
し
て
い
た
が
、
今
回
、
こ
の
決
定
を
覆
し
た
。

○
経
済
協
力
開
発
機
構

(O
E
C
D
)
は
理
事
会
で
、
韓
国
の
新

規
加
盟
を
承
認
し
た
。
早
け
れ
ば
年
内
に
も
韓
国
は
O
E
C
D
の

二
九
番
目
、
ア
ジ
ア
で
は
日
本
に
次
ぐ
二
番
目
の
加
盟
国
に
な

んる
0

0
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
市
場
は
イ
ン
フ
レ
懸
念
の
後
退
を
好
感
し

て
買
い
注
文
が
殺
到
、
ダ
ウ
工
業
株
三
〇
種
平
均
の
終
値
が
、
先

週
末
に
比
べ
四
0
･
六
二
ド
ル
高
の
六
〇
一
0
･
○
○
ド
ル
と
史

上
最
高
値
を
更
新
し
た
。
米
国
で
は
景
気
が
イ
ン
フ
レ
を
伴
わ
ず

に
緩
や
か
に
拡
大
し
て
い
る
た
め
、
株
式
市
場
に
資
金
の
流
入
が

続
い
て
い
る
。

事

項

月
･日

国

内

の

動

き

○
橋
本
龍
太
郎
首
相
は
定
例
閣
議
で
衆
院
を
解
散
す
る
こ
と
を
表

明
し
、
解
散
詔
書
を
閣
議
決
定
。
こ
れ
を
受
け
て
衆
院
は
第
百
三

十
七
臨
時
国
会
の
冒
頭
、
解
散
さ
れ
た
。

○
日
本
自
動
車
販
売
協
会
連
合
会
の
ま
と
め
で
、
今
年
度
上
半
期

の
新
車
販
売
台
数

(軽
自
動
車
を
除
く
)
は
、
二
四
九
万
五
、
0

0
0
台
で
、
前
年
同
期
比
二
･
四
%
増
。

○
自
治
省
が
固
定
資
産
税
課
税
の
基
礎
と
な
る
一
九
九
七
年
度
か

ら
の
評
価
額
に
つ
い
て
、
宅
地

(商
業
地
な
ど
を
含
む
)
の
場
合

で
前
回
の
九
四
年
度
に
比
べ
平
均
三
九
･
八
%
引
き
下
げ
る
評
価

替
え
を
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
評
価
額
の
引
き
下
げ
は
、
一
九
六

四
年
の
現
行
制
度
発
足
以
来
、
初
め
て
。

○
大
蔵
省
発
表
の
今
年
度
上
半
期
の
貿
易
統
計
に
よ
る
と
、
貿
易

黒
字
額
は
三
兆
九
、
0
二
三
億
円
で
、
前
年
度
同
期
比
四
一
･
六

%
減
。
一
九
八
三
年
度
下
半
期
以
来
の
三
兆
円
割
れ
と
な
っ
た
。

○
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
に
よ
る
第
四
一
回
総
選
挙
は
投
票

結
果
、
自
民
党
が
単
独
過
半
数
に
届
か
な
か
っ
た
も
の
の
、
一
三
ニ

九
議
席
を
確
保
。
新
進
党
は
後
退
、
結
党
直
後
の
民
主
党
は
勢
力

維
持
に
と
ど
ま
っ
た
。

事

項

鱒瀰
月
･日

道

路

行

政

の
動

き

○
阪
神
･
淡
路
大
震
災
で
一
部
が
倒
壊
す
る
な
ど
大
被
害
を
受
け

た
阪
神
高
速
道
路
神
戸
線
が
、
六
二
二
日
ぶ
り
に
全
線
開
通
し

た
。

○
東
北
自
動
車
道
北
上
金
ヶ
崎
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開
通
。

○
磐
越
自
動
車
道
会
津
坂
下
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

(福
島
県
河
沼

郡
会
津
坂
下
町
)
か
ら
西
会
津
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

(福
島
県
耶

麻
郡
西
会
津
町
)
ま
で
の
区
間

(延
長
=

･
四
顧
)
が
開
通
。

磐
越
自
動
車
道
の
約
八
0
%
が
開
通
し
た
こ
と
に
な
る
。

事

項
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｢
ル
ビ
コ
ン
川
っ
て
、
シ
ョ
ン
ペ
ン
川
だ
っ
た
よ
｣

道
路
屋
の
F
氏
が
こ
う
言
わ
れ
た
の
を
、
今
も
覚
え

て
い
る
。
F
氏
は
そ
の
晩
年
。
古
代
ロ
ー
マ
の
道
を

探
し
に
地
中
海
沿
岸
の
遺
跡
を
訪
ね
歩
い
て
お
ら
れ

る
と
聞
き
、
男
の
ロ
マ
ン
と
は
こ
う
い
う
も
の
か
と

感
心
し
た
。
近
代
道
路
の
原
点
と
い
わ
れ
る
古
代
ロ

ー
マ
の
道
は
紀
元
前
、
既
に
歩
車
道
分
離
の
舗
装
道

路
が
ロ
ー
マ
を
中
心
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
属
州
各
地
に

展
開
し
て
い
た
と
い
う
。
F
氏
探
訪
の
成
果
は
、
大

著

『
ロ
ー
マ
の
道
の
物
語
』
に
ま
と
め
ら
れ
好
評
だ

っ
た
。

さ
て
、
紀
元
前
五
〇
年
。
ロ
ー
マ
帝
国
の
武
将
ユ

リ
ウ
ス
･
カ
エ
サ
ル
。
後
の
シ
ー
ザ
ー
が
ガ
リ
ヤ
今

の
フ
ラ
ン
ス
地
方
の
司
令
官
を
し
て
い
た
と
き
、
元

老
院
の
戦
線
拡
大
の
決
定
に
反
対
し
て
逆
に
兵
を
ロ

ー
マ
に
進
め
る
。
カ
エ
サ
ル
率
い
る
軍
団
が
イ
タ
リ

ア
と
の
国
境
、
ル
ビ
コ
ン
川
畔
に
さ
し
か
･
っ
た
と

き
、
カ
エ
サ
ル
は
秘
め
て
い
た
謀
反
の
決
意
を
全
軍

に
告
げ
、
｢骰
子
は
既
に
投
げ
ら
れ
た
。
さ
あ
!

ル

ビ
コ
ン
川
を
渡
た
ろ
う
｣
と
号
令
す
る
。
ロ
ー
マ
帝

国
興
亡
史
の
一
頁
を
飾
る
こ
の
言
葉
は
有
名
で
あ
る
。

私
は
冒
頭
の

｢
ル
ビ
コ
ン
川
っ
て
!
!
''心

を
き
い

た
と
き
、
F
氏
が
こ
の
川
に
一
方
な
ら
ぬ
思
い
入
れ

を
抱
い
て
お
ら
れ
る
と
思
っ
た
。
で
な
け
れ
ば
、
わ

ざ
/
＼
現
地
に
行
っ
て
川
を
確
か
め
よ
う
と
は
な
さ

ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
思
い
入
れ
と
は
、
ル

ビ
コ
ン
川
の
岸
辺
に
立

っ
て
カ
エ
サ
ル
の
騎
馬
軍
団

が
、
中
広
い
川
面
を
波
立
せ
な
が
ら
粛
々
と
渡
る
。

そ
の
き
ら
び
や
か
な
光
景
を
思
い
浮
か
べ
た
か
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
が
、
目
の
前
に
あ
る

ル
ビ
コ
ン
川
は
狭
い
川
底
に
水
が
チ
ョ
ロ
/
＼
と
流

れ
て
い
る
貧
相
な
川
だ
っ
た
。
日
本
か
ら
苦
労
し
て

こ
こ
ま
で
来
た
の
に
、
見
事
に
裏
切
ら
れ
た
鉦
岑
心さ

か
ら
、
｢な
ん
だ
シ
ョ
ン
ペ
ン
川
じ
ゃ
な
い
か
｣
と
皮

肉
ぼ
く
呟
や
か
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。
と
す
る
と
冒

頭
の
言
葉
は
、
そ
の
余
壗
未
だ
消
え
ざ
る
と
き
の
こ

と
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ル
ビ
コ
ン
川
が
F
氏
の
言
わ
れ
た
と
お
り
の
川
か

ど
う
か
、
私
は
知
ら
な
い
。
だ
が
雨
乞
い
の
神
に
祈

る
と
高
い
確
率
で
願
い
を
叶
え
て
く
れ
る
日
本
の
風

土
と
、
同
じ
よ
う
に
海
に
囲
ま
れ
て
い
な
が
ら
台
風

の
な
い
乾
燥
の
強
い
イ
タ
リ
ア
の
風
土
。
F
氏
は
日

本
の
合
戦
物
語
に
し
ば
/
＼
登
場
す
る
水
量
豊
富
な

月
と
し
て
、
ル
ビ
コ
ン
川
へ
の
幻
想
を
拡
げ
ら
れ
て

い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

先
年
の
秋
、
私
は
ベ
ネ
チ
ヤ
か
ら
ロ
ー
マ
ま
で
バ

ス
旅
行
を
し
た
。
ポ
ロ
｢
ニ
ャ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
間

の
道
路
は
イ
タ
リ
ア
半
島
の
背
骨
、
ア
ペ
ニ
ン
山
脈

を
横
断
す
る
。
車
窓
か
ら
見
た
山
脈
の
谷
々
は
、
ろ

く
す
っ
ぽ
木
も
な
く
赤
茶
け
た
山
肌
の
底
に
川
水
が

チ
ョ
ロ
ノ
＼
と
流
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
日

ちが

本
の
山
峡
の
川
と
は
大
分
違
う
と
思
っ
た
。
そ
の
時
、

ロ
ー
マ
の
道
と
同
時
代
に
作
ら
れ
た
あ
の
巨
大
な
水

道
橋
は
、
谷
々
の
こ
の
よ
う
な
貧
相
な
流
れ
を
か
き

集
め
る
た
め
に
、
あ
の
よ
う
な
び

っ
く
り
す
る
ほ
ど

大
き
な
も
の
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、

構
造
物
建
造
の
技
術
よ
り
も
そ
の
根
底
に
あ
る
風
土

性
を
強
く
意
識
し
た
。

戦
後
す
ぐ
の
或
る
時
期
。
日
本
に
は
古
代
ロ
ー
マ

の
よ
う
な
道
路
作
り
が
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
ん
な
貧

弱
な
道
路
し
か
残
っ
て
い
な
い
と
嘆
き
、
日
本
の
後

進
性
を
民
族
性
の
な
せ
る
業
と
す
る
言
辞
が
か
な
り

12月号の特集テーマは｢人にやさしい道づくり｣の予定です。

本誌は、執筆者が個人の責任において自由に
書く建前をとっております。したがって意見
にわたる部分は個人の見解です。また肩書は
原稿執筆及び座談会実施時のものです。

あ
っ
た
。
若
き
日
の
F
氏
も
こ
の
言
葉
を
耳
に
タ
コ

が
出
来
る
く
ら
い
聞
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら

半
世
紀
、
日
本
の
道
路
建
設
が
先
進
国
並
み
と
な
っ

た
と
き
、
F
氏
の
心
を
か
す
め
た
も
の
は
古
代
ロ
ー

マ
の
道
っ
て
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
あ
ら
た
め

て
自
分
の
目
で
確
か
め
た
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ

し
て
そ
こ
か
ら
得
た
も
の
は
日
本
と
異
質
な
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
風
土
性
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
、
F
氏
と
は

一
九
九
二
年
二
月
に
亡
く
な
ら

ぴ
せ
い

れ
た
藤
原
武
氏
の
こ
と
で
あ
る
。

-
未
済
-

　　
　
　
　

　　　

富
普
道

行
号
名

　
　

振

口
口

　
　

　
　

　
　

　

　
　

ナ

局

番
円

ミ
路
甥

謄
縦

〉

　
　　

　
　
　
　
　
　

政

省

道

!

･
東
円
料

｢

修

人

知
送

　
　
　
　　
　

東京都千代田区一番町10番 6 一番町野田ビル 5階 T E L 03(3234)4310･4349

F A X 03(3234)4471

道路広報センター




